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はじめに

　現代社会は高齢化や核家族化が進行し、価値観や生活様式、家族のあり方などが
ますます多様化しています。

　福祉分野におきましても、これまでの社会保障では十分に対応できない孤立死、
虐待、貧困、ひきこもりなどの深刻な困難を抱える人々への支援が新たな課題となっ
ており、「地域共生社会の実現」に向けた取組が必要となっています。
　　
　また、近年では、歴史的な豪雨災害となった平成 30 年７月の西日本豪雨をはじめ
とした大規模災害が頻発しており、誰もが安心して暮らしていける地域社会の実現
に向け、地域防災・減災体制の強化が求められています。

　本計画では、第１期古賀市地域福祉計画と同様に、だれもが住み慣れた地域で安
心して心豊かに暮らし続けることができるまちづくりをめざし、「こまったときはお
互いさま、たより合えるまち」の基本理念を継承し、市民、社協、古賀市が三者協
働で推進していきます。
　
　また、地域福祉の推進にあたり、中核的な担い手である社会福祉法人古賀市社会
福祉協議会の「古賀市地域福祉活動計画」と一体的に策定することにより、お互い
の役割を明確にするとともに、連携した取組を進めていきます。

　最後に、本計画の策定にあたり、熱心にご議論いただきました本計画策定委員会
委員の皆様をはじめ、多くの方々から貴重なご意見やご助言いただきましたことに
心から感謝申し上げます。

� 2019 年３月

古賀市長　　　　
田辺　一城



はじめに

　この度、「第２期古賀市地域福祉計画」「第５次古賀市地域福祉活動計画」が、市
民の皆様方のご協力のもと完成いたしました。

　社協では、第４次地域福祉活動計画において、今までの検証を踏まえ、市が策定
した地域福祉計画の理念に基づき、井戸ばた座談会を発展的に広げ、地域に加え、
更には各種団体との話し合いを通じ、高齢者、障がい者の外出支援、子育て応援、
そして災害時における地域での助け合いは、どうしたらよいのか等々、日ごろの暮
らしの中でのちょっとした困りごとでも市民の皆様からご意見をいただき、解決し
ていきたいと取組を進めてまいりました。

　今回の計画でも、社協が今まで大切にしてきた井戸ばた座談会を継続して実施す
ることで、地域のつながりを推進し、地域における様々な生活課題の共有とその解
決に向けた取組を進めてまいります。

　また、国は、地域共生社会の実現をめざしております。その骨格として、「地域課題
の解決力の強化」や「地域を基盤とする包括的支援の強化」を柱として掲げています。
　社協は、高齢者のみならず、障がい者や子どもなどの生活上の困難を抱える方が
地域において自立した生活を送ることができるように、市民による支え合いと公的
支援が連動した地域の実現に向け、市民、市とともに進めてまいります。

　最後になりますが、この計画に携わっていただきました関係者の皆様方には心よ
り感謝を申し上げますとともに、今後の更なるご協力をお願い申し上げまして、ご
あいさつといたします。

� 2019 年３月

古賀市社会福祉協議会　　　　
会長　渡　　信人
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第 章 計画の策定にあたって

２０１６年６月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」では、子ども・高齢者・障がい

者など全ての人々が地域、暮らし、生きがいをともに創り、高め合うことができる「地域共生社会」

の実現が提唱されました。【図表１－２参照】

【図表１－２：２０１７年に厚生労働省が示した「地域共生社会」の実現に向けた概要】

①地域課題の解決力の強化

・地域福祉計画の充実

・複合課題に対応する包括的相談支援体制の構築 他

②地域を基盤とする包括的支援の強化

・地域包括ケアの理念の普遍化 他

③地域丸ごとのつながりの強化

・多様な担い手の育成・参画 他

④専門人材の機能強化・最大活用

・対人支援を行う専門資格に共通の基礎課程創設の

検討 等

「地域共生社会」の実現

「地域共生社会」とは

制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域

の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ご

と』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

改革の背景と方向性

改革の骨格

公的支援の『縦割り』から『丸ごと』への転換

・個人や世帯の抱える複合的課題などへの包括的な支援

・人口減少に対応する、分野をまたがる総合的サービスの支援

『我が事』・『丸ごと』の地域づくりを育む仕組みへの転換

・地域の主体的な支え合いを育み、暮らしに安心感と生きがいを生み出す

・地域の資源を活かし、暮らしと地域社会に豊かさを生み出す

•

第 章 計画の策定にあたって

第 章 計画の策定にあたって

１．計画策定の背景と趣旨

地域社会を取り巻く現状は、年々少子高齢化や核家族化が進行し、価値観や家族のあり方等につ

いて多様化が進んでいます。それに伴い、認知症や虐待、孤立死、引きこもりをはじめとした複雑・

多様化した課題が増加しています。

このような状況の下、公的な福祉サービスだけでは複雑・多様化した課題に対応することが困難

になってきています。これらの課題に対して、「自分でできることは自分でする（自助）」、「家

族や近隣の身近な人間関係の中での支え合い・助け合い（互助）」、「地域におけるさまざまな団

体による支え合い・助け合い（共助）」、「行政機関による公的な福祉サービスの提供や地域にお

ける福祉活動の支援（公助）」により、制度によるサービスの利用だけでなく、地域の人と人との

つながりを大切にし、重層的な支え合い・助け合いの体制を構築していくことが求められています。

【図表１－１参照】

このように、誰もが住み慣れた地域で助け合い、支え合いながらいきいきと暮らせるよう、地域

におけるさまざまな福祉の問題に地域住民や福祉関係者などが協力して取り組むことを「地域福祉」

といい、地域福祉の推進が必要とされています。

【図表１－１：地域福祉の推進に向けた自助・互助・共助・公助の関係】

【互助】【共助】

「家族や近所、地域での相互の支え合い」

【公助】

「公的な福祉サービス」

「地域における福祉活動の支援」

「自助・互助・共助では解決

できない問題への対応」

【自助】

「個人での取組」

地域福祉の推進
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第 章 計画の策定にあたって

２．古賀市地域福祉計画について

古賀市地域福祉計画は、社会福祉法第１０７条の規定に基づき、地域福祉推進の主体である地域

住民等の参加を得ながら、地域生活課題を明らかにし、その解決に向けた施策や体制などに取り組

むための総括的な計画であり、古賀市における地域福祉を推進していくため、第２期古賀市地域福

祉計画を策定します。

（市町村地域福祉計画）

第１０７条 市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める

計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定するよう努めるものとする。

一 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して

取り組むべき事項

二 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項

三 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項

四 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項

五 前条第一項各号に掲げる事業を実施する場合には、同項各号に掲げる事業に関する事

項

２ 市町村は、市町村地域福祉計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、地

域住民等の意見を反映させるよう努めるとともに、その内容を公表するよう努めるものとす

る。

３ 市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、分析及び評価を

行うよう努めるとともに、必要があると認めるときは、当該市町村地域福祉計画を変更する

ものとする。

第 章 計画の策定にあたって

厚生労働省は、地域共生社会の実現に向けた改革の骨格として、「地域課題の解決力の強化」や

「地域を基盤とする包括的支援の強化」をはじめとした柱を掲げています。「地域課題の解決力の

強化」については、地域福祉計画の充実や複合課題に対応する包括的相談支援体制の構築、住民相

互の支え合い機能を強化し、公的支援と協働して地域課題の解決を試みる体制の整備が示されてい

ます。また、「地域を基盤とする包括的支援の強化」については、地域包括ケアの理念を普遍化し、

高齢者のみならず、障がい者や子どもなど生活上の困難を抱える方が地域において自立した生活を

送ることができるよう、地域住民による支え合いと公的支援が連動し地域を「丸ごと」支える包括

的な支援体制を構築することにより、切れ目のない支援を実現することをめざしています。

このように、地域共生社会の実現と地域福祉推進の目的には相通ずるものがあり、地域共生社会

の実現に向けた地域福祉の推進が求められています。

２０１７年６月には、地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律

により社会福祉法の一部が改正され、同年１２月には厚生労働省から地域福祉計画の策定について

の通知が発出されました。

これらを踏まえて、地域共生社会の実現に向けた地域福祉を推進する体制を構築していく必要が

あります。

社会福祉法の主な改正内容について

（１） 地域共生社会の実現に向けて、地域福祉の推進の理念として、地域住民等は、福祉サー

ビスを必要とする地域住民及びその世帯が抱えるさまざまな分野にわたる地域生活課

題を把握し、その解決に資する支援を行う関係機関との連携により、その解決を図る旨

を追加すること

（２） 市町村は、地域住民等及び地域生活課題の解決に資する支援を行う関係機関の地域福祉

の推進のための相互の協力が円滑に行われ、地域生活課題の解決に資する支援が包括的

に提供される体制を整備するよう努めるものとすること

（３） 市町村は、市町村地域福祉計画を策定するよう努めることとするとともに、計画の記載

事項として福祉に関し共通して取り組むべき事項を追加すること
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５．計画の位置づけ

古賀市地域福祉計画は、古賀市総合振興計画（マスタープラン）を上位計画とし、古賀市障害者

基本計画や古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画などの福祉分野における個別計画の上位

計画として位置づけます。

また、福岡県地域福祉支援計画を勘案するとともに、古賀市生涯学習基本計画や古賀市地域防災

計画、古賀市人権施策基本指針など関連する個別計画等との整合性を図ります。【図表１－３参照】

【図表１－３：古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画とその他の計画の関連図】
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３．古賀市地域福祉活動計画について

社会福祉法第１０９条で地域福祉の推進団体として規定されている社会福祉法人古賀市社会福

祉協議会（以下「社協」）が策定している古賀市地域福祉活動計画は、地域にあるさまざまな地域

生活課題に対し、公的な福祉制度のみに頼らず住民の支え合いの実現をめざし、地域住民等が主体

的に参加して策定する活動・行動計画であり、古賀市における地域福祉を推進していくため、第５

次古賀市地域福祉活動計画を策定します。

４．古賀市地域福祉計画と古賀市地域福祉活動計画の一体的策定

古賀市地域福祉計画と古賀市地域福祉活動計画は、「地域福祉の推進」という同じ目的を有して

おり、ともに地域住民等の参加を得て策定されるものであり、古賀市の地域福祉の推進における現

状と課題を共有しながら一体的に策定することは非常に意義があります。古賀市と社協がそれぞれ

の役割を明確にしたうえで２つの計画がお互いに補完・補強し、より連携していくために、一体的

に計画を策定します。

 

(市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会) 

第１０９条 市町村社会福祉協議会は、一又は同一都道府県内の二以上の市町村の区域内に

おいて次に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であ

つて、その区域内における社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する

活動を行う者が参加し、かつ、指定都市にあつてはその区域内における地区社会福祉協議

会の過半数及び社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半数が、指定都市以外の

市及び町村にあつてはその区域内における社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の

過半数が参加するものとする。 

一 社会福祉を目的とする事業の企画及び実施 

二 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 

三 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成 

四 前三号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必

要な事業 
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第２章 古賀市の現状について

１．各種統計における古賀市の現状について

（１）人口について

人口総数は、この５年間で微増しており、その内、高齢者人口については年々増加しています。

【図表２－１～３参照】２０１８年３月末時点における自治会（行政区）別の人口内訳をみると、

年少人口割合が１０％以下の自治会（行政区）が９自治会（行政区）、高齢化率が４０％以上の自

治会（行政区）が６自治会（行政区）あります。【資料編６６～６８ページ参照】

今後の人口推計については、年少人口率及び生産人口率が下がる一方で高齢化が進み、人口は微

減していくと予測されます。【図表２－４参照】

【図表２－１：古賀市の人口推移、全国及び福岡県の高齢化率】 （単位：人）
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年少人口割合 ％

生産年齢人口（ 歳～ 歳）

生産年齢人口割合 ％

高齢者人口（ 歳～）

高齢化率 ％ ％

【参考】全国高齢化率

（ 月 日現在）
％

【参考】福岡県高齢化率

（ 月 日現在）
％

（住民基本台帳、古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

第 章 計画の策定にあたって

６．計画の基本理念

２００７年度に策定した第 期古賀市地域福祉計画では、誰もが住み慣れた地域で安心して心豊

かに暮らし続けることができるまちづくりをめざし、「こまったときはお互いさま、たより合える

まち」を基本理念として掲げています。

この基本理念は、古賀市における地域福祉推進の基本的な方向性を定めたものであることから、

これを継承し、市民、社協、古賀市が一体となって地域福祉を推進します。

７．計画の期間

第２期古賀市地域福祉計画と第５次古賀市地域福祉活動計画の計画の期間は、２０１９年度から

２０２３年度までの５年間とし、社会情勢の変化などに対応できるよう、必要に応じて見直しを行

います。

また、保健福祉部福祉課が主体となり、社協や庁内関係課等と連携し毎年進捗状況の確認を行う

とともに、今後の課題について検討を行います。

８．計画の策定体制

計画の策定にあたり、庁内関係課職員などで構成された古賀市地域福祉計画素案検討委員会及び

社協において計画の基本理念及び施策の検討を行い、古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計

画策定委員会で審議を行いました。

また、幅広い意見を聴取するため、２０１９年１月からパブリック・コメント（市民意見公募手

続）を実施しました。

古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会
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１．各種統計における古賀市の現状について
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【図表２－４：年齢区分別人口推計結果】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

各年９月末

※１　人口実績値は住民基本台帳より引用した。

※２　人口推計値はコーホート要因法による推計した。推計は、宅地開発による人口増減の影響は考慮していない。

8,546 8,562 8,467 8,378 8,399 8,361 8,414 8,384 8,337 8,043

38,809 37,888 36,806 36,244 35,827 35,633 35,155 34,812 34,468 32,906

6,548 7,040 7,541 7,932 8,152 8,333 8,455 8,492 8,647
7,715

5,101 5,267 5,510 5,738 6,055 6,346 6,628 6,906 7,062
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59,004 58,757 58,324 58,292 58,433 58,673 58,652 58,594 58,514 57,734 
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（人）

→（推計）（実績）←

※１ 人口実績値は住民基本台帳から引用 

※２ 人口推計値はコーホート要因法により推計 

※３ 宅地開発による人口増減の影響は配慮しないこととする 
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【図表２－２：古賀市の人口推移（グラフ）】
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【図表２－４：年齢区分別人口推計結果】
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（３）要介護認定者数について

２０１７年３月末の要介護認定者数は、２０１６年度に古賀市で介護予防・日常生活支援総合事

業※１を開始したことにより一時的に減少したものの、増加傾向にあります。全国や福岡県の要介護

認定率と比べると低い値となっています。【図表２－７～８参照】

要介護（支援）の新規認定に至った原因疾病を見ると、認知症が最も多く、全体の３割以上を占

めています。【図表２－９参照】

【図表２－７：要介護認定者数】 （単位：人）
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要介護認定者数計

内

訳

要介護※２

内訳

要介護

要介護

要介護

要介護

要介護

要介護計

要支援※３

内訳

要支援

要支援

要支援計

介護予防・日常生活支援

総合事業対象者数

介護保険サービス、

総合事業利用者数

（介護支援課）

※１ 「介護予防・生活支援サービス事業」「一般介護予防事業」の２事業を行うことにより、そ

の人の状態や必要性に合わせたさまざまなサービスなどを提供し、介護予防と日常生活の

自立を支援する事業。

※２ 介護保険の対象者で、介護保険のサービスによって、生活機能の維持・改善を図ることが適

切な人など。

※３ 介護保険の対象者で、要介護状態が軽く、生活機能が改善する可能性の高い人など。

第２章 古賀市の現状について

（２）世帯状況について

世帯状況は、核家族化（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）が進行しており、ひとり親世帯数（Ｄ、Ｅ）も増加し

ています。【図表２－５参照】

また、高齢者世帯についても年々増加しています。【図表２－６参照】

【図表２－５：世帯状況内訳】 （単位：世帯）

年度 年度 年度

親族世帯※１総数（Ａ）

Ａ＝Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ

親族世帯

内訳

核

家族

夫婦のみ（Ｂ）

夫婦と子ども（Ｃ）

男親と子ども（Ｄ）

女親とこども（Ｅ）

その他の親族世帯（Ｆ）

非親族世帯※２（Ｇ）

単独世帯（Ｈ）

一般世帯総数（Ｉ） Ｉ＝Ａ＋Ｇ＋Ｈ ※３ ※３

（国勢調査）

※１ ２人以上の世帯のうち、世帯主と親族関係にある人のみで構成される世帯

※２ ２人以上の世帯のうち、世帯主と親族関係にない人を含んで構成される世帯

※３ 世帯の家族類型「不詳」を含む

【図表２－６：高齢者世帯内訳】 （単位：世帯）
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※夫が６５歳以上、妻が６０歳以上の世帯 （住民基本台帳）
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ています。【図表２－５参照】

また、高齢者世帯についても年々増加しています。【図表２－６参照】

【図表２－５：世帯状況内訳】 （単位：世帯）

年度 年度 年度

親族世帯※１総数（Ａ）

Ａ＝Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ

親族世帯

内訳

核

家族

夫婦のみ（Ｂ）

夫婦と子ども（Ｃ）

男親と子ども（Ｄ）

女親とこども（Ｅ）

その他の親族世帯（Ｆ）

非親族世帯※２（Ｇ）

単独世帯（Ｈ）

一般世帯総数（Ｉ） Ｉ＝Ａ＋Ｇ＋Ｈ ※３ ※３

（国勢調査）

※１ ２人以上の世帯のうち、世帯主と親族関係にある人のみで構成される世帯

※２ ２人以上の世帯のうち、世帯主と親族関係にない人を含んで構成される世帯

※３ 世帯の家族類型「不詳」を含む

【図表２－６：高齢者世帯内訳】 （単位：世帯）

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

一般世帯総数

高齢者を含む世帯総数

高齢者を

含む世帯

内訳

高齢者

単身世帯

高齢者夫婦

世帯※

高齢者

同居世帯

※夫が６５歳以上、妻が６０歳以上の世帯 （住民基本台帳）
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（４）障害者手帳取得状況について

障害者手帳取得件数は、年々増加しています。特に、精神障害者保健福祉手帳の取得件数につい

ては、この５年で１．５倍以上増加しています。【図表２－１０参照】

【図表２－１０：障害者手帳取得状況】 （単位：件）

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

計

（福祉課）

（５）生活保護受給世帯数について

生活保護受給世帯数は、年々微増しています。保護率については、福岡県と比べて低い値となっ

ています。【図表２－１１参照】

【図表２－１１：生活保護受給世帯数】

年度 年度 年度 年度 年度

世帯数（世帯）

人員（人）

保護率※（％）

福岡県保護率※（％）

（福岡県の生活保護）

※４月～翌３月までの１２か月分の数値を算出した後、１２で除して算出した値

第２章 古賀市の現状について

【図表２－８：全国・福岡県との要介護認定率の比較】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

【図表２－９：要介護（支援）新規認定者の原因疾病】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

各年９月末

 ※　要介護（支援）認定率＝要介護（支援）認定者数（第１号被保険者のみ）÷第１号被保険者数

 ※　平成２９年の「福岡県」、「全国」の要介護（支援）認定率は、暫定値
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【図表２－８：全国・福岡県との要介護認定率の比較】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

【図表２－９：要介護（支援）新規認定者の原因疾病】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

各年９月末

 ※　要介護（支援）認定率＝要介護（支援）認定者数（第１号被保険者のみ）÷第１号被保険者数

 ※　平成２９年の「福岡県」、「全国」の要介護（支援）認定率は、暫定値
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（４）障害者手帳取得状況について

障害者手帳取得件数は、年々増加しています。特に、精神障害者保健福祉手帳の取得件数につい

ては、この５年で１．５倍以上増加しています。【図表２－１０参照】

【図表２－１０：障害者手帳取得状況】 （単位：件）
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（５）生活保護受給世帯数について
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（福岡県の生活保護）

※４月～翌３月までの１２か月分の数値を算出した後、１２で除して算出した値
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【図表２－８：全国・福岡県との要介護認定率の比較】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

【図表２－９：要介護（支援）新規認定者の原因疾病】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画２０１８～２０２０年度）

各年９月末

 ※　要介護（支援）認定率＝要介護（支援）認定者数（第１号被保険者のみ）÷第１号被保険者数

 ※　平成２９年の「福岡県」、「全国」の要介護（支援）認定率は、暫定値
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（８）児童扶養手当受給世帯数について

児童扶養手当受給者世帯数は、全体として減少傾向にあります。【図表２－１４参照】

また、２０１８年３月末時点における児童扶養手当受給者世帯の状況は、離婚や未婚の割合が

高くなっています。【図表２－１５参照】

【図表２－１４：児童扶養手当受給世帯数】 （単位：世帯）

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

受給世帯数

（子育て支援課）

【図表２－１５：児童扶養手当受給者世帯の状況】 （単位：世帯）

離婚 死別 未婚 障がい 遺棄 養育者 その他※ 計

母子世帯数

父子世帯数

計

（子育て支援課）

※きょうだい児童の状況がそれぞれ異なる場合や、いずれの項目にも該当しない場合

第２章 古賀市の現状について

（６）保育所等の入所等人数について

２０１８年５月１日現在、古賀市内には公立保育所が１か所、私立保育園が８か所、小規模保育

施設が２か所、幼稚園が４か所、認定子ども園が１か所あり、待機児童数は０人です。入所等人数

については、年々増加しています。【図表２－１２参照】

【図表２－１２：保育所等の入所等人数】 （単位：人）

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

公立保育所

私立保育園

小規模保育施設

幼稚園

認定こども園

計

（学校教育課・子育て支援課）

（７）小中学校児童生徒数について

古賀市内には小学校が８校、中学校が３校あります。児童生徒数については、全体として増加傾

向にあります。【図表２－１３参照】

【図表２－１３：小中学校児童生徒数】 （単位：人）

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

小学校児童数

中学校生徒数

計

（学校教育課）
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（８）児童扶養手当受給世帯数について

児童扶養手当受給者世帯数は、全体として減少傾向にあります。【図表２－１４参照】

また、２０１８年３月末時点における児童扶養手当受給者世帯の状況は、離婚や未婚の割合が

高くなっています。【図表２－１５参照】

【図表２－１４：児童扶養手当受給世帯数】 （単位：世帯）
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【図表２－１５：児童扶養手当受給者世帯の状況】 （単位：世帯）
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※きょうだい児童の状況がそれぞれ異なる場合や、いずれの項目にも該当しない場合
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（６）保育所等の入所等人数について

２０１８年５月１日現在、古賀市内には公立保育所が１か所、私立保育園が８か所、小規模保育

施設が２か所、幼稚園が４か所、認定子ども園が１か所あり、待機児童数は０人です。入所等人数

については、年々増加しています。【図表２－１２参照】

【図表２－１２：保育所等の入所等人数】 （単位：人）
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（７）小中学校児童生徒数について

古賀市内には小学校が８校、中学校が３校あります。児童生徒数については、全体として増加傾

向にあります。【図表２－１３参照】

【図表２－１３：小中学校児童生徒数】 （単位：人）
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【井戸ばた座談会の進行について】

① 井戸ばた座談会の説明

② グループワーク

③ スローガンの発表

地域やご近所での良いところや困ったところ

等を「語り合い」、どんな「場所（活動）」が

あれば地域で支えあっていけるのか、「何を

すれば」地域活動がより充実していくか意見

を交換することによって地域を盛り上げてい

く「きっかけづくり」「意識づくり」をめざし

て井戸ばた座談会を開催していることを説明

しました。

自治会（行政区）ごとに分かれてグループワ

ークを行い、「助けた・助けられたエピソー

ド」「地域でこんなこと困っています」「こ

んな関係（“助けて”を言える）があったら

いいな」「私たちにできる助け合い活動」の

４項目について意見交換を行いました。

グループワークで出た意見をまとめて、地

域としてできることをスローガンとして発

表し、自治会（行政区）ごとの地域生活課

題とその解決に向けた取組について全体で

共有しました。

第２章 古賀市の現状について

２．井戸ばた座談会における古賀市の現状について

２０１８年６月から８月にかけて、「“助けて”が言える、“助けて”をキャッチできるご近所、

地域とは？」をテーマに社協と古賀市の共同開催で小学校区ごとに井戸ばた座談会を開催しました。

【図表２－１６参照】

【図表２－１６：井戸ばた座談会開催状況】 （単位：人）

※８月１８日に高田区集会所で開催された井戸ばた座談会参加者数１９人を含む

（１）井戸ばた座談会について

井戸ばた座談会では、計画の基本理念である「こまったときはお互いさま、たより合えるまち」を

実現するため、「“助けて”が言える、“助けて”をキャッチできるご近所、地域とは？」をテーマ

に、困りごとを他人ごとではなく、自分自身のこととして考えるきっかけづくり、意識づくりをめざ

し、自治会（行政区）ごとに分かれてグループワークを行いました。

グループワークでは、８小学校区計６１グループに分かれ、「助けた・助けられたエピソード」「地

域でこんなこと困っています」「こんな関係（“助けて”を言える）があったらいいな」「私たちに

できる助け合い活動」の４項目について意見交換を行いました。【図表２－１７～２１参照】

地域で支え合う環境づくりについて意見交換する中で、「日頃からの声掛け、あいさつがとても大

切である」との意見が多くあり、「地域で顔なじみの関係をつくること」がテーマ解決のキーワード

になりました。

小学校区名 日時 開催場所 参加人数

千鳥校区 月 日 ： ～ 古賀市社会福祉センター千鳥苑 ※

西校区 月 日 ： ～ リーパスプラザこが

東校区 月 日 ： ～ サンコスモ古賀

花鶴校区 月 日 ： ～ リーパスプラザこが

小野校区 月 日 ： ～ サンコスモ古賀

舞の里校区 月 日 ： ～ 舞の里 区集会所

花見校区 月 日 ： ～ 花見南区公民館

青柳校区 月 日 ： ～ 町川原 区公民館

計
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域としてできることをスローガンとして発
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２．井戸ばた座談会における古賀市の現状について

２０１８年６月から８月にかけて、「“助けて”が言える、“助けて”をキャッチできるご近所、

地域とは？」をテーマに社協と古賀市の共同開催で小学校区ごとに井戸ばた座談会を開催しました。
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【図表２－１６：井戸ばた座談会開催状況】 （単位：人）

※８月１８日に高田区集会所で開催された井戸ばた座談会参加者数１９人を含む

（１）井戸ばた座談会について
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青柳校区 月 日 ： ～ 町川原 区公民館

計

第　
２　
章

第２章　古賀市の現状について



第２章 古賀市の現状について

【図表２－１９：地域での防災体制に関する市民の声】

【図表２－２０：地域の見守りに関する市民の声】

助け合い（見守り）が大変になってきた

地域での見守り体制の見直しが必要

災害に関する環境整備が必要

災害時の避難誘導について

避難に関する周知の方法が分からない

災害対応マニュアルが必要

（主な市民の声）

・自治会（行政区）の中で要支援者が誰か分からない。

・災害時の避難場所が分からない。

・災害時等の情報の伝達方法が徹底されていない。

・非常放送が聞き取りにくい、こだまする、音が小さい、鳴ったと思ったら

終わってしまった。

・非常食も災害があると準備するが、一時的なものになってなかなか継続して実行できない。

（主な市民の声）

・認知症があるひとり暮らしの高齢者がいる。家族とも離れている。

どこまで関わればよいのか分からない。

・見守りに関して双方の理解、協力が必要。（長期に出掛ける時はご近所に伝えるなど）

・福祉会として地域にどのような課題があるのか分からない。

・１０年前より独居高齢者が増えている。

（単位：グループ）

（単位：グループ）

第２章 古賀市の現状について

【図表２－１７：地域での困りごとに関する市民の声】

【図表２－１８：地域における交流の場に関する市民の声】

公民館までが遠い

公民館がない、狭い

空き家の整備・活用が必要

交流の場として公民館を開放してほしい

地域で交流の場がほしい

（主な市民の声）

・隣近所の家族構成が分からない。

・地域の中でのあいさつがほとんどない。

・ご近所での立ち話が減った。

・地域で懇親会を企画しても集まらない。

・交通の便が悪い。

・ゴミ出しが大変になってきた。

・自治会（行政区）役員の成り手がいない。

・現役の役員が疲弊している。

・若い時に決めていた輪番制が効かない。

（主な市民の声）

・地域で誰でもいつでも集える場所がほしい。（子ども、障がい者、高齢者など）

・下校後の子どもの居場所づくりや一緒に参加できる活動があったらいいな。

・公民館に気軽に行けるようにするには、公民館の開放が必要。

・集会所が組長会、福祉会で月１～２回程度しか使われていない。

・足取りが悪い方には公民館までが遠い。

（単位：グループ）

（単位：グループ）

困りごとの相談場所が分からない

子育てに関する支援が少ない

地域活動への関心が低い

地域活動への協力者不足

生活する上での困りごとがある

人づきあいの希薄化
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第２章 古賀市の現状について

グループワーク終了後、解決に向けた今後の取組について、グループごとにスローガンを発表し

ました。スローガンの発表を通じて、全体で地域の現状や課題を共有するとともに、その解決に向

けた具体的な取組についても共有することができました。

このように、井戸ばた座談会では、地域生活課題の共有とその解決に向けた貴重な話し合いの場

となっています。

これからの地域福祉を推進していくためにも、市民、社協、古賀市が連携を図りながら、引き続

き井戸ばた座談会を開催し、三者で地域生活課題を共有するとともに、その解決に向けた取組を推

進していきます。

（主なスローガン※について）

※その他のスローガンは【資料編６９～７１ページに掲載】

・あいさつはコミュニケーションの第一歩

・声かけよう「おはよう、げんき！！、こんにちは」

・できる時に、できる人が、できることを！！

・大事にしよう、お隣さん！！何かあったらお隣さん 何でもかんでもお隣さん

・放っとかないよ 頼ってね！

第２章 古賀市の現状について

【図表２－２１：つながりづくりに関する市民の声】

（グループワークにおけるその他の意見）

【権利擁護に関する市民の声】

・プライバシー重視のための見えない現実がある。

・近くに相談できる親戚、知人、友人がいない。

・異常の発見が難しい。安否確認で訪問しても、顔を出そうとしてくれない。

・ごみ屋敷でも本人の了解が得られないと片付けができない。

・助けを必要としている人はなかなか声に出せない。

【福祉サービス等に関する市民の声】

・介護サービスを利用してごみをだしてもらっている人がいる。

・気になることについてどこに相談していいか分からない。

・ワンコインで食事ができる場所が欲しい。

・地域の施設等と交流し、専門的な情報が欲しい。

・保育園の子どもたちと交流できたらいいな。

【相談支援体制に関する市民の声】

・近所の人が困った時にどこに相談していいか分からない時がある。

・ＳＯＳを発信しやすい仕組みづくり（複雑ではない難しくない仕組み）が必要。

・地域で対応できないケースを行政に相談する仕組みが必要。

多世代交流が必要

地域での行事が減少してきている

他団体との交流、連携が必要

自治会加入者の減少（育成会含む）

地域での情報共有、コミュニケーション不足

（主な市民の声）

・多くの世代が集まって交流する時間、場所が必要。（地域活動に興味をもってほしい）

・地域のいろいろな会が「一緒になって活動を」と思うがなかなか難しい。

・自治会（行政区）の中でしっかりコミュニケーションがとれる場をつくり、

そこで地域の課題の集約をしていく必要がある。

・人口減少で財源も減り、地域活動も徐々に行われなくなった。（スポーツ大会などの廃止）

・地域にとって大切な情報が入ってこない。

・近所で顔を見ながら話すことが減ってきた。

（単位：グループ）
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第２章 古賀市の現状について

「地域の人が気軽に集まれる場所づくり」の割合が最も高く、次いで「地域での情報・連絡を徹

底する」「住民の交流活動を積極的に行う」「住民が常に連携できるような組織づくり」と続いて

います。

【図表２－２３：協力し合うにはどんなことが最も重要か】

無回答

地域の企業・団体が地域活動に参加できるようにする

その他

ボランティア活動を盛んにする

住民が常に連携できるような組織づくり

住民の交流活動を積極的に行う

地域での情報・連絡を徹底する

地域の人が気軽に集まれる場所づくり

問２ 住民が協力し合うにはどんなことが重要だと思いますか。次の中から１つ選んでくださ

い。

。

第２章 古賀市の現状について

（２）井戸ばた座談会アンケートについて

井戸ばた座談会の参加者を対象に、地域福祉に関するアンケートを実施しました。４９２人中、

３２５人の回答があり、アンケート回収率は６６．１％となりました。

今回の井戸ばた座談会の参加者は６０代、７０代の人が中心となっている一方、２０代

～５０代の人の参加が少なくなっています。

【図表２－２２：年齢について】

無回答

代～

代

代

代

代

代

～ 代

問１ あなたの年齢について、次の中から１つ選んでください。
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第２章 古賀市の現状について

「災害などが起きた時の体制がしっかりとしているまちだ」の質問については、「あまりそう思

わない」「そう思わない」の割合が他の質問と比べて高くなっています。

【図表２－２５：日常生活・地域福祉について思っていること】

災害などが起きた時の体制がしっかりとしているまちだ

ボランティア活動が活発に行われている地域だ

子どもを安心して育てられる地域だ

高齢者が暮らしやすい地域だ

障がいのある人が暮らしやすい地域だ

そう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

問４ 日常生活・地域福祉について思っていることを つ選んでください。

。

第２章 古賀市の現状について

「近所付き合いをする」の割合が最も高く、次いで「地域での分担をみんなで分担し、協力し合

う」「地域での行事、催し物への参加」と続いています。

【図表２－２４：助け合い・支え合いの地域づくりを推進するための重要な役割について】

無回答

その他

地域でのボランティア活動への参加

地域での情報を自分自身を含めてみんなで共有する

地域での行事、催し物への参加

地域での分担をみんなで分担し、協力し合う

近所付き合いをする

問３ 助け合い・支え合いの地域づくりを推進するため、「あなた自身の役割」として何が重要

だと考えますか。次の中から１つ選んでください。

。
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第３章 施策の展開について

家族のあり方や地域社会の変容に伴い、地域において新たな課題が発生しています。今後、古賀市

における地域福祉をより充実したものにするため、古賀市版地域包括ケアシステムを推進する一方、

地域包括ケアの理念を普遍化し、高齢者のみならず、すべての人が年齢や立場を問わずに、その人の

ニーズに応じた適切な支援が受けられる地域づくりを実現する「全世代・全対象型地域包括支援体

制」の構築が求められています。【図表３－２参照】

その中で、厚生労働省は「全世代・全対象型地域包括支援体制」の実現のため、２０１７年に社会

福祉法を改正し、社会福祉法第１０６条の３において包括的な支援体制の整備を市町村の努力義務

としました。【図表３－３参照】

【図表３－２：２０１５年に厚生労働省が示した全世代・全対象型地域包括支援体制イメージ図】
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１．包括的な支援体制の整備について

これまで厚生労働省は、高齢者施策における「地域包括ケアシステム」の構築や生活困窮者に対す

る「生活困窮者自立支援制度」の創設など、各制度における支援の包括化や地域連携、ネットワーク

づくりを推進してきました。古賀市においても、誰もが住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らし

続けることができるまちづくりをめざし、各分野においてさまざまな取組を実施していますが、そ

の中でも高齢者福祉の分野では、２０１５年度の介護保険法の改正に伴い、古賀市版地域包括ケア

システムを構築し、先駆的に古賀市の地域福祉を推進しています。【図表３－１参照】

【図表３－１：古賀市版地域包括ケアシステム】

（古賀市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 ２０１８～２０２０年度）
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第３章 施策の展開について

古賀市に適した包括的な支援体制を構築していくためには、国の方向性を鑑みながら、古賀市の

地域状況や各分野で行う支援の見える化を図るとともに、連携を強化していく必要があります。

地域における活動は、自治会（行政区）単位や小学校区単位とさまざまありますが、今後それぞれ

の団体等が連携して地域生活課題を解決できる環境を整備するにあたり、古賀市版地域包括ケアシ

ステムの構築における介護予防・生活支援サービスの基盤が小学校区ごとのコミュニティを単位と

していることから、住民に身近な圏域を「小学校区」単位に設定し、構築に向けた取組を推進してい

きます。

また、古賀市版地域包括ケアシステムを踏まえ、２０２３年度までを目途に古賀市に適した包括

的な支援体制の実現をめざします。

包括的な支援体制の整備

第１０６条の３ 市町村は、次に掲げる事業の実施その他の各般の措置を通じ、地域住民等及び

支援関係機関による、地域福祉の推進のための相互の協力が円滑に行われ、地域生活課題の解

決に資する支援が包括的に提供される体制を整備するよう努めるものとする。

一 地域福祉に関する活動への地域住民の参加を促す活動を行う者に対する支援、地域住民等

が相互に交流を図ることができる拠点の整備、地域住民等に対する研修の実施その他の地域

住民等が地域福祉を推進するために必要な環境の整備に関する事業

二 地域住民等が自ら他の地域住民が抱える地域生活課題に関する相談に応じ、必要な情報の

提供及び助言を行い、必要に応じて、支援関係機関に対し、協力を求めることができる体制

の整備に関する事業

三 生活困窮者自立支援法第三条第二項に規定する生活困窮者自立相談支援事業を行う者そ

の他の支援関係機関が、地域生活課題を解決するために、相互の有機的な連携の下、その解

決に資する支援を一体的かつ計画的に行う体制の整備に関する事業

２ 厚生労働大臣は、前項各号に掲げる事業に関して、その適切かつ有効な実施を図るため必要

な指針を公表するものとする。

第３章 施策の展開について

【図表３－３：２０１７年に厚生労働省が示した市町村における包括的な支援体制のイメージ図】
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【図表３－３：２０１７年に厚生労働省が示した市町村における包括的な支援体制のイメージ図】
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第４章 具体的な取組について

基本目標Ⅰ「啓発～意識づくり～」

互助・共助を基本に、地域の小さな助け合いを推進し、隣近所でお互いに声かけするまちをめざ

し、基本目標として「啓発～意識づくり～」を掲げています。

基本方針１：地域福祉意識の向上

それぞれの地域で支え合うことができる意識づくりを醸成するため、基本方針として「地域福祉

意識の向上」を掲げています。

具体的な取組①：地域生活課題の共有

地域福祉意識向上に向けた重点的な取組として、井戸ばた座談会やまちづくり出前講座をはじめ

とした地域福祉関連の講座（各種サポーター養成講座等）を市民、社協、古賀市の三者協働で実施

しています。【図表４－１～３参照】

これらの取組を通して、自治会（行政区）、民生委員・児童委員協議会、福祉会及び関連する個

人や団体が、地域生活課題に気づき、安心して暮らせる地域について考える機会になります。井戸

ばた座談会のグループワークでは、地域での困りごとについてさまざまな意見がありました。【１

９ページ図表２－１７参照】

また、学校や地域、企業等への福祉学習等を通して、ボランティア活動への理解や地域への関心を深

める機会となり、地域福祉の将来を担う人材の育成と確保につながっています。【図表４－４参照】

今後、地域生活課題を共有するため、「地域生活課題を知ろう」を取組のテーマとし、三者協働

で推進します。

テーマ：地域生活課題を知ろう

※古賀市内の個人（市民、市内事業所等に通う人）、及び団体

市民※

〇井戸ばた座談会や研修・講座等に身近な人を誘い合って参加します。

〇井戸ばた座談会の意見や、研修・講座等で学んだことを近所や地域の人に伝えるとと

もに、自らの地域についても考え、解決するきっかけづくりにします。

社協

〇井戸ばた座談会の研修・講座（高齢、障がい、子育て支援）について、さまざまな方が

参加しやすい内容を計画していきます。

〇井戸ばた座談会を校区、自治会（行政区）の範囲だけにとどまらず、それぞれの地域

（隣組、近所）といった小さい単位で開催することにより、地域生活課題の共有とそ

の解決に向け取り組んでいきます。

古賀市
〇市民ニーズに対応した各種研修・講座等を企画・開催します。

〇各種研修・講座等で把握した地域生活課題を関係機関で共有し、解決に努めます。

第３章 施策の展開について

２．基本目標の設定について

誰もが住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らし続けることができるまちづくりが「安心」、すな

わち「笑顔づくり」につながります。

計画の推進にあたり、基本理念のもと、お互いの人権を尊重し、笑顔で共に支え合うことができる

地域づくりをめざして「啓発～意識づくり～」「環境～居場所づくり」「連携～つながりづくり」を

基本目標として設定します。

各基本目標における基本方針に基づく具体的な取組を実施することにより、古賀市の地域福祉を

推進します。【図表３－４参照】

【図表３－４：計画体系図】
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【図表４－２：まちづくり出前講座開催実績】

年度 年度 年度 年度 年度

開催数（件） ※１

参加者数（人）

※２内、福祉関係開催数（件）

※２内、福祉関係参加者数（人）

（コミュニティ推進課）

※１ ２０１７年の実施状況については資料編９４～９５ページに掲載

※２ 福祉課、介護支援課、子育て支援課、予防健診課から講師を派遣した実績を掲載

まちづくり出前講座

【図表４－３：古賀市認知症ジュニアサポーター養成講座「オレンジ教室」開催実績】

（介護支援課）

オレンジ教室

年度 年度 年度 年度 年度

開 催 数
小学校（校）

中学校（校）

参加者数
小学校（児童数）

中学校（生徒数）

認知症ジュニアサポーター養成講座「オレンジ教

室」は、人生の先輩である高齢者を敬う気持ちを育

てること、認知症に限らず困っている人を支援でき

る思いやりの気持ちを育てること、認知症を正しく

理解して子どもたちも地域を支える大事な一員で

あるということを学んでもらうことを目的として、

キャラバン・メイト連絡会「橙」のメンバーが講師

役となって実施しています。

市政に関する講座を設け、市民の要望に応じて市職員

等を講師として派遣しています。市職員等が地域の公

民館等に出向き市民に直接説明することにより、市政

に関する市民の理解を深めます。地域福祉に関するこ

とや健康、子育てや障がい者福祉に関することなどさ

まざまな講座を実施しており、一部の講座について

は、社協や介護事業所等が講師として参画していま

す。
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【図表４－１：井戸ばた座談会開催件数】

年度 年度 年度 年度 年度

開 催 数（件）

参加者数（人）

（社協）

年度 団体名及び開催地域

年度 ・老人クラブ ・中川区 ・花鶴丘 丁目 区 ・えんがわくらぶ

年度
・古賀西校区（ 回） ・ボランティア交流会（ 回） ・舞の里 区（ 回）

・古賀団地区成人学級 ・古賀東校区

年度 ・花見校区 ・小野校区 ・庄北区 ・障がい者団体

年度
・花鶴校区 ・古賀西校区 ・花見校区 ・庄北区 ・青柳校区

・鹿部区（ 回） ・花鶴丘 丁目 区（ 回） ・小山田区 ・障がい者団体

年度

・障がい児保護者座談会 ・舞の里 区 ・舞の里 区（ 回）

・舞の里 区（ 回） ・舞の里 区（ 回） ・舞の里 区 ・小山田区

・ボランティア交流会 ・小野校区 ・久保区

※各年度開催日順に記載 （社協）

井戸ばた座談会

井戸ばた座談会は、市民・社協・古賀市の

三者が中心となって「地域、団体の発展、

改善に向けて、現状や課題について話し合

う場」として実施しています。三者の新た

な気づきや、それぞれの強みを活かして「何

ができるのか」「何を行うべきなのか」等

の役割を確認していく重要な場になるとと

もに、多様な団体、個人がさまざまな視点

で地域（近所）のことを考える場として、

継続的に開催しています。
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参加者数（人）

（社協）
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年度 ・老人クラブ ・中川区 ・花鶴丘 丁目 区 ・えんがわくらぶ

年度
・古賀西校区（ 回） ・ボランティア交流会（ 回） ・舞の里 区（ 回）

・古賀団地区成人学級 ・古賀東校区

年度 ・花見校区 ・小野校区 ・庄北区 ・障がい者団体

年度
・花鶴校区 ・古賀西校区 ・花見校区 ・庄北区 ・青柳校区

・鹿部区（ 回） ・花鶴丘 丁目 区（ 回） ・小山田区 ・障がい者団体
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・障がい児保護者座談会 ・舞の里 区 ・舞の里 区（ 回）

・舞の里 区（ 回） ・舞の里 区（ 回） ・舞の里 区 ・小山田区

・ボランティア交流会 ・小野校区 ・久保区

※各年度開催日順に記載 （社協）

井戸ばた座談会

井戸ばた座談会は、市民・社協・古賀市の

三者が中心となって「地域、団体の発展、

改善に向けて、現状や課題について話し合

う場」として実施しています。三者の新た

な気づきや、それぞれの強みを活かして「何

ができるのか」「何を行うべきなのか」等

の役割を確認していく重要な場になるとと

もに、多様な団体、個人がさまざまな視点

で地域（近所）のことを考える場として、

継続的に開催しています。
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具体的な取組②：人権意識の高揚

それぞれの地域で支え合う体制を構築するためには、お互いの人権を尊重し、共に支え合う地域

社会づくりが求められており、自らの人権が守られているか、また、他者の人権を侵害してはいない

かを、市民一人ひとりが常に振り返りながら、すべての人々の人権が尊重される地域づくりが重要

となっています。そのため、地域には大小さまざまな課題を抱えた人たちが暮らしているというこ

とを理解・認識したうえで、困ったり悩んだりしている人に寄り添いながら、思いやりをもって接す

ることができる人権感覚を磨いていく必要があります。

古賀市では、１９７６年から毎年１２月の人権尊重週間中に、市民のつどいとして「いのち輝くま

ち☆こが」を開催しています。【図表４－５参照】

また、７月の「同和問題啓発強調月間」中の講演会や「校区人権啓発研修会」を開催するなど、人

権について学ぶ機会を提供し、お互いが思いやりをもって接することができるまちづくりを推進し

ています。【図表４－６参照】

社協では、古賀市人権尊重推進委員会等に役職員が参画するとともに、古賀市で行われる人権に

関する講演会に職員が積極的に参加することにより、人権の尊重や差別意識の解消に努めています。

また、社協が実施する事業すべてに権利擁護の視点を持ち、地域や福祉サービスを利用する方々へ

の支援に努めています。

今後、人権意識の高揚のため、「人権意識を高めよう」を取組のテーマとし、三者協働で推進しま

す。

テーマ：人権意識を高めよう

市 民
〇人権意識啓発の事業に積極的に参加します。

〇他人のことを自分のこととして受けとめ、思いやりをもって人に接します。

社 協

○人権関係機関の構成員として積極的に参画します。

○人権啓発関係講座に積極的に参加します。

○権利擁護の視点に基づく事業実施に努めます。

古賀市

〇「いのち輝くまちこが」をはじめとしたさまざまな事業の実施を通じて、人権意

識の啓発に努めます。

〇市民が研修の講師や地域のリーダーとして活躍できるような環境の整備を行い、

市民の参画を推進します。

第４章 具体的な取組について

【図表４－４：福祉学習の実施状況】

年度 年度 年度 年度 年度

延実施

回数

小中高等学校（校）

地域活動団体（団体）

その他

延参加者数（人）

内協力者、団体※

（社協）

※ネットワークこだま、古賀市コッコの会、古賀手話の会、点訳奉仕 ルイの会、

ボランティアセンター登録者（団体の活動内容等は資料編９６～９８ページに掲載）

小学校での卓球バレー

中学校での高齢者疑似体験

卓球バレーは、重度の障がいのある人でも

楽しむことができるように日本で考案され

たスポーツです。座りながらでもできる、

使用するピンポン玉の中に金属球が入って

いるなど、誰でも気軽にプレイできるため

の工夫がされており、全国で大会が開催さ

れています。 

福祉学習では、障がい者団体やボランティ

アの協力のもと、学校・地域・企業を対象

に、車イスや白杖、高齢者疑似体験セットを

使って移動時の関わり方や声掛けの仕方、

手話や点訳を使ってのコミュニケーション

方法等の体験を行っています。また、障がい

者団体やボランティアとの学習（交流）を通

して、知識のみならず、思いやりの心を育む

ことを目的としています。 
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基本目標Ⅱ「環境～居場所づくり～」

身近な地域の中で、誰もが気軽に集える場のあるまちをめざし、基本目標として「環境～居場所づ

くり～」を掲げています。

基本方針１：拠点施設の活用

古賀市における地域の代表的な拠点施設として、自治会（行政区）ごとに設置されている公民館や

市内小学校の旧用務員室があります。公民館は、区の活動や福祉会の活動をはじめとした地域福祉

活動の場として、市内小学校の旧用務員室は、主に校区コミュニティや放課後子供教室（アンビシャ

ス広場）の活動の場として利用されています。

第２章の井戸ばた座談会のアンケート「協力し合うにはどんなことが最も重要か」【２４ページ

図表２－２３参照】の質問に対して、「地域の人が気軽に集まれる場所づくり」の回答が最も多く、

拠点施設の活用は地域福祉活動の推進に向けて重要な課題となっており、基本方針として「拠点施

設の活用」を掲げています。

具体的な取組①：拠点施設における地域福祉活動の推進

これまでヘルス・ステーションの設置や福祉会サロン活動の支援、各種講座の開催を中心に拠点

施設における地域福祉活動の支援を実施しています。【図表４－７～８参照】

また、つながりひろば（市民活動支援センター）やひだまり館（隣保館）をはじめとした地域福

祉活動の拠点を整備しています。【図表４－９～１４参照】

今後、拠点施設における地域福祉活動の推進を図るため、「どんな場所、活動が必要か考えよう」

を取組のテーマとし、三者協働で推進します。

テーマ：どんな場所、活動が必要か考えよう

市民

〇孤立しがちな人を身近な交流やふれあいの場へ誘います。

〇誰もが参加しやすい地域行事の開催をめざし、地域全体の交流を進めていきます。

〇地域生活課題を身近に話し合える場づくりを進めていきます。

社協

〇子どもから高齢者まで誰もが気軽に集える場づくりを継続して支援します。

〇より身近な所で誰でも集える場所づくりについて、三者で考えていきます。

（例：空き家や自宅、企業や事業所との連携）

〇関係機関、団体等との連携を図り、地域福祉活動の内容等を充実させていきます。

古賀市

〇拠点施設で活動する地域住民等への支援を継続して実施します。

〇拠点施設を周知し、利用の促進を図ります。

〇安全面に配慮した拠点施設の整備を実施します。

第４章 具体的な取組について

【図表４－５：いのち輝くまち☆こが参加人数】

年度 年度 年度 年度 年度

午前参加者数（人）

午後参加者数（人）

【図表４－６：校区人権啓発研修会開催実績】

年度 年度 年度 年度 年度

開 催 数（件）

参加者数（人）

「校区人権啓発研修会」は、身の回りに

あるさまざまな人権課題をテーマに選

定し、啓発教材を活用したグループワー

クや講演会など、各小学校区で年２回、

合計１６回開催しています。これにより

地域内・地域間における人権意識の高揚

をめざしています。

１９７６年から、１２月４日～１０日ま

での一週間を「古賀市人権尊重週間」と

定め、市内啓発を実施し、市民が共に生

き、共に支えあう人権が尊重されるいの

ち輝くまちづくりをめざして、さまざま

な啓発活動を行っています。
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〇地域生活課題を身近に話し合える場づくりを進めていきます。

社協

〇子どもから高齢者まで誰もが気軽に集える場づくりを継続して支援します。

〇より身近な所で誰でも集える場所づくりについて、三者で考えていきます。

（例：空き家や自宅、企業や事業所との連携）

〇関係機関、団体等との連携を図り、地域福祉活動の内容等を充実させていきます。

古賀市

〇拠点施設で活動する地域住民等への支援を継続して実施します。

〇拠点施設を周知し、利用の促進を図ります。

〇安全面に配慮した拠点施設の整備を実施します。
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【図表４－５：いのち輝くまち☆こが参加人数】

年度 年度 年度 年度 年度

午前参加者数（人）

午後参加者数（人）

【図表４－６：校区人権啓発研修会開催実績】

年度 年度 年度 年度 年度

開 催 数（件）

参加者数（人）

「校区人権啓発研修会」は、身の回りに

あるさまざまな人権課題をテーマに選

定し、啓発教材を活用したグループワー

クや講演会など、各小学校区で年２回、

合計１６回開催しています。これにより

地域内・地域間における人権意識の高揚

をめざしています。

１９７６年から、１２月４日～１０日ま

での一週間を「古賀市人権尊重週間」と

定め、市内啓発を実施し、市民が共に生

き、共に支えあう人権が尊重されるいの

ち輝くまちづくりをめざして、さまざま

な啓発活動を行っています。
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【図表４－９：つながりひろば（市民活動支援センター）登録団体数】

（コミュニティ推進課）

団体活動応援講座

【図表４－１０：スタンド・アローン（一人で立つ）支援事業※延利用者数】

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（人）

（隣保館）

スタンド・アローン支援事業

※市内中学生を対象に、将来へ希望を抱き自立した社会生活を営むことができるよう家庭学習支援

や社会体験学習支援を行うとともに、気軽に立ち寄ることができる居場所の提供を行うことで、

子どもたちが抱える不安や悩み、さまざまな問題等の解決をめざす事業です。

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

登録団体数（団体）

つながりひろば（市民活動支援センター）は、ＮＰＯ

やボランティア活動など、さまざまな分野の市民活

動を行っている団体や、これから活動をはじめよう

と考えている人たちが、交流したり、活動に関する

情報の発信や収集をするための場所として開設し

ています。社協のボランティアセンターと連携し、

団体活動への支援を行っています。

ひだまり館（隣保館）は、地域住民のコミュニ

ティーセンターとして社会福祉の増進を図ると

ともに、人権・同和問題の速やかな解決を図る

ために設置された市の施設です。社会福祉の増

進や、隣保事業にのっとったあらゆる人権課題

の解決を図るための活動をしている団体等と連

携しています。また、スタンド・アローン（一

人で立つ）支援事業等の実施を通して、子ども

の居場所としての拠点にもなっています。
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（予防健診課）

ヘルス・ステーション活動

【図表４－８：福祉会サロン活動実績】

（社協）

福祉会活動

【図表４－７：ヘルス・ステーションの設置数】

年度 年度 年度 年度

設置数（箇所）

年度 年度 年度 年度 年度

開 催 数 回

参加者数（人）

地域住民を主体とした子どもから高齢者まで

の健康づくりを推進するため、地域の人材と身

近な公民館等の施設を有効に活用しながら、健

康づくりに関する取組や地域のあらゆる活動

をつなぎ、仲間とともに健康意識を向上するヘ

ルス・ステーション活動を推進しています。

古賀市内の４５福祉会が、高齢者、障がい者

や子育て世帯（こども・保護者）の閉じこも

り予防、介護予防、健康づくり等を目的とし

て、見守り活動、誰でも集える場（サロン活

動）の推進を行っています。社協では、定例

会及びサロン活動に参加し、活動内容の把

握、情報の提供及び運営の支援等を行ってい

ます。
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【図表４－９：つながりひろば（市民活動支援センター）登録団体数】

（コミュニティ推進課）

団体活動応援講座

【図表４－１０：スタンド・アローン（一人で立つ）支援事業※延利用者数】

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（人）

（隣保館）

スタンド・アローン支援事業

※市内中学生を対象に、将来へ希望を抱き自立した社会生活を営むことができるよう家庭学習支援

や社会体験学習支援を行うとともに、気軽に立ち寄ることができる居場所の提供を行うことで、

子どもたちが抱える不安や悩み、さまざまな問題等の解決をめざす事業です。

年
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年
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年
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年
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年

月末

登録団体数（団体）

つながりひろば（市民活動支援センター）は、ＮＰＯ

やボランティア活動など、さまざまな分野の市民活

動を行っている団体や、これから活動をはじめよう

と考えている人たちが、交流したり、活動に関する

情報の発信や収集をするための場所として開設し

ています。社協のボランティアセンターと連携し、

団体活動への支援を行っています。

ひだまり館（隣保館）は、地域住民のコミュニ

ティーセンターとして社会福祉の増進を図ると

ともに、人権・同和問題の速やかな解決を図る

ために設置された市の施設です。社会福祉の増

進や、隣保事業にのっとったあらゆる人権課題

の解決を図るための活動をしている団体等と連

携しています。また、スタンド・アローン（一

人で立つ）支援事業等の実施を通して、子ども

の居場所としての拠点にもなっています。
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（予防健診課）

ヘルス・ステーション活動

【図表４－８：福祉会サロン活動実績】

（社協）

福祉会活動

【図表４－７：ヘルス・ステーションの設置数】

年度 年度 年度 年度

設置数（箇所）

年度 年度 年度 年度 年度

開 催 数 回

参加者数（人）

地域住民を主体とした子どもから高齢者まで

の健康づくりを推進するため、地域の人材と身

近な公民館等の施設を有効に活用しながら、健

康づくりに関する取組や地域のあらゆる活動

をつなぎ、仲間とともに健康意識を向上するヘ

ルス・ステーション活動を推進しています。

古賀市内の４５福祉会が、高齢者、障がい者

や子育て世帯（こども・保護者）の閉じこも

り予防、介護予防、健康づくり等を目的とし

て、見守り活動、誰でも集える場（サロン活

動）の推進を行っています。社協では、定例

会及びサロン活動に参加し、活動内容の把

握、情報の提供及び運営の支援等を行ってい

ます。
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（介護支援課）

介護予防サポーター活動研修

【図表４－１４：つどいの広場『でんでんむし』延利用者数】 （単位：人）

（子育て支援課）

でんでんむしでの交流

【図表４－１３：介護予防サポーター登録数】

年度 年度

介護予防サポーター登録者数※（人）

サポータ活動延人数（人）

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（ 歳～ 歳）

乳幼児とその保護者が開館中（利用時間中）利

用できる場所として、サンコスモ古賀内に開

設しています。子育て中の親子が、仲間と「出

会い」、おしゃべりや情報交換などをして「交

流」し、仲間と一緒に遊び、子育てに関する「体

験」ができる場所として利用されています。

地域活動サポートセンターゆいは、介護予防

及び生活支援の地域活性化のための拠点とし

て位置付けられています。地域の健康づくり

や生きがいづくり等のサロン活動の推進や介

護予防サポーターの登録、それに伴う人材育

成、地域のニーズと人材も含むマッチングな

どを行っています。また、本センターに生活支

援コーディネーターを配置し、地域支え合い

ネットワークの拠点として、社協と連携し、地

域の介護予防と生活支援の充実を図っていま

す。

※ 月末現在の

登録者数
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【図表４－１１：千鳥苑（古賀市社会福祉センター）延利用者数】

（福祉課）

麻雀交流会

【図表４－１２：まつぼっくり食堂延利用者数】

（福祉課）

まつぼっくり食堂での調理

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（人）

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（人）

市民の社会福祉の充実、健康の保持増進及び

教養の向上のため、市民の交流及び活動の場

を提供しています。また、高齢者等に対し、

通所による介護予防の支援や多世代間の交流

促進をはじめとした生きがい活動【古賀市介

護予防支援事業（しゃんしゃん）】を実施し

ており、地域福祉の拠点施設として展開して

います。

２００９年度から医療法人恵愛会が、サンコ

スモ古賀内の厨房・食堂施設を活用して、ま

つぼっくり食堂を開設しています。まつぼっ

くり食堂では、障害福祉サービス就労移行支

援・就労継続支援Ｂ型事業所として、就労支

援の場であるとともに、地域住民が集う場も

提供しています。

（まつぼっくり食堂入口）
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（介護支援課）

介護予防サポーター活動研修

【図表４－１４：つどいの広場『でんでんむし』延利用者数】 （単位：人）

（子育て支援課）

でんでんむしでの交流

【図表４－１３：介護予防サポーター登録数】

年度 年度

介護予防サポーター登録者数※（人）

サポータ活動延人数（人）
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延利用者数（ 歳～ 歳）

乳幼児とその保護者が開館中（利用時間中）利

用できる場所として、サンコスモ古賀内に開

設しています。子育て中の親子が、仲間と「出

会い」、おしゃべりや情報交換などをして「交

流」し、仲間と一緒に遊び、子育てに関する「体

験」ができる場所として利用されています。

地域活動サポートセンターゆいは、介護予防

及び生活支援の地域活性化のための拠点とし

て位置付けられています。地域の健康づくり

や生きがいづくり等のサロン活動の推進や介

護予防サポーターの登録、それに伴う人材育

成、地域のニーズと人材も含むマッチングな

どを行っています。また、本センターに生活支

援コーディネーターを配置し、地域支え合い

ネットワークの拠点として、社協と連携し、地

域の介護予防と生活支援の充実を図っていま

す。

※ 月末現在の

登録者数
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【図表４－１１：千鳥苑（古賀市社会福祉センター）延利用者数】

（福祉課）

麻雀交流会

【図表４－１２：まつぼっくり食堂延利用者数】

（福祉課）

まつぼっくり食堂での調理

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（人）

年度 年度 年度 年度 年度

延利用者数（人）

市民の社会福祉の充実、健康の保持増進及び

教養の向上のため、市民の交流及び活動の場

を提供しています。また、高齢者等に対し、

通所による介護予防の支援や多世代間の交流

促進をはじめとした生きがい活動【古賀市介

護予防支援事業（しゃんしゃん）】を実施し

ており、地域福祉の拠点施設として展開して

います。

２００９年度から医療法人恵愛会が、サンコ

スモ古賀内の厨房・食堂施設を活用して、ま

つぼっくり食堂を開設しています。まつぼっ

くり食堂では、障害福祉サービス就労移行支

援・就労継続支援Ｂ型事業所として、就労支

援の場であるとともに、地域住民が集う場も

提供しています。

（まつぼっくり食堂入口）
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【図表４－１５：安心生活相談※件数】

（社協）

※日常生活において、不安を抱えている人やその支援者に対し、相談窓口を設置しています。権利

擁護制度、生活福祉資金、生活困窮等に関しては、具体的な支援も行っています。

【図表４－１６：安心生活サポート事業※】

年度 年度 年度 年度 年度

契約者数（人）

利用回数（回）

相談回数（回）

（社協）

※高齢や障がいのため日常生活に不安を抱えている人が地域で安心して生活できるよう、支援が必

要な人との契約に基づき、社協が相談援助や金銭管理などの生活マネジメントを実施しています。

困難事例に関しては他の制度や機関との連携を強化しています。

【図表４－１７：市民生活支援員※】

（社協）

※市民ボランティアにより安心生活サポート事業の担い手として、日常生活に不安を抱えている人

の暮らし（金銭管理や見守り等）をサポートし、いつまでも自立した生活ができるようにお手伝い

をしています。

【図表４－１８：その他成年後見制度に関する実績】

（社協）

※１住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活ができるよう、判断能力が不十分な人の権利と

財産を保護する「成年後見制度」の担い手として、地域住民の視点で支援を行う「市民後見人」

を養成するための「市民後見人養成研修」を実施しています。

※２法人後見は、家庭裁判所から成年被後見等の審判を受けた人の支援を社協が受任し、財産管理

や身上監護を行うもので、実施にあたっては、市民後見人養成研修を修了した市民が、後見活動

を行っていきます。

年度 年度 年度 年度 年度

相談件数（件）

年度 年度 年度 年度 年度

支援員数（人）

市民後見人養成研修受講者数※１ 年度 受講者 人 修了者 人

法人後見等受任件数※２ 年度 件、 年度 件
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基本方針２：安心・安全な体制づくりの構築

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすためには、権利擁護体制や災害時における地域での支え

合い、日頃からの見守り活動を地域の中で構築していくことが重要な課題となっており、基本方針

として「安心・安全な体制づくりの構築」を掲げています。

具体的な取組①：権利擁護体制の構築

認知症や障がいなど、さまざまな理由により適切な判断をすることが難しいために、日常生活に

不安を抱える人が増えています。このため、成年後見制度や虐待防止をはじめとした必要な支援を

地域の中で構築していくことが求められています。

古賀市では、社協と連携して市民後見人の育成や市長による成年後見申立てをはじめとした支援

体制を整備していますが、成年後見制度のさらなる周知や中核機関の設置による支援体制の充実に

ついては引き続き検討していく必要があります。虐待防止については、障がい福祉、高齢者福祉、児

童福祉の各福祉分野において、関係機関と連携して取組を推進しています。

社協では、高齢や障がいのため、日常生活に不安をもっている人が安心して生活できるよう地域

住民同士の見守りに加え、安心生活サポート事業による相談援助や金銭管理の支援をしています。

【図表４－１５～１８参照】

今後、権利擁護体制の構築のため、「権利擁護のあり方について考えよう」を取組のテーマとし、

三者協働で推進します。

テーマ：権利擁護のあり方について考えよう

市民

〇孤立しがちな人を身近な交流やふれあいの場へ誘います。

〇近所の人の地域生活課題に気づいた時は、相談窓口（民生委員・児童委員、社協、

古賀市）につなぎます。

社協

〇民生委員・児童委員や福祉員が日常生活で不安をもっている人に声かけできるよ

う必要な情報提供や研修機会の充実に努めます。

〇障がい、高齢、児童福祉など分野を超えた重層的な課題に対応するため、総合相

談窓口の設置を古賀市とともにめざします。

〇住み慣れた地域で安心して暮らせるように、今後も継続して地域権利擁護事業（安

心生活サポート、法人後見）を実施します。

古賀市

〇障がい福祉、高齢者福祉の分野において、本人が申立てできず申立てをする親族

もいない場合、市長による成年後見申立てを行い、本人の経済状況により申立費

用と後見人等に対する報酬の助成を実施します。

〇障がい福祉、高齢者福祉、児童福祉の各福祉分野が関係機関と連携し、引き続き

虐待防止に努めます。
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基本方針２：安心・安全な体制づくりの構築
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【図表４－１９：避難行動要支援者について】

避難行動

要支援者

施設入所者を除く在宅で生活をする以下の人が対象となります。

①介護保険の要介護 以上の人

②身体障害者手帳を持っている人で以下の障害に該当する人

〇視覚障害 、 級の人

〇肢体不自由 、 、 級の人

〇聴覚・音声障害 級の人

〇内部障害 、 級の人

③療育手帳 、 を持っている人

④精神障害者保健福祉手帳 級を持っている人

⑤ 歳以上の一人暮らしの人

⑥ 歳以上の高齢者のみの世帯の人

⑦前各号に準じる状態の人、生活の実態等から支援が必要であると認められる人

台帳内容 氏名、生年月日、年齢、住所、電話番号、世帯区分、自治会（行政区）隣組合

情報共有

支援団体
自主防災組織、自治会（行政区）、民生委員・児童委員、消防署、消防団、社協

【図表４－２０：避難行動要支援者台帳同意率】

※長期入院、施設入所者は対象外とする。

年

３月末

年

３月末

年

３月末

年

３月末

年

３月末

対象者数※（人）

同意者数（人）

同 意 率（％）
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具体的な取組②：災害に備えた地域づくり

２０１７年に発生した九州北部豪雨をはじめとし、近年はこれまでの常識が通用しない大規模な

災害が広域的に発生しています。また、第２章の井戸ばた座談会のアンケート「災害などが起きた時

の体制がしっかりとしているまちだ」【２６ページ図表２－２５参照】の質問に対し、「あまりそう

思わない」「そう思わない」の割合が他の質問と比べて高くなっており、災害に備えた地域づくりが

求められています。

古賀市では、古賀市地域防災計画及び古賀市避難行動要支援者避難支援プラン（全体計画）に基づ

き、災害時に備え、避難行動要支援者が安全かつ確実に避難できるよう、地域における情報伝達や避

難誘導等に活用する台帳の整備等を進めるとともに、出前講座の実施や地域で行われる防災訓練等

への参加を通じて、地域の防災力向上に努めています。【図表４－１９～２０参照】

社協では、災害時に備えて２００９年度に災害ボランティアセンター本部設置運営の手引きを作

成しています。災害時において、迅速な災害ボランティアセンター設置ができるよう、随時、手引き

の内容の見直しや、災害時に何らかの支援が必要な、子どもから高齢者、障がい者を意識した避難訓

練や啓発に努めていきます。

今後、災害に備えた地域づくりのため、「災害に備えた地域づくりを進めよう」を取組のテーマ

とし、三者協働で推進します。

テーマ：災害に備えた地域づくりを進めよう

市民
〇隣近所で、避難場所や避難経路等について情報を共有します。

〇災害に備え、助け合いができるよう隣近所とのつながりを大切にします。

社協

〇古賀市と連携し、実状に合った災害ボランティア本部をスムーズに設置できるよう

運営の手引きの見直しを行います。

〇災害ボランティア本部設置運営訓練を通し、職員の対応技術の向上や市民の意識向

上に努めます。

古賀市

〇出前講座の実施や避難訓練への参加を通じて地域防災力の向上に取り組みます。

〇自主防災組織や民生委員・児童委員をはじめとした関係機関と連携を図りながら、

避難行動要支援者の支援に向けた取組を推進します。
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テーマ：災害に備えた地域づくりを進めよう

市民
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〇災害に備え、助け合いができるよう隣近所とのつながりを大切にします。

社協
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【図表４－２１：民生委員・児童委員数】

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

年

月末

民生委員・児童委員（人）

主任児童委員（人）

計（人）

（福祉課）

【図表４－２２：民生委員・児童委員の相談・支援件数】

（福祉課）

【図表４－２３：福祉員※数】

年度 年度 年度 年度 年度

福祉員数（人）

（社協）

※福祉員は、地域から選出された「小地域活動を進める地域ボランティア」です。選出された自治会

（行政区）を担当し、区長や民生委員・児童委員等と協力しながら、 誰もが住みなれた地域で安心

して暮らせるよう、「地域の福祉力」を高める取組のひとつとして、地域の福祉活動を実践します。

【図表４－２４：福祉会による見守り対象者数】

（社協）

年度 年度 年度 年度 年度

相談・支援件数（件）

年度 年度 年度 年度 年度

対象者数（人）
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具体的な取組③：見守り活動の充実

地域の見守り活動については、隣近所や民生委員・児童委員、福祉会の福祉員が担い手の中心とし

て地域で活躍しています。【図表４－２１～２４参照】

住み慣れた地域で安心して暮らすためには、日頃から隣近所でお互いに声をかけ合うなど地域の

つながりによる見守り活動が重要となってきます。特に、引きこもりや認知症をはじめとした深刻

な問題を抱える地域住民等の早期把握・支援が求められています。一方、井戸ばた座談会では、地域

での見守り活動が困難になってきており、見直しが必要であるとの意見がありました。【２０ページ

図表２－２０参照】

今後、見守り活動の充実のため、「気軽に声をかけあえる地域づくりをめざそう」を取組のテー

マとし、三者協働で推進します。

テーマ：気軽に声をかけあえる地域づくりをめざそう

市民
〇人と人、人と団体、団体と団体が声を掛け合い、顔なじみの関係を構築します。

〇困ったときに気軽に相談し合えるような仲間、居場所づくりに努めます。

社協

〇地域が見守り活動への理解を深め、参加してもらえるよう、周知・啓発に努めます。

〇多様な団体等と、顔の見える関係をはかり、必要時に円滑な支援（相談、情報共有）

ができるネットワークづくりについて検討します。

古賀市

〇民生委員・児童委員との連携による見守り体制の充実を図ります。

〇民生委員制度の周知・啓発に努めます。

〇社会情勢の変化による新たな問題に対応した研修等を実施することにより、見守り

体制の充実を図ります。
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具体的な取組③：見守り活動の充実
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今後、見守り活動の充実のため、「気軽に声をかけあえる地域づくりをめざそう」を取組のテー

マとし、三者協働で推進します。

テーマ：気軽に声をかけあえる地域づくりをめざそう

市民
〇人と人、人と団体、団体と団体が声を掛け合い、顔なじみの関係を構築します。

〇困ったときに気軽に相談し合えるような仲間、居場所づくりに努めます。

社協
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体制の充実を図ります。
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【図表４－２５：安心生活相談件数】・・・再掲
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相談件数（件）

（社協）

【図表４－２６：安心生活サポート事業※】・・・再掲

年度 年度 年度 年度 年度

契約者数（人）

利用回数（回）

相談回数（回）

（社協）

※高齢や障がいのため日常生活に不安を抱えている人が、地域で安心して生活できるよう、支援が

必要な方との契約に基づき、社協が相談援助や金銭管理などの生活マネジメントを実施していま

す。困難事例に関しては他の制度や機関との連携を強化しています。

【図表４－２７：生活よろず相談】

よろず相談開催のお知らせ

千鳥苑（古賀市社会福祉センター）では、日頃

から生活全般の相談を受ける中で専門的な質問

も多く、お答えできない状況が多々ありました。

そのような状況の中、身近な場（集いの場）で

ある千鳥苑で、利用者の悩みを少しでも解消し、

充実した生活への足掛かりとなるよう、社協で

は２０１７年度から月に一度、専門職員による

「生活よろず相談」を行っています。

第４章 具体的な取組について

基本方針３：福祉サービスの充実

誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるためにも、ニーズにあった福祉サービスが適切に利用でき

る環境を整備する必要があることから、基本方針として「福祉サービスの充実」を掲げます。

具体的な取組①：福祉サービスの利用促進

古賀市では、冊子やホームページ、広報誌等を活用してさまざまな福祉サービスの周知を行うととも

に、障がい福祉、高齢者福祉、児童福祉の各福祉分野が連携を図り、福祉サービスの利用を促進して

います。

社協では、福祉サービス利用者の利益の保護を図る仕組みの一環として、安心生活サポート事業

を実施しています。【図表４－２５～２６参照】また、介護等を必要とする利用者に対し、在宅福祉

サービスを実施しています。福祉サービスの利用をはじめとした地域生活課題について、職員が連

携して窓口で相談を受けるとともに、千鳥苑（古賀市社会福祉センター）において「千鳥苑生活よろ

ず相談」を月に一度実施しています。【図表４－２７参照】

今後、さらに福祉サービスの利用を促進するため、「気軽に相談できる場所について考えよう」

を取組のテーマとし、三者協働で推進します。

テーマ：気軽に相談できる場所について考えよう

市民

〇困りごとがあったら、ひとりで悩まずに隣近所や身近な人に相談します。

〇身近な人の困りごとの相談や手助けをし、必要に応じ相談窓口（民生委員・児童委

員、社協、古賀市）につなぎます。

社協

〇介護保険、障がい福祉サービス等の利用者のみならず、とりまく家族等を含めた地

域生活課題の把握に努め、適切な専門機関につなぎます。

〇適正なサービスを提供し、制度では対応が難しい地域生活課題を解決する方策を検

討します。

〇住み慣れた地域での生活が継続できるように、安心できる在宅福祉サービスの提供

及び相談を行います。

古賀市

〇福祉サービスの利用促進に向け、引き続き周知、連携を図ります。

〇住民に身近な圏域（小学校区）において、気軽に福祉サービス等について相談がで

きる体制のあり方について、ソーシャルワーカーの配置を含め検討します。

第４章　具体的な取組について
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ふくおかライフレスキュー事業

サポーター養成研修

※県内の社会福祉法人が団結し、生活困窮等によって、既存の制度では解決できずに困っている人

たちに対して、各法人に配置されたサポーターが相談支援を行い、地域の社会福祉法人がそれぞ

れの専門性や資源を活かして相談援助と共に、現物給付（公共料金、食料品等）支援を行っていま

す。古賀市内において、２０１８年９月末現在、４法人５事業所、サポーター１０人がこの事業に

参加しています。

社協では、地域における公益的な取組と

して２０１７年度からふくおかライフレ

スキュー事業※に参加し、古賀市と連携を

図りながら、生活困窮者に対する相談援

助や経済的援助、社協独自の食糧支援等

を行うことにより、制度が開始されるま

での緊急つなぎ支援に取り組んでいま

す。

第４章 具体的な取組について

具体的取組②：地域における公益的な取組の推進

２０１６年の社会福祉法改正により、社会福祉法人の「地域における公益的な取組」の実施に関

する責務規定が創設されました。

地域における公益的な取組とは、３要件（「①社会福祉事業・公益事業を行うにあたって提供さ

れる福祉サービスであること」「②日常生活・社会生活上の支援を必要とする者であること」「③

無料・低額な料金で提供されること」）をすべて満たす福祉サービスです。

地域における公益的な取組の実施にあたり、社会情勢の変化を踏まえつつ地域ニーズを積極的に

把握し、地域の関係機関との連携や役割分担を図りながら、新たな地域ニーズに対して積極的に対

応していくことが求められています。【図表４－２８参照】

今後、地域における公益的な取組の推進を図るため、「地域のために何ができるか考えよう」を

取組のテーマとし、三者協働で推進します。

テーマ：地域のために何ができるか考えよう

市民 〇地域にとってどのような福祉サービスが必要か話し合います。

社協

〇市民ニーズに基づいた地域における公益的な取組を検討します。

〇市民に対する公益的な取組に関する情報を提供します。

〇社協だけで解決できない地域生活課題に対し、社会福祉法人連携による公益的な

取組を検討します。

古賀市
〇地域住民、社会福祉法人が地域における公益的な取組について情報交換等のでき

る場（地域協議会）の設置について検討します。

【図表４－２８：地域における公益的な取組】

①社会福祉事業又は公

益事業を行うに当たっ

て提供される「福祉サー

ビス」であること

地域における公益的な取組 ②「日常生活又は社会生

活上の支援を必要とす

る者」に対する福祉サー

ビスであること

（取組の例）

・在宅の単身高齢者や障がい者への見守り

・生活困窮世帯の子どもに対する学習支援 など

社会福祉法人

③無料又は低額な料金で提供されること

第　
４　
章

第４章　具体的な取組について



第４章 具体的な取組について

ふくおかライフレスキュー事業

サポーター養成研修

※県内の社会福祉法人が団結し、生活困窮等によって、既存の制度では解決できずに困っている人

たちに対して、各法人に配置されたサポーターが相談支援を行い、地域の社会福祉法人がそれぞ

れの専門性や資源を活かして相談援助と共に、現物給付（公共料金、食料品等）支援を行っていま

す。古賀市内において、２０１８年９月末現在、４法人５事業所、サポーター１０人がこの事業に

参加しています。

社協では、地域における公益的な取組と

して２０１７年度からふくおかライフレ

スキュー事業※に参加し、古賀市と連携を

図りながら、生活困窮者に対する相談援

助や経済的援助、社協独自の食糧支援等

を行うことにより、制度が開始されるま

での緊急つなぎ支援に取り組んでいま

す。

第４章 具体的な取組について

具体的取組②：地域における公益的な取組の推進

２０１６年の社会福祉法改正により、社会福祉法人の「地域における公益的な取組」の実施に関

する責務規定が創設されました。

地域における公益的な取組とは、３要件（「①社会福祉事業・公益事業を行うにあたって提供さ

れる福祉サービスであること」「②日常生活・社会生活上の支援を必要とする者であること」「③

無料・低額な料金で提供されること」）をすべて満たす福祉サービスです。

地域における公益的な取組の実施にあたり、社会情勢の変化を踏まえつつ地域ニーズを積極的に

把握し、地域の関係機関との連携や役割分担を図りながら、新たな地域ニーズに対して積極的に対

応していくことが求められています。【図表４－２８参照】

今後、地域における公益的な取組の推進を図るため、「地域のために何ができるか考えよう」を

取組のテーマとし、三者協働で推進します。

テーマ：地域のために何ができるか考えよう

市民 〇地域にとってどのような福祉サービスが必要か話し合います。

社協

〇市民ニーズに基づいた地域における公益的な取組を検討します。

〇市民に対する公益的な取組に関する情報を提供します。

〇社協だけで解決できない地域生活課題に対し、社会福祉法人連携による公益的な

取組を検討します。

古賀市
〇地域住民、社会福祉法人が地域における公益的な取組について情報交換等のでき

る場（地域協議会）の設置について検討します。

【図表４－２８：地域における公益的な取組】

①社会福祉事業又は公

益事業を行うに当たっ

て提供される「福祉サー

ビス」であること

地域における公益的な取組 ②「日常生活又は社会生

活上の支援を必要とす

る者」に対する福祉サー

ビスであること

（取組の例）

・在宅の単身高齢者や障がい者への見守り

・生活困窮世帯の子どもに対する学習支援 など

社会福祉法人

③無料又は低額な料金で提供されること

第　
４　
章

第４章　具体的な取組について



第４章 具体的な取組について

【図表４－２９：地域支え合いネットワーク】

地域支え合いネットワーク説明会

【図表４－３０：健康づくり関連サポーター合同研修会】

地域づくりについてのグループワーク発表

【図表４－３１：ボランティア交流会】

レクリエーションの様子

地域で介護予防・生活支援の充実を図るた

め、協議の場となる地域支え合いネットワー

ク（協議体）を構築しています。地域の中か

ら出てくる支援ニーズを基礎として地域の

あらゆる資源等を探り、地域では解決できな

い課題は、行政・法人・ＮＰＯをはじめとし

た多様な主体が支援する中で解決の方法を

見出していきます。

社協のボランティアセンターには、さまざま

なボランティア（団体、個人）が登録してい

ます。ボランティアの情報交換やボランティ

ア同士のネットワークづくりを目的に、年２

回ボランティア交流会を開催しています。ま

た、これからボランティアを始めたいという

人にも気軽に参加できるきっかけづくりとし

て行っています。

古賀市では、市民の健康づくりや介護予防を

推進する健康づくり等関連サポーターを養成

しています。年に 度、サポーターの合同研

修を行い、各サポーターの活動報告や研修を

通して仲間づくりを図ることにより、地域活

動の充実をめざしています。

第４章 具体的な取組について

基本目標Ⅲ「連携～つながりづくり～」

人と人とが温かくつながり合えるまちをめざし、基本目標として「連携～つながりづくり～」を掲

げています。

基本方針１：地域住民等による相互の連携

地域住民等が地域で活躍するためには、情報の共有をはじめとした相互に連携がとれる体制を整

備する必要があり、基本方針として「地域住民等による相互の連携」を掲げています。

具体的な取組①：連携体制の構築

井戸ばた座談会において、地域での情報共有及びコミュニケーション不足が課題となっていると

の意見があり、課題解決に向けた取組が求められています。【２ ページ図表２－２１参照】

古賀市では、つながりひろば（市民活動支援センター）や地域活動サポートセンターゆいにおいて

社協のボランティアセンターと連携し、ボランティア団体等への支援や団体相互の連携体制の構築

に取り組んでいます。高齢者福祉の分野では、社協と連携し地域支え合いネットワークを構築してい

ます。【図表４－２９参照】

また、連携体制の構築にあたり、介護予防サポーターや子育て応援サポーター、健康づくり推進員

をはじめとした地域を担う人材が求められており、各分野において人材の育成に努めています。【図

表４－３０参照】

社協ではボランティア、当事者団体それぞれの交流会や各地域で行われているサロン活動といっ

た市民同士のつながりを目的とした活動を支援し、これからのつながりある地域づくりをめざしま

す。【図表４－３１～３４参照】

今後、連携体制を構築していくため、「つながりのある地域づくりを考えよう」を取組のテーマ

とし、三者協働で推進します。

テーマ：つながりのある地域づくりを考えよう

市民
〇人と人、人と団体、団体と団体が声を掛け合い、顔なじみの関係を構築します。

〇地域で誰もが気軽に集える場の充実を図ります。

社協

〇多様な団体や個人等、地域での活動状況を取りまとめ地域資源を見える化し、そ

の情報を共有することにより、つながりのある地域づくりをめざします。

〇さまざまな事業や地域活動情報の提供を通じて、地域福祉に関する住民の関心を

高め、実践的な地域活動につなげることができるよう意識啓発に努めます。

古賀市

〇引き続き地域住民等が地域で活躍するために、人材育成を目的とした事業の充実

を図ります。

〇各福祉分野（障がい福祉、高齢者福祉、児童福祉）が一体的に連携できる体制の

整備について検討します。
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基本方針２：包括的な相談支援体制の構築

近年、介護と育児に同時に直面する世帯（ダブルケア）といった複合的な課題や、障害者手帳を取

得していないが障がいが疑われるといった制度の狭間の課題が増加しています。これらの地域で解

決が困難な課題に対し、多機関が協働して解決する体制が求められており、基本方針として「包括的

な相談支援体制の構築」を掲げています。

具体的な取組①：多機関の協働による支援

古賀市では、生活困窮者自立支援制度の自立相談支援機関である福祉課の生活再生支援担当が中

心となり、複合的な課題や制度の狭間の課題に対して社協をはじめとした関係機関と連携し、協働

で解決に向け取り組んでいます。また、障がい福祉、高齢者福祉、児童福祉の各福祉分野では、古賀

市障害福祉サービス事業所連携会議や地域ケア会議、古賀市要保護児童対策地域協議会をはじめと

したさまざまな協議会等が設置されており、相互に情報を共有し、協働で課題の解決に努めていま

す。【図表４－３５～３７参照】

社協では、地域生活課題を１つの場所で受け止める総合相談窓口の設置をめざし、機能充実を図

ります。また、地域生活課題を抱えている住民を早期発見・早期解決できるよう、訪問型支援を徹底

し、地域活動者と連携した予防機能の強化を図ります。

今後、他機関の協働による支援の充実を図るため、「地域生活課題を受けとめ解決できる体制づ

くりについて考えよう」を取組のテーマとし、三者協働で推進します。

テーマ：地域生活課題を受けとめ解決できる体制づくりについて考えよう

市民

〇日頃から福祉サービス情報や相談窓口の把握に努めます。

〇困りごとがあったらひとりで悩まず、隣近所や身近な人に相談します。

〇相談された困りごとの内容に応じて関係機関等につなぎます。

社協

〇社協が実施する各種相談事業を周知するとともに、関係専門機関等との連携強化

を図り、相談体制の充実に努めます。

〇地域生活課題を つの場所で受け止める総合相談窓口の設置を古賀市とともに検

討します。

〇地域に出向き、地域住民と連携した地域生活課題の把握と課題整理を行い、必要

な専門機関につなぐネットワークづくりを進めます。

古賀市
〇関係機関と連携し、引き続き地域生活課題の解決に努めます。

〇古賀市に適した包括的な相談支援体制の構築について検討します。

第４章 具体的な取組について

【図表４－３２：福祉会活動】

千鳥校区福祉会餅つき大会

【図表４－３３：当事者団体交流会】

当事者団体交流会での意見交換

【図表４－３４：地域資源見える化のイメージ】

地域資源見える化のイメージマップ

地域では、地域公民館での活動や自宅を活用した

集いの場、企業や施設等の空きスペースを使った

多様な活動等、さまざまな活動が行われていま

す。その活動情報（地域資源）を三者協働でマッ

プにすることにより、地域資源の見える化を図り

ます。マップの作成を通じてつながるきっかけづ

くりをめざしていきます。また、マップの情報を

共有することにより、つながりのある地域づくり

をめざします。

当事者団体交流会では、社協に登録している障が

い児・者団体や事業所それぞれが抱える課題（担

い手の問題や地域とのつながり、災害時の避難方

法、活動の周知方法など）について意見を交換し、

活動を広げるきっかけとなっています。 

千鳥校区福祉会では、校区コミュニティと協働

で、「そうめん流し」と「餅つき大会」の２つの

事業を通して、世代を超えた交流（顔が見える関

係づくり）を行っています。この事業が、今後、

地域での支え合いや若い世代の地域と向き合う

きっかけづくりにもなっています。
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第５章 計画の推進について

１．計画の推進について

誰もが住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らし続けることができるまちづくりをめざし、「こ

まったときはお互いさま、たより合えるまち」の基本理念のもと、３つの基本目標である「啓発～意

識づくり～」「環境～居場所づくり～」「連携～つながりづくり～」の達成に向け、第４章の具体的

な取組のテーマを踏まえ、市民、社協、古賀市の三者協働で計画を推進します。その中で、社協と古

賀市が連携し、本計画の市民周知を行うとともに、地域福祉の推進に向けた具体的な取組のテーマ

について三者で共有します。

また、包括的な支援体制の整備については、取組の状況や今後の方向性を踏まえ、２０２３年度を

目途に古賀市に適した包括的な支援体制の構築をめざします。

包括的な支援体制の

整備に求められる事項

事項に関連する取組

（第 章 具体的な取組について）
今後の方向性

「住民に身近な圏域」におい

て、地域住民等が主体的に地

域生活課題を把握し解決を

試みることができる環境の

整備

【 ページ図表 ①】

・地域生活課題の共有（ ～ ）

・人権意識の高揚（ ～ ）

・拠点施設における地域福祉活動の

推進（ ～ ）

・災害に備えた地域づくり（ ～ ）

・見守り活動の充実（ ～ ）

・地域における公益的な取組の推進

（ ～ ）

・連携体制の構築（ ～ ）

年度までを目途に、古賀市

版地域包括ケアシステムを踏

まえ、引き続き環境の整備を推

進します。

「住民に身近な圏域」におい

て、地域生活課題に関する相

談を包括的に受け止める体

制の整備

【 ページ図表 ②】

・権利擁護体制の構築（ ～ ）

・福祉サービスの利用促進（ ～ ）

年度までを目途に、地域生

活課題に関する相談を包括的

に受け止める場のあり方につ

いて、ソーシャルワーカーの配

置を含め検討し、体制の整備を

めざします。

多機関の協働による包括的

な相談支援体制の構築

【 ページ図表 ③】

・権利擁護体制の構築（ ～ ）

・多機関の協働による支援（ ～ ）

年度までを目途に、どの機

関が協働の中核を担うか検討

し、多機関の協働による包括的

な相談支援体制の構築をめざ

します。

第４章 具体的な取組について

【図表４－３５：古賀市障害福祉サービス事業所連携会議】

連携会議における事例報告

【図表４－３６：地域ケア会議】

地域ケア会議における個別ケースの検討

【図表４－３７：古賀市要保護児童対策地域協議会】

協議会における研修会

高齢者個人に対する支援の充実とそれを支え

る社会基盤の整備（地域づくり）を同時に図

ることを目的に、地域の支援者を含めた多職

種（行政職員、地域包括支援センター職員、介

護支援専門員、介護サービス事業所職員、保

健医療関係者等）で構成される「地域ケア会

議」を開催しています。個別ケースの検討等

を通して、地域生活課題を多機関で共有し、

福祉サービスの質の向上を図っています。

古賀市内や近隣の障害福祉サービス事業者等

の関係機関が定期的に集まり、事業所紹介や

各事業所における対応に苦慮した事例報告、

見学会・研修会を行っています。事例報告等

を通じて、関係する多機関で地域生活課題解

決に向けてさまざまな情報を共有し、福祉サ

ービスの質の向上を図っています。

古賀市要保護児童対策地域協議会は、要保護児

童の適切な保護や要支援児童・特定妊婦の適切

な支援を図ることを目的に、保育所（園）、幼

稚園、小・中学校、学童保育所、医療機関、民

生委員児童委員、人権擁護委員、各行政機関な

どの多岐にわたる機関で構成されています。代

表者会議、全体会議、実務者会議、個別ケース

会議を開催し、情報共有及び支援内容の検討、

児童虐待に関する研修会などを行っています。

第　
４　
章

第４章　具体的な取組について



第５章 計画の推進について

第５章 計画の推進について

１．計画の推進について

誰もが住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らし続けることができるまちづくりをめざし、「こ

まったときはお互いさま、たより合えるまち」の基本理念のもと、３つの基本目標である「啓発～意

識づくり～」「環境～居場所づくり～」「連携～つながりづくり～」の達成に向け、第４章の具体的

な取組のテーマを踏まえ、市民、社協、古賀市の三者協働で計画を推進します。その中で、社協と古

賀市が連携し、本計画の市民周知を行うとともに、地域福祉の推進に向けた具体的な取組のテーマ

について三者で共有します。

また、包括的な支援体制の整備については、取組の状況や今後の方向性を踏まえ、２０２３年度を

目途に古賀市に適した包括的な支援体制の構築をめざします。

包括的な支援体制の

整備に求められる事項

事項に関連する取組

（第 章 具体的な取組について）
今後の方向性

「住民に身近な圏域」におい

て、地域住民等が主体的に地

域生活課題を把握し解決を

試みることができる環境の

整備

【 ページ図表 ①】

・地域生活課題の共有（ ～ ）

・人権意識の高揚（ ～ ）

・拠点施設における地域福祉活動の

推進（ ～ ）

・災害に備えた地域づくり（ ～ ）

・見守り活動の充実（ ～ ）

・地域における公益的な取組の推進

（ ～ ）

・連携体制の構築（ ～ ）

年度までを目途に、古賀市

版地域包括ケアシステムを踏

まえ、引き続き環境の整備を推

進します。

「住民に身近な圏域」におい

て、地域生活課題に関する相

談を包括的に受け止める体

制の整備

【 ページ図表 ②】

・権利擁護体制の構築（ ～ ）

・福祉サービスの利用促進（ ～ ）

年度までを目途に、地域生

活課題に関する相談を包括的

に受け止める場のあり方につ

いて、ソーシャルワーカーの配

置を含め検討し、体制の整備を

めざします。

多機関の協働による包括的

な相談支援体制の構築

【 ページ図表 ③】

・権利擁護体制の構築（ ～ ）

・多機関の協働による支援（ ～ ）

年度までを目途に、どの機

関が協働の中核を担うか検討

し、多機関の協働による包括的

な相談支援体制の構築をめざ

します。
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【図表４－３５：古賀市障害福祉サービス事業所連携会議】

連携会議における事例報告

【図表４－３６：地域ケア会議】

地域ケア会議における個別ケースの検討

【図表４－３７：古賀市要保護児童対策地域協議会】

協議会における研修会

高齢者個人に対する支援の充実とそれを支え

る社会基盤の整備（地域づくり）を同時に図

ることを目的に、地域の支援者を含めた多職

種（行政職員、地域包括支援センター職員、介

護支援専門員、介護サービス事業所職員、保

健医療関係者等）で構成される「地域ケア会

議」を開催しています。個別ケースの検討等

を通して、地域生活課題を多機関で共有し、

福祉サービスの質の向上を図っています。

古賀市内や近隣の障害福祉サービス事業者等

の関係機関が定期的に集まり、事業所紹介や

各事業所における対応に苦慮した事例報告、

見学会・研修会を行っています。事例報告等

を通じて、関係する多機関で地域生活課題解

決に向けてさまざまな情報を共有し、福祉サ

ービスの質の向上を図っています。

古賀市要保護児童対策地域協議会は、要保護児

童の適切な保護や要支援児童・特定妊婦の適切

な支援を図ることを目的に、保育所（園）、幼

稚園、小・中学校、学童保育所、医療機関、民

生委員児童委員、人権擁護委員、各行政機関な

どの多岐にわたる機関で構成されています。代

表者会議、全体会議、実務者会議、個別ケース

会議を開催し、情報共有及び支援内容の検討、

児童虐待に関する研修会などを行っています。
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資料編

１．古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会設置要綱

古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会設置要綱

平成３０年４月１２日

古賀市告示第８９号

（設置）

第１条 古賀市地域福祉計画及び古賀市地域福祉活動計画（以下「計画」という。）の策定に関し

必要な協議をするため、古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会（以下「委員

会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事項について検討又は審議する。

⑴ 計画策定に関すること。

⑵ その他市長が必要と認めること。

（組織）

第３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。

⑴ 学識経験者及び有識者

⑵ 民生委員・児童委員

⑶ 福祉・保健・医療関係者

⑷ 市民活動団体関係者

⑸ 公募により選出された市民

⑹ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は、市長が委員を委嘱した日から次期計画策定が完了するまでの期間とする。

ただし、委員が前条第２項各号のいずれにも該当しなくなった場合には、その任を解くものとす

る。

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選により選出する。

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理す

る。

第２期　古賀市地域福祉計画

第５次　古賀市地域福祉活動計画

～ 資 料 編 ～
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資料編

１．古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会設置要綱

古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会設置要綱

平成３０年４月１２日

古賀市告示第８９号

（設置）

第１条 古賀市地域福祉計画及び古賀市地域福祉活動計画（以下「計画」という。）の策定に関し

必要な協議をするため、古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会（以下「委員

会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事項について検討又は審議する。

⑴ 計画策定に関すること。

⑵ その他市長が必要と認めること。

（組織）

第３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。

⑴ 学識経験者及び有識者

⑵ 民生委員・児童委員

⑶ 福祉・保健・医療関係者

⑷ 市民活動団体関係者

⑸ 公募により選出された市民

⑹ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は、市長が委員を委嘱した日から次期計画策定が完了するまでの期間とする。

ただし、委員が前条第２項各号のいずれにも該当しなくなった場合には、その任を解くものとす

る。

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選により選出する。

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理す

る。
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資料編

２．古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会委員名簿

（五十音順、敬称略）

氏名 所属又は推薦団体等

大久保 重幸 古賀市行政区長会

大久保 康裕
社会福祉法人 敬愛会

みどり苑ケアプランステーション

大庭 久美子 公募市民

酒井 康江（◎） 福岡女学院看護大学

佐々木 恵美子 古賀市保育所連盟

篠原 利幸 古賀市民生委員・児童委員協議会

渋田 昇 古賀市福祉会連絡会

竹田津 麻理 古賀市障がい児・者 親の会

平岡 英子 公募市民

堀 圭介（〇） 社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会

三苫 卓巳
社会福祉法人 福岡コロニー

障害福祉サービス事業所なのみ工芸

森口 泰 公募市民

山根 進 古賀市シニアクラブ連合会

◎：委員長、〇：副委員長 任期： 年 月 日～平成 年 月 日

資料編

（会議）

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ、これを開くことができない。

３ 委員長は、必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くこと

ができる。

（謝礼）

第７条 委員の謝礼は、会議の出席 回当たり２，５００円とし、会議開催の都度支給するものとす

る。

（庶務）

第８条 委員会の庶務は、保健福祉部福祉課において処理する。

（補則）

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。

附 則

この告示は、公布の日から施行する。
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資料編

２．古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会委員名簿

（五十音順、敬称略）

氏名 所属又は推薦団体等

大久保 重幸 古賀市行政区長会

大久保 康裕
社会福祉法人 敬愛会

みどり苑ケアプランステーション

大庭 久美子 公募市民

酒井 康江（◎） 福岡女学院看護大学

佐々木 恵美子 古賀市保育所連盟

篠原 利幸 古賀市民生委員・児童委員協議会

渋田 昇 古賀市福祉会連絡会

竹田津 麻理 古賀市障がい児・者 親の会

平岡 英子 公募市民

堀 圭介（〇） 社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会

三苫 卓巳
社会福祉法人 福岡コロニー

障害福祉サービス事業所なのみ工芸

森口 泰 公募市民

山根 進 古賀市シニアクラブ連合会

◎：委員長、〇：副委員長 任期： 年 月 日～平成 年 月 日

資料編

（会議）

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。

２ 会議は、委員の過半数の出席がなければ、これを開くことができない。

３ 委員長は、必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くこと

ができる。

（謝礼）

第７条 委員の謝礼は、会議の出席 回当たり２，５００円とし、会議開催の都度支給するものとす

る。

（庶務）

第８条 委員会の庶務は、保健福祉部福祉課において処理する。

（補則）

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。

附 則

この告示は、公布の日から施行する。
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４．古賀市地域福祉活動計画素案内部検討会（古賀市社会福祉協議会）

課名・連絡先 係名 主な業務

総務・地域課

（ ）

総務係 法人運営（理事会・監事会・評議員会、職員労務管理

等）、賛助会員制度、広報関係に関すること

地域福祉係 福祉会、ボランティア、当事者活動の支援、福祉学習、

赤い羽根共同募金の啓発・募集、車いす・車いす対応

車・チャリティ号・チャイルドシート貸出、生活支援

コーディネーター業務に関すること

権利擁護係 安心生活相談、安心生活サポート事業、法人後見事業、

生活福祉資金の貸付、生活困窮者支援に関すること

事業課

（ ）

（ ）

（ ）

居宅介護支援事業係 ケアプラン作成（高齢者）、特定相談支援（障がい者）

に関すること

在宅福祉サービス事業係

・通所介護事業

・訪問介護事業

デイサービス（高齢者）に関すること

ホームヘルパー派遣（高齢者・障がい者・母子等）に

関すること

社会福祉センター

「千鳥苑」

（ ）

社会福祉センター

しゃんしゃん

社会福祉センターの管理運営、生きがい活動支援事業

「しゃんしゃん」に関すること

５．第２期古賀市地域福祉計画・第５次古賀市地域福祉活動計画の策定経過

日時 概要

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画素案検討委員会

年 月 日～ 月 日 井戸ばた座談会（詳細については第 章参照）

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画素案検討委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画素案検討委員会

年 月 日～ 月 日 パブリック・コメント実施

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

資料編

３．古賀市地域福祉計画素案検討委員会

課名 係名・連絡先 主な業務

福祉課

福祉政策係

（ ）

地域福祉計画、民生委員・児童委員、社会福祉センター、戦傷

病者戦没者遺族等、災害弔慰金・援護物資、日本赤十字社事

業、社会福祉協議会、保健福祉総合センターの管理運営、避難

行動要支援者、子どもの貧困対策、住民票・印鑑証明書の発行

に関すること

障害者福祉係

（ ）

身体障害者福祉、知的障害者福祉、精神障害者福祉に関するこ

と

保護係

（ ）

生活保護、行旅病人・行旅死亡人、中国残留邦人等の生活支

援、生活困窮者の自立支援・総合相談・総合調整に関すること

介護支援課

介護予防係

（ ）

高齢者在宅福祉サービス事業、介護予防・生きがい活動支援事

業、シニアクラブ連合会、シルバー人材センターに関すること

包括支援

センター係

（ ）

高齢者に関する総合相談･支援、虐待の早期発見・防止、権利擁

護、介護支援専門員への助言･指導、介護予防ケアマネジメント

に関すること

予防健診課
健康づくり係

（ ）

健康づくりの推進、食生活改善、感染症、地域医療、自殺対策

の推進に関すること

子育て支援課

子育て支援係

（ ）

母子保健事業、乳児家庭全戸訪問等事業、子ども・子育て支援

事業に関すること

子ども家庭係

（ ）

子ども発達支援事業、家庭児童相談、児童虐待防止、ひとり親

家庭等支援事業、助産施設、配偶者からの暴力防止、里親事業

に関すること

コミュニティ

推進課

コミュニティ

推進係

（ ）

行政区（自治会）、地縁団体、校区コミュニティ、防犯灯設置

補助（防犯全般は総務課危機管理係）、まちづくり出前講座、

花いっぱい運動、コミュニティ保険に関すること

市民活動

支援センター係

（ ）

市民活動の情報収集及び提供、市民活動促進のための交流、

相談に関すること

生涯学習推進課
社会教育振興係

（ ）

生涯学習・社会教育の推進、生涯学習センターの利用・管理運

営・施設整備、社会教育委員、社会教育関係団体、家庭教育支

援に関すること

連絡先及び主な業務については 年 月末現在

資　
料　
編



資料編

４．古賀市地域福祉活動計画素案内部検討会（古賀市社会福祉協議会）

課名・連絡先 係名 主な業務

総務・地域課

（ ）

総務係 法人運営（理事会・監事会・評議員会、職員労務管理

等）、賛助会員制度、広報関係に関すること

地域福祉係 福祉会、ボランティア、当事者活動の支援、福祉学習、

赤い羽根共同募金の啓発・募集、車いす・車いす対応

車・チャリティ号・チャイルドシート貸出、生活支援

コーディネーター業務に関すること

権利擁護係 安心生活相談、安心生活サポート事業、法人後見事業、

生活福祉資金の貸付、生活困窮者支援に関すること

事業課

（ ）

（ ）

（ ）

居宅介護支援事業係 ケアプラン作成（高齢者）、特定相談支援（障がい者）

に関すること

在宅福祉サービス事業係

・通所介護事業

・訪問介護事業

デイサービス（高齢者）に関すること

ホームヘルパー派遣（高齢者・障がい者・母子等）に

関すること

社会福祉センター

「千鳥苑」

（ ）

社会福祉センター

しゃんしゃん

社会福祉センターの管理運営、生きがい活動支援事業

「しゃんしゃん」に関すること

５．第２期古賀市地域福祉計画・第５次古賀市地域福祉活動計画の策定経過

日時 概要

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画素案検討委員会

年 月 日～ 月 日 井戸ばた座談会（詳細については第 章参照）

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画素案検討委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画素案検討委員会

年 月 日～ 月 日 パブリック・コメント実施

年 月 日 第 回古賀市地域福祉計画・古賀市地域福祉活動計画策定委員会

資料編

３．古賀市地域福祉計画素案検討委員会

課名 係名・連絡先 主な業務

福祉課

福祉政策係

（ ）

地域福祉計画、民生委員・児童委員、社会福祉センター、戦傷

病者戦没者遺族等、災害弔慰金・援護物資、日本赤十字社事

業、社会福祉協議会、保健福祉総合センターの管理運営、避難

行動要支援者、子どもの貧困対策、住民票・印鑑証明書の発行

に関すること

障害者福祉係

（ ）

身体障害者福祉、知的障害者福祉、精神障害者福祉に関するこ

と

保護係

（ ）

生活保護、行旅病人・行旅死亡人、中国残留邦人等の生活支

援、生活困窮者の自立支援・総合相談・総合調整に関すること

介護支援課

介護予防係

（ ）

高齢者在宅福祉サービス事業、介護予防・生きがい活動支援事

業、シニアクラブ連合会、シルバー人材センターに関すること

包括支援

センター係

（ ）

高齢者に関する総合相談･支援、虐待の早期発見・防止、権利擁

護、介護支援専門員への助言･指導、介護予防ケアマネジメント

に関すること

予防健診課
健康づくり係

（ ）

健康づくりの推進、食生活改善、感染症、地域医療、自殺対策

の推進に関すること

子育て支援課

子育て支援係

（ ）

母子保健事業、乳児家庭全戸訪問等事業、子ども・子育て支援

事業に関すること

子ども家庭係

（ ）

子ども発達支援事業、家庭児童相談、児童虐待防止、ひとり親

家庭等支援事業、助産施設、配偶者からの暴力防止、里親事業

に関すること

コミュニティ

推進課

コミュニティ

推進係

（ ）

行政区（自治会）、地縁団体、校区コミュニティ、防犯灯設置

補助（防犯全般は総務課危機管理係）、まちづくり出前講座、

花いっぱい運動、コミュニティ保険に関すること

市民活動

支援センター係

（ ）

市民活動の情報収集及び提供、市民活動促進のための交流、

相談に関すること

生涯学習推進課
社会教育振興係

（ ）

生涯学習・社会教育の推進、生涯学習センターの利用・管理運

営・施設整備、社会教育委員、社会教育関係団体、家庭教育支

援に関すること

連絡先及び主な業務については 年 月末現在
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資料編

７．小学校区、自治会（行政区）別人口集計表（２０１８年３月末時点）

（１） 青柳校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

新原区

今在家区

町川原 区

町川原 区

青柳区

小竹区

青柳校区計

（２）小野校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

薦野区

米多比区

薬王寺区

小山田区

谷山区

小野校区計

（３）東校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

筵内区

久保区

久保西区

中央区

古賀団地区

庄北区

庄南区

東校区計

資料編

６．古賀市総合振興計画、保健福祉部個別計画等の計画の期間

年 年 年 年 年

古賀市総合振興計画（マスタープラン）

（ 年～ 年）

古賀市地域福祉計画（ 年～ 年）

保
健
福
祉
部
個
別
計
画

障がい

福祉

古賀市障害者基本計画

（ 年～ 年）

障害福祉計画・

障害児福祉計画

（ 年～ 年）

高齢者

福祉

古賀市高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画

（ 年～ 年）

児童

福祉

古賀市子ども・

子育て支援事業計画

（ 年～ 年）

ヘルスアップぷらん

（ 年～ 年）

古賀市特定健康診査等実施計画

（ 年～ 年）

古賀市国保データヘルス計画

（ 年～ 年）

古賀市避難行動要支援者避難支援

プラン

古賀市地域福祉活動計画

（ 年～ 年）

（保健福祉部個別計画については、２０１７年度末までに策定済みの計画のみ掲載）

第 次後期

第 期

第 期

古賀市健康増進計画（第 期）・食育推進計画

必要に応じ随時見直し

第 期・第 期

第 期

第 期

第 次

第 期

第 期
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資料編

７．小学校区、自治会（行政区）別人口集計表（２０１８年３月末時点）

（１） 青柳校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

新原区

今在家区

町川原 区

町川原 区

青柳区

小竹区

青柳校区計

（２）小野校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

薦野区

米多比区

薬王寺区

小山田区

谷山区

小野校区計

（３）東校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

筵内区

久保区

久保西区

中央区

古賀団地区

庄北区

庄南区

東校区計

資料編

６．古賀市総合振興計画、保健福祉部個別計画等の計画の期間

年 年 年 年 年

古賀市総合振興計画（マスタープラン）

（ 年～ 年）

古賀市地域福祉計画（ 年～ 年）

保
健
福
祉
部
個
別
計
画

障がい

福祉

古賀市障害者基本計画

（ 年～ 年）

障害福祉計画・

障害児福祉計画

（ 年～ 年）

高齢者

福祉

古賀市高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画

（ 年～ 年）

児童

福祉

古賀市子ども・

子育て支援事業計画

（ 年～ 年）

ヘルスアップぷらん

（ 年～ 年）

古賀市特定健康診査等実施計画

（ 年～ 年）

古賀市国保データヘルス計画

（ 年～ 年）

古賀市避難行動要支援者避難支援

プラン

古賀市地域福祉活動計画

（ 年～ 年）

（保健福祉部個別計画については、２０１７年度末までに策定済みの計画のみ掲載）

第 次後期

第 期

第 期

古賀市健康増進計画（第 期）・食育推進計画

必要に応じ随時見直し

第 期・第 期

第 期

第 期

第 次

第 期

第 期
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資料編

（７）花見校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

花見南区

花見東 区

花見東 区

北花見区

花見校区計

（８）舞の里校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

舞の里 区

舞の里 区

舞の里 区

舞の里 区

舞の里 区

舞の里校区計

資料編

（４）西校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

古賀南区

古賀北区

中川区

日吉台区

鹿部区

西校区計

（５）花鶴校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

古賀東区

花鶴丘 丁目区

花鶴丘 丁目 区

花鶴丘 丁目 区

花鶴丘 丁目 区

花鶴丘 丁目区

花鶴校区計

（６）千鳥校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

高田区

さや団地区

千鳥タウンコート区

病院区

千鳥北区

千鳥南区

千鳥東区

東浜山団地区

千鳥校区計
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資料編

（７）花見校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

花見南区

花見東 区

花見東 区

北花見区

花見校区計

（８）舞の里校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

舞の里 区

舞の里 区

舞の里 区

舞の里 区

舞の里 区

舞の里校区計

資料編

（４）西校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

古賀南区

古賀北区

中川区

日吉台区

鹿部区

西校区計

（５）花鶴校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

古賀東区

花鶴丘 丁目区

花鶴丘 丁目 区

花鶴丘 丁目 区

花鶴丘 丁目 区

花鶴丘 丁目区

花鶴校区計

（６）千鳥校区 （単位：人）

自治会（行政区） 総数
年少人口

（ 歳～ 歳）

生産年齢人口

（ 歳～ 歳）

高齢者人口

（ 歳以上）

高田区

さや団地区

千鳥タウンコート区

病院区

千鳥北区

千鳥南区

千鳥東区

東浜山団地区

千鳥校区計
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【千鳥校区】

・老いも若きも共に助け合おう！！（千鳥北区①）

・個人の活性化を視点にみんなで楽しい地域をつくろう！（千鳥北区②）

・次世代をいかに育てるか、信頼し合って生活できる地域に（千鳥北区③）

・声かけあい、安心の地域づくり （千鳥北区④）

・笑顔で声掛けや見守りが自然にできる地域（千鳥南区①）

・隣近所の人とあいさつや話をしたり、日頃から良い関係を作っておく（千鳥南区②）

・末永く活動行事の継続（千鳥南区③）

・声かけて笑顔あふれるまちづくり（千鳥東①）

・声かけ運動のすすめ（千鳥東②）

・住民参加型の活動をしていく団地（東浜山団地区）

・ 年の歴史に感謝 家族総出動～いけいけゴーゴー！！～（千鳥タウンコート区）

・弱者にやさしい地域づくり（さや団地区①）

・笑顔であいさつ 何でも言える地域にしていこう！（さや団地区②）

・近所隣りのつながりを大切に！！（高田区①）

・ 人暮らしの方や、新しく引っ越してきた方に対してまずは積極的な声かけ！（高田区②）

・人との豊かな関係を築き、ぬくもりのある高田区！！（高田区③）

・声掛けあって明るいまちづくり（高田区④）

【西校区】

・気軽に言える関係づくり（古賀北区）

・あいさつから始まる関係づくり（古賀南区）

・全員あいさつ運動で地域づくりネットワーク（中川区）

・声をかけあいつながりあう地域づくり（鹿部区）

・皆仲良く 声かけあって 日吉台区民（日吉台区）

【花鶴校区】

・日頃からの声かけをしよう（古賀東区）

・さりげなく、声をかけよう！！（花鶴丘 丁目区）

・ 日 人の人とおしゃべりの関係づくり（花鶴丘 丁目 区）

・気軽に、地道に、見守り活動！！（花鶴丘 丁目 区①）

・自治会（行政区）、福祉会、育成会のコミュニケーションを図り、

多世代に渡り、地域のつながりを根強くしていく（花鶴丘 丁目 区②）

・日頃から少しでも活動に顔を出し、コミュニケーションがとれる地域（花鶴丘 丁目 区）

・出来る時に、出来る人が、出来る事を！！（花鶴丘 丁目区）

資料編

８．井戸ばた座談会での市民の声【自治会（行政区）別スローガン】

これからの地域福祉において、市民、社協、古賀市の三者で連携し、地域について考えていく必

要があります。下記スローガンを各地域における地域生活課題解決の取組として共有していきます。

【小野校区】

・大事にしよう、お隣さん！！何かあったらお隣さん 何でもかんでもお隣さん（薦野区）

・気軽に「困っているよ」と言えるご近所の関係を作る（米多比区）

・自然にできるあいさつと助け合い（薬王寺区）

・自然の付き合いの中で仲良くできる関係（小山田区）

・「なんしようと？」と気軽に声かける地域づくり（谷山区）

【青柳校区】

・コミュニケーションをとれる環境づくり（町川原 区①）

・何でも話せる隣近所（町川原 区②）

・「助けて」をちょっとずつで助け合う（町川原 区①）

・放っとかないよ頼ってね（町川原 区②）

・日頃のコミュニケーション力を高め、地域の人が安心して

話ができる関係づくりをめざす（青柳区）

・声かけあって 健康第一（新原区）

・笑顔であいさつ！ありがとう！（今在家区）

・地域で支え合い友愛～外に出て声かけて小竹づくり～（小竹区①）

・わたしの自治会（行政区）という意識を作りあおう（小竹区②）

・わたしの楽しみ笑顔でつなぎみんなの笑顔で楽しい地域にしよう（小竹区③）

・各世代の想いを大切に世代間交流ができるシステムづくり（小竹区④）

【東校区】

・公民館に憩いの場を作ろう （筵内区）

・挨拶、声かけ、笑顔の庄南（庄南区）

・声かけよう「おはよう、元気！！、こんにちは」（庄北区）

・地域住民の交流（久保区）

・気軽に声をかけられる地区づくり（久保西区）

・人が財産 おしゃべり会開催！和・輪・話・わ（古賀団地区）

・遠からず、近からずの良い関係の中でお互いに声かけし合おう！（中央区）
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【千鳥校区】

・老いも若きも共に助け合おう！！（千鳥北区①）

・個人の活性化を視点にみんなで楽しい地域をつくろう！（千鳥北区②）

・次世代をいかに育てるか、信頼し合って生活できる地域に（千鳥北区③）

・声かけあい、安心の地域づくり （千鳥北区④）

・笑顔で声掛けや見守りが自然にできる地域（千鳥南区①）

・隣近所の人とあいさつや話をしたり、日頃から良い関係を作っておく（千鳥南区②）

・末永く活動行事の継続（千鳥南区③）

・声かけて笑顔あふれるまちづくり（千鳥東①）

・声かけ運動のすすめ（千鳥東②）

・住民参加型の活動をしていく団地（東浜山団地区）

・ 年の歴史に感謝 家族総出動～いけいけゴーゴー！！～（千鳥タウンコート区）

・弱者にやさしい地域づくり（さや団地区①）

・笑顔であいさつ 何でも言える地域にしていこう！（さや団地区②）

・近所隣りのつながりを大切に！！（高田区①）

・ 人暮らしの方や、新しく引っ越してきた方に対してまずは積極的な声かけ！（高田区②）

・人との豊かな関係を築き、ぬくもりのある高田区！！（高田区③）

・声掛けあって明るいまちづくり（高田区④）

【西校区】

・気軽に言える関係づくり（古賀北区）

・あいさつから始まる関係づくり（古賀南区）

・全員あいさつ運動で地域づくりネットワーク（中川区）

・声をかけあいつながりあう地域づくり（鹿部区）

・皆仲良く 声かけあって 日吉台区民（日吉台区）

【花鶴校区】

・日頃からの声かけをしよう（古賀東区）

・さりげなく、声をかけよう！！（花鶴丘 丁目区）

・ 日 人の人とおしゃべりの関係づくり（花鶴丘 丁目 区）

・気軽に、地道に、見守り活動！！（花鶴丘 丁目 区①）

・自治会（行政区）、福祉会、育成会のコミュニケーションを図り、

多世代に渡り、地域のつながりを根強くしていく（花鶴丘 丁目 区②）

・日頃から少しでも活動に顔を出し、コミュニケーションがとれる地域（花鶴丘 丁目 区）

・出来る時に、出来る人が、出来る事を！！（花鶴丘 丁目区）
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８．井戸ばた座談会での市民の声【自治会（行政区）別スローガン】

これからの地域福祉において、市民、社協、古賀市の三者で連携し、地域について考えていく必

要があります。下記スローガンを各地域における地域生活課題解決の取組として共有していきます。

【小野校区】

・大事にしよう、お隣さん！！何かあったらお隣さん 何でもかんでもお隣さん（薦野区）

・気軽に「困っているよ」と言えるご近所の関係を作る（米多比区）

・自然にできるあいさつと助け合い（薬王寺区）

・自然の付き合いの中で仲良くできる関係（小山田区）

・「なんしようと？」と気軽に声かける地域づくり（谷山区）

【青柳校区】

・コミュニケーションをとれる環境づくり（町川原 区①）

・何でも話せる隣近所（町川原 区②）

・「助けて」をちょっとずつで助け合う（町川原 区①）

・放っとかないよ頼ってね（町川原 区②）

・日頃のコミュニケーション力を高め、地域の人が安心して

話ができる関係づくりをめざす（青柳区）

・声かけあって 健康第一（新原区）

・笑顔であいさつ！ありがとう！（今在家区）

・地域で支え合い友愛～外に出て声かけて小竹づくり～（小竹区①）

・わたしの自治会（行政区）という意識を作りあおう（小竹区②）

・わたしの楽しみ笑顔でつなぎみんなの笑顔で楽しい地域にしよう（小竹区③）

・各世代の想いを大切に世代間交流ができるシステムづくり（小竹区④）

【東校区】

・公民館に憩いの場を作ろう （筵内区）

・挨拶、声かけ、笑顔の庄南（庄南区）

・声かけよう「おはよう、元気！！、こんにちは」（庄北区）

・地域住民の交流（久保区）

・気軽に声をかけられる地区づくり（久保西区）

・人が財産 おしゃべり会開催！和・輪・話・わ（古賀団地区）

・遠からず、近からずの良い関係の中でお互いに声かけし合おう！（中央区）
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９．これまでの社協の主な取組（２０１９年３月末時点）

基 本 目 標 Ⅰ：「啓発～意識づくり～」

基 本 方 針 １：地域福祉意識の向上

具体的な取組①：地域生活課題の共有

【地域福祉意識の向上に向けた主な事業、講座等について】

事業名等 概要

福祉会連絡会支援

福祉会連絡会では、福祉会活動の活性化と情報交換及び交流を目的に、役員

会（各小学校区代表）、全体会（各行政区福祉会長）をそれぞれ年 回行って

います。会の運営に関しては、福祉会と社協が連携をとりながら支援を行っ

ています。

校区福祉会支援

校区福祉会では、小学校区での各福祉会及び関係団体での情報交換、研修、

交流を深め、それぞれの福祉会活動の活性化を目的に行っています。社協は

その活動が円滑に行えるように支援を行っています。

区福祉会支援

住民相互の支え合い、住民による福祉問題の解決をめざして、古賀市内の

福祉会が、高齢者、障がい者や子育て世帯（こども・保護者）の閉じこもり

予防、介護予防、健康づくり等を目的として、見守り活動、誰でも集える場

（サロン活動）の推進を行っています。本会では、定例会及びサロン活動に

参加し、活動内容の把握、情報の提供及び運営の支援等を行っています。福

祉会立ち上げに向け、区長を中心とした地域住民との学習会の開催や立ち上

げに向けての運営に関する相談支援等を行っています。（未設置区 病院区）

ミニミニ研修

（福祉員研修の開催）

福祉会連絡会において、福祉サービスや地域生活課題に対する理解等を深め

ることを目的に開催しています。

新任福祉員研修

新しい福祉員に向けて、社協が推進する地域福祉事業の説明及び、福祉会（福

祉員）活動についての説明を行い、それぞれが地域での身近な困りごとや支

えを必要としている人に、寄り添える福祉会（福祉員）をめざして研修会を

行っています。

新規福祉会立ち上げ支援

福祉会立ち上げに向け、区長を中心とした地域住民との学習会の開催や立ち

上げに向けての運営に関する相談支援等を行っています。（未設置区 病院

区）

高齢者、障がい児・者の

活動支援

仲間づくり、他団体、機関とのつながりづくりを目的に、井戸ばた座談会の

開催や団体の啓発活動、相談支援、活動費助成を行っています。

資料編

【舞の里校区】

・笑顔・声かけ・仲間づくり！！（舞の里１区）

・“遠い親戚より近くの他人”“向こう三軒両隣”

ハートとハートをぶつけ合おう！！（舞の里２区）

・声掛けでつながり合える舞の里３区（舞の里３区）

・「なんしようと？」「元気？」と声をかけよう！（舞の里４区）

・挨拶が飛び交う地域づくり（舞の里５区）

【花見校区】

・あいさつ運動（花見南区）

・地域のつながり、声かけから！（花見東１区）

・あいさつはコミュニケーションの第一歩也（花見東２区）

・声かけて、あいさつし合える地域づくり（北花見区）
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９．これまでの社協の主な取組（２０１９年３月末時点）

基 本 目 標 Ⅰ：「啓発～意識づくり～」

基 本 方 針 １：地域福祉意識の向上

具体的な取組①：地域生活課題の共有

【地域福祉意識の向上に向けた主な事業、講座等について】

事業名等 概要

福祉会連絡会支援

福祉会連絡会では、福祉会活動の活性化と情報交換及び交流を目的に、役員

会（各小学校区代表）、全体会（各行政区福祉会長）をそれぞれ年 回行って

います。会の運営に関しては、福祉会と社協が連携をとりながら支援を行っ

ています。

校区福祉会支援

校区福祉会では、小学校区での各福祉会及び関係団体での情報交換、研修、

交流を深め、それぞれの福祉会活動の活性化を目的に行っています。社協は

その活動が円滑に行えるように支援を行っています。

区福祉会支援

住民相互の支え合い、住民による福祉問題の解決をめざして、古賀市内の

福祉会が、高齢者、障がい者や子育て世帯（こども・保護者）の閉じこもり

予防、介護予防、健康づくり等を目的として、見守り活動、誰でも集える場

（サロン活動）の推進を行っています。本会では、定例会及びサロン活動に

参加し、活動内容の把握、情報の提供及び運営の支援等を行っています。福

祉会立ち上げに向け、区長を中心とした地域住民との学習会の開催や立ち上

げに向けての運営に関する相談支援等を行っています。（未設置区 病院区）

ミニミニ研修

（福祉員研修の開催）

福祉会連絡会において、福祉サービスや地域生活課題に対する理解等を深め

ることを目的に開催しています。

新任福祉員研修

新しい福祉員に向けて、社協が推進する地域福祉事業の説明及び、福祉会（福

祉員）活動についての説明を行い、それぞれが地域での身近な困りごとや支

えを必要としている人に、寄り添える福祉会（福祉員）をめざして研修会を

行っています。

新規福祉会立ち上げ支援

福祉会立ち上げに向け、区長を中心とした地域住民との学習会の開催や立ち

上げに向けての運営に関する相談支援等を行っています。（未設置区 病院

区）

高齢者、障がい児・者の

活動支援

仲間づくり、他団体、機関とのつながりづくりを目的に、井戸ばた座談会の

開催や団体の啓発活動、相談支援、活動費助成を行っています。
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【舞の里校区】

・笑顔・声かけ・仲間づくり！！（舞の里１区）

・“遠い親戚より近くの他人”“向こう三軒両隣”

ハートとハートをぶつけ合おう！！（舞の里２区）

・声掛けでつながり合える舞の里３区（舞の里３区）

・「なんしようと？」「元気？」と声をかけよう！（舞の里４区）

・挨拶が飛び交う地域づくり（舞の里５区）

【花見校区】

・あいさつ運動（花見南区）

・地域のつながり、声かけから！（花見東１区）

・あいさつはコミュニケーションの第一歩也（花見東２区）

・声かけて、あいさつし合える地域づくり（北花見区）
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基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 １：拠点施設の活用

具体的な取組①：拠点施設における地域福祉活動の推進

【地域福祉活動に関する事業】

事業名等 概要

区福祉会支援※再掲

（集いの場づくり）

古賀市内の 福祉会が、公民館を拠点に、ひとり暮らしの高齢者や障がい

者の閉じこもり予防、子育て支援を目的とし、見守り活動、誰でも集える場

の推進を行っています。

地域支え合い

ネットワーク（協議体）の構

築

介護予防・日常生活支援総合事業において、豊かな地域福祉活動の充実をめ

ざし、地域の支え合いネットワークの構築を行い、住み慣れた地域で高齢者

が安心して暮らせる体制を整備しています。

市民後見人等

ミーティング

社協で活動している市民後見人、市民生活支援員を対象として学習及び情報

交換や交流の場として実施しています。事例検討等も通して利用者の困りご

とや支援のあり方等日々の活動に役立てるため研鑽を積んでいます。

千鳥苑・小中学生への

学習室無料開放

保護者の就業等で安心して過ごせる居場所がない児童・生徒に、センターの

無料開放を行っています。

センター送迎バス運行
市内要所に千鳥苑（古賀市社会福祉センター）を利用する方のためのバスの

運行をしています。

買物支援
月に数回、利用者の利便性を図るために、野菜や日用品の移動販売の場の提

供を行っています。

地域交流
千鳥校区福祉会主催の「もちつき大会」「そうめん流しの集い」の場の提供

を行っています。

千鳥苑感謝祭、

カラオケ発表会

利用者の発表の場の提供を行っています。

親子料理教室 就学前の子どもと保護者の体験の場の提供を行っています。

春、秋のお茶会
自然良き環境の場において利用者同士のつながりの場の提供を行っていま

す。

麻雀交流会
利用者が増えた麻雀の交流会を年２回行っています。運営、実施は利用者主

催です。

夏休み子ども体験道場
日頃、体験できないような内容で子どもの居場所作りの場の提供を行ってい

ます。

資料編

事業名等 概要

ボランティア講座の開催

市民向け・子ども向け

市民向け・子ども向けのボランティア講座やボランティア交流会を行い、意

識の向上や新たな担い手の発掘を行っています。

福祉学習支援及び

福祉学習プログラムの

提示

学校・地域・企業を対象に福祉に関する事柄の学習・研修や福祉用具の貸し

出しを行い、知識・資源の提供のみならず、思いやりの心を育むことを目的

としています。

社協による出前講座

福祉会関係団体だけではなく、地域の多様な団体、事業、企業など、より多

くの方に、福祉について知っていただくことを目的に「地域福祉について」

や「視覚障がい者、車いす体験」といった福祉学習などを行っています。ま

た、一部講座では障がい者団体に講師になっていただき、地域との交流を目

的とした講座も行っています。

ぼいす通信の定期発行
ボランティアの募集や事業の報告等を行い、ニーズの発見や新しい担い手の

発掘をめざしています。

地域福祉事業のＰＲ
地域福祉関連記事（地域福祉事業、講座、養成研修等）を、広報誌「社協だ

より」、チラシ、ホームページに掲載し普及と推進を図っています。

市民後見人養成研修

住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活ができるよう、判断能力が不

十分な人の権利と財産を保護する「成年後見制度」の担い手として、地域住

民の視点で支援を行う「市民後見人」を養成するための「市民後見人養成研

修」を実施しています。

市民後見人等

フォローアップ研修

社協で活動している市民後見人、市民生活支援員を対象として「財産管理」

や「身上監護」について専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等）から学

びます。新しい地域福祉推進の参画として市民後見人や市民生活支援員の活

動が期待されています。

千鳥苑かわら版の発行
毎月 回市内 カ所の公共施設に掲示し、地域福祉の拠点として、事業の情

報発信をしています。

男性の料理教室
毎月第一日曜日に男性のボランティア指導のもと、男性のみの料理教室を実

施しています。

リラックス体操
毎月 回、ボランティア指導のもと、高齢者でも気軽に参加できる体操教室

を開催しています。

ものづくり講座
毎月第 水曜日にボランティア指導のもと、手芸等の教室を開催していま

す。資　
料　
編



資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 １：拠点施設の活用

具体的な取組①：拠点施設における地域福祉活動の推進

【地域福祉活動に関する事業】

事業名等 概要

区福祉会支援※再掲

（集いの場づくり）

古賀市内の 福祉会が、公民館を拠点に、ひとり暮らしの高齢者や障がい

者の閉じこもり予防、子育て支援を目的とし、見守り活動、誰でも集える場

の推進を行っています。

地域支え合い

ネットワーク（協議体）の構

築

介護予防・日常生活支援総合事業において、豊かな地域福祉活動の充実をめ

ざし、地域の支え合いネットワークの構築を行い、住み慣れた地域で高齢者

が安心して暮らせる体制を整備しています。

市民後見人等

ミーティング

社協で活動している市民後見人、市民生活支援員を対象として学習及び情報

交換や交流の場として実施しています。事例検討等も通して利用者の困りご

とや支援のあり方等日々の活動に役立てるため研鑽を積んでいます。

千鳥苑・小中学生への

学習室無料開放

保護者の就業等で安心して過ごせる居場所がない児童・生徒に、センターの

無料開放を行っています。

センター送迎バス運行
市内要所に千鳥苑（古賀市社会福祉センター）を利用する方のためのバスの

運行をしています。

買物支援
月に数回、利用者の利便性を図るために、野菜や日用品の移動販売の場の提

供を行っています。

地域交流
千鳥校区福祉会主催の「もちつき大会」「そうめん流しの集い」の場の提供

を行っています。

千鳥苑感謝祭、

カラオケ発表会

利用者の発表の場の提供を行っています。

親子料理教室 就学前の子どもと保護者の体験の場の提供を行っています。

春、秋のお茶会
自然良き環境の場において利用者同士のつながりの場の提供を行っていま

す。

麻雀交流会
利用者が増えた麻雀の交流会を年２回行っています。運営、実施は利用者主

催です。

夏休み子ども体験道場
日頃、体験できないような内容で子どもの居場所作りの場の提供を行ってい

ます。

資料編

事業名等 概要

ボランティア講座の開催

市民向け・子ども向け

市民向け・子ども向けのボランティア講座やボランティア交流会を行い、意

識の向上や新たな担い手の発掘を行っています。

福祉学習支援及び

福祉学習プログラムの

提示

学校・地域・企業を対象に福祉に関する事柄の学習・研修や福祉用具の貸し

出しを行い、知識・資源の提供のみならず、思いやりの心を育むことを目的

としています。

社協による出前講座

福祉会関係団体だけではなく、地域の多様な団体、事業、企業など、より多

くの方に、福祉について知っていただくことを目的に「地域福祉について」

や「視覚障がい者、車いす体験」といった福祉学習などを行っています。ま

た、一部講座では障がい者団体に講師になっていただき、地域との交流を目

的とした講座も行っています。

ぼいす通信の定期発行
ボランティアの募集や事業の報告等を行い、ニーズの発見や新しい担い手の

発掘をめざしています。

地域福祉事業のＰＲ
地域福祉関連記事（地域福祉事業、講座、養成研修等）を、広報誌「社協だ

より」、チラシ、ホームページに掲載し普及と推進を図っています。

市民後見人養成研修

住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活ができるよう、判断能力が不

十分な人の権利と財産を保護する「成年後見制度」の担い手として、地域住

民の視点で支援を行う「市民後見人」を養成するための「市民後見人養成研

修」を実施しています。

市民後見人等

フォローアップ研修

社協で活動している市民後見人、市民生活支援員を対象として「財産管理」

や「身上監護」について専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等）から学

びます。新しい地域福祉推進の参画として市民後見人や市民生活支援員の活

動が期待されています。

千鳥苑かわら版の発行
毎月 回市内 カ所の公共施設に掲示し、地域福祉の拠点として、事業の情

報発信をしています。

男性の料理教室
毎月第一日曜日に男性のボランティア指導のもと、男性のみの料理教室を実

施しています。

リラックス体操
毎月 回、ボランティア指導のもと、高齢者でも気軽に参加できる体操教室

を開催しています。

ものづくり講座
毎月第 水曜日にボランティア指導のもと、手芸等の教室を開催していま

す。 資　
料　
編



資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組②：災害に備えた地域づくり

【災害に備えた地域づくりおける主な取組】

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組③：見守り活動の充実

【見守り活動の充実における主な取組】

事業名等 概要

見守り活動支援

主にひとり暮らしの高齢者等を対象に、定期的に自宅を訪問し、困りごと相

談や行事の案内、その他生活に役立つ情報の提供などを行っています。

この活動により、健康状態の確認や閉じこもり防止につながっています。

事業名等 概要

災害ボランティア本部設置

運営訓練の実施

災害発生時に災害ボランティア本部の設置や運営が円滑に進むために、定期

的な災害ボランティア本部設置運営訓練を行っています。

災害ボランティア本部設置

運営の手引き

見直し

災害ボランティア本部設置訓練等をとおし、手引きの内容を見直し、職員間で

共通認識をもちながら、災害発生及び本部設置時に円滑に行動するための準備

を行っています。

避難訓練の実施
千鳥苑（古賀市社会福祉センター）では、年 回、利用者と共に避難訓練、

職員のための誘導訓練を実施しています。

災害時相互支援の推進

・古賀市・自主防災組織との

連携

災害時相互支援協定の締結

① 三市社協（福津、宗像、古賀）

② 宗像青年会議所

③ 糟屋地区社協（一市七町、福岡県社協）

行政区自主防災組織を中心に計画される防災訓練への参加

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具 体 的 な 取 組 ①：権利擁護体制の構築

【権利擁護体制の構築に関する主な事業】

事業名等 概要

安心生活サポート事業

高齢や障がいのため日常生活に不安を持っている人が地域で安心して生活

できるよう、相談援助や金銭管理などの生活マネジメントを実施し、困難事

例に関しては、他の制度や機関との連携を強化しています。

法人後見事業

住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活ができるよう、判断能力が不

十分な人の権利と財産を保護するため、家庭裁判所から成年被後見等の審判

を受けた方の支援を本会が法人後見を受任し、財産管理や身上監護を行いま

す。実施にあたっては、 年度に市民後見人養成研修を修了した市民が、

法人後見の中で市民後見活動を行っています。

生活よろず相談
千鳥苑（古賀市社会福祉センター）において、月に一度、利用者が困りごと

を気軽に相談できる場の提供を行っています。

弁護士無料相談

月と 月にそれぞれ１回ずつ、午後 枠を上限として、弁護士による無

料相談を実施しています。相続や終活等に関する課題等を、 人 分を基

本として受けています。

安心生活相談

日常生活において、不安を持っている人やその支援者に対し、相談窓口を設

置しています。権利擁護制度、生活福祉資金、生活困窮等に関しては、具体

的な支援も行っています。

生活福祉資金

貸付相談

低所得者、障がい者又は高齢者世帯に対し、資金の貸付けと必要な援助指導を

行うことで、その経済的自立及び生活意欲の助長を図り、安定した生活を送る

ことができるようにすることを目的としています。資金の貸付については、資

金の種類ごとに、要件、限度額等それぞれの用途に応じて行っています。

資　
料　
編



資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組②：災害に備えた地域づくり

【災害に備えた地域づくりおける主な取組】

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組③：見守り活動の充実

【見守り活動の充実における主な取組】

事業名等 概要

見守り活動支援

主にひとり暮らしの高齢者等を対象に、定期的に自宅を訪問し、困りごと相

談や行事の案内、その他生活に役立つ情報の提供などを行っています。

この活動により、健康状態の確認や閉じこもり防止につながっています。

事業名等 概要

災害ボランティア本部設置

運営訓練の実施

災害発生時に災害ボランティア本部の設置や運営が円滑に進むために、定期

的な災害ボランティア本部設置運営訓練を行っています。

災害ボランティア本部設置

運営の手引き

見直し

災害ボランティア本部設置訓練等をとおし、手引きの内容を見直し、職員間で

共通認識をもちながら、災害発生及び本部設置時に円滑に行動するための準備

を行っています。

避難訓練の実施
千鳥苑（古賀市社会福祉センター）では、年 回、利用者と共に避難訓練、

職員のための誘導訓練を実施しています。

災害時相互支援の推進

・古賀市・自主防災組織との

連携

災害時相互支援協定の締結

① 三市社協（福津、宗像、古賀）

② 宗像青年会議所

③ 糟屋地区社協（一市七町、福岡県社協）

行政区自主防災組織を中心に計画される防災訓練への参加

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具 体 的 な 取 組 ①：権利擁護体制の構築

【権利擁護体制の構築に関する主な事業】

事業名等 概要

安心生活サポート事業

高齢や障がいのため日常生活に不安を持っている人が地域で安心して生活

できるよう、相談援助や金銭管理などの生活マネジメントを実施し、困難事

例に関しては、他の制度や機関との連携を強化しています。

法人後見事業

住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活ができるよう、判断能力が不

十分な人の権利と財産を保護するため、家庭裁判所から成年被後見等の審判

を受けた方の支援を本会が法人後見を受任し、財産管理や身上監護を行いま

す。実施にあたっては、 年度に市民後見人養成研修を修了した市民が、

法人後見の中で市民後見活動を行っています。

生活よろず相談
千鳥苑（古賀市社会福祉センター）において、月に一度、利用者が困りごと

を気軽に相談できる場の提供を行っています。

弁護士無料相談

月と 月にそれぞれ１回ずつ、午後 枠を上限として、弁護士による無

料相談を実施しています。相続や終活等に関する課題等を、 人 分を基

本として受けています。

安心生活相談

日常生活において、不安を持っている人やその支援者に対し、相談窓口を設

置しています。権利擁護制度、生活福祉資金、生活困窮等に関しては、具体

的な支援も行っています。

生活福祉資金

貸付相談

低所得者、障がい者又は高齢者世帯に対し、資金の貸付けと必要な援助指導を

行うことで、その経済的自立及び生活意欲の助長を図り、安定した生活を送る

ことができるようにすることを目的としています。資金の貸付については、資

金の種類ごとに、要件、限度額等それぞれの用途に応じて行っています。
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資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組②：地域における公益的な取組の推進

【地域における公益的な取組について】

事業名等 概要

古賀市社協独自

食糧支援

生活困窮者に対し、古賀市（賞味期限間近の災害時備蓄食料）、市民（食料

品）からの寄附食料品を給付しています。

ふくおかライフ

レスキュー事業

県内の社会福祉法人が団結し、生活困窮等に陥っていても既存制度では解決

できずに困っている方々等に対して、各法人に配置されたサポーターが相談

支援を行い、地域の社会福祉法人がそれぞれの専門性や資源を活かして相談

援助と共に、現物給付（公共料金、食料品等）支援を行っています。

社会福祉法人連携
古賀市社会福祉法人連絡協議会（仮称）の立ち上げに向け準備会を実施して

います。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組①：福祉サービスの利用促進

【福祉サービスに関する主な事業】

事業名等 概要

居宅介護支援事業

利用者が、できるだけ自宅で自分らしく暮らせるよう、介護支援専門員（ケ

アマネジャー）が、その方に合った計画を作成しています。また、利用者を

取り巻く家族等が抱えている生活課題にも目を向け、必要に応じ社協内部又

は、外部相談窓口へつないでいます。

通所介護事業

住み慣れた地域で安心して健康的な在宅生活を送るため、運動や交流により

生きがいや楽しみを感じることができるようサービス提供をしています。ま

た、定期的に外出することでの閉じこもり防止、介護者の休息時間の確保的

機能も持っています。

訪問介護事業

高齢者や障がいのある人が、在宅生活を継続していくために必要な家事援

助・身体介護サービスを提供しています。また、子育て世帯等に対し、福祉

制度で対応できない日常生活課題の支援をしています。訪問介護員の訪問に

よる会話や相談を通して、身近な困りごとの発見につながる場合もありま

す。

特定相談支援事業
障がいがある人の生活ニーズを把握し、利用者の目標達成につながる利用者

中心の計画作成に努めています。

安心生活サポート事業

高齢や障がいのため日常生活に不安を持っている人が地域で安心して生活

できるよう、相談援助や金銭管理などの生活マネジメントを実施し、困難事

例に関しては、他の制度や機関との連携を強化します。特に、相談援助とし

て、福祉サービスの利用に関し、利用者の利益の保護を図る支援を行ってい

ます。

安心生活相談

※再掲

日常生活において、不安を持っている人やその支援者に対し、相談窓口を設

置しています。権利擁護制度、生活福祉資金、生活困窮等に関しては、具体

的な支援も行っています。

生活よろず相談

※再掲

千鳥苑（古賀市社会福祉センター）において、月に一度、利用者が困りごと

を気軽に相談できる場の提供を行っています。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資　
料　
編



資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組②：地域における公益的な取組の推進

【地域における公益的な取組について】

事業名等 概要

古賀市社協独自

食糧支援

生活困窮者に対し、古賀市（賞味期限間近の災害時備蓄食料）、市民（食料

品）からの寄附食料品を給付しています。

ふくおかライフ

レスキュー事業

県内の社会福祉法人が団結し、生活困窮等に陥っていても既存制度では解決

できずに困っている方々等に対して、各法人に配置されたサポーターが相談

支援を行い、地域の社会福祉法人がそれぞれの専門性や資源を活かして相談

援助と共に、現物給付（公共料金、食料品等）支援を行っています。

社会福祉法人連携
古賀市社会福祉法人連絡協議会（仮称）の立ち上げに向け準備会を実施して

います。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組①：福祉サービスの利用促進

【福祉サービスに関する主な事業】

事業名等 概要

居宅介護支援事業

利用者が、できるだけ自宅で自分らしく暮らせるよう、介護支援専門員（ケ

アマネジャー）が、その方に合った計画を作成しています。また、利用者を

取り巻く家族等が抱えている生活課題にも目を向け、必要に応じ社協内部又

は、外部相談窓口へつないでいます。

通所介護事業

住み慣れた地域で安心して健康的な在宅生活を送るため、運動や交流により

生きがいや楽しみを感じることができるようサービス提供をしています。ま

た、定期的に外出することでの閉じこもり防止、介護者の休息時間の確保的

機能も持っています。

訪問介護事業

高齢者や障がいのある人が、在宅生活を継続していくために必要な家事援

助・身体介護サービスを提供しています。また、子育て世帯等に対し、福祉

制度で対応できない日常生活課題の支援をしています。訪問介護員の訪問に

よる会話や相談を通して、身近な困りごとの発見につながる場合もありま

す。

特定相談支援事業
障がいがある人の生活ニーズを把握し、利用者の目標達成につながる利用者

中心の計画作成に努めています。

安心生活サポート事業

高齢や障がいのため日常生活に不安を持っている人が地域で安心して生活

できるよう、相談援助や金銭管理などの生活マネジメントを実施し、困難事

例に関しては、他の制度や機関との連携を強化します。特に、相談援助とし

て、福祉サービスの利用に関し、利用者の利益の保護を図る支援を行ってい

ます。

安心生活相談

※再掲

日常生活において、不安を持っている人やその支援者に対し、相談窓口を設

置しています。権利擁護制度、生活福祉資金、生活困窮等に関しては、具体

的な支援も行っています。

生活よろず相談

※再掲

千鳥苑（古賀市社会福祉センター）において、月に一度、利用者が困りごと

を気軽に相談できる場の提供を行っています。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資　
料　
編



資料編

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 ２：包括的な相談支援体制の構築

具体的な取組①：多機関の協働による支援

【多機関の協働による支援に向けた主な取組】

事業名等 概要

区福祉会支援

※再掲

古賀市内の 福祉会が、主にひとり暮らしの高齢者や障がい者の閉じこも

り予防を目的として、見守り活動、サロン活動を行っています。本会では、

定例会及びサロン活動に参加し、活動内容の把握、情報の提供及び運営の支

援等を行っています。また、地域の活動団体や事業所等と連携していく準備

を整えています。

当事者団体活動支援

当事者団体の活動相談と活動助成を行っています。また、当事者団体間での

井戸ばた座談会を実施し、情報交換・交流や福祉会をはじめとした地域の他

団体との連携を検討しています。

ボランティアセンター事業

ボランティア個人・団体への活動支援（相談・調整・活動助成等）と福祉学

習（地域、学校、団体等）の推進を行っています。さらに、地域福祉推進の

ため、団体間のつながりづくりを進めていきます。

安心生活相談、安心

生活サポート事業

住民の生活課題をワンストップで対応できる総合相談窓口の機能充実を進

めています。また、利用者が持つ生活課題を解決するために、福祉会をはじ

めとした地域活動団体、医療機関や各種相談機関と連携し、支援を行ってい

ます。

介護、障がい福祉事業
福祉サービスを提供する中で、利用者を取り巻く地域住民、事業所等と連携

しています。

社会福祉法人連携
古賀市の社会福祉法人が連携し、古賀市の公益的取組として行っていくべき

ものについて、検討していきます。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資料編

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 １：地域住民等による相互の連携

具体的な取組①：連携体制の構築

【連携体制の構築に向けた主な取組】

事業名等 概要

地域支え合い

ネットワーク（協議体）の構

築※再掲

介護予防・日常生活支援総合事業において、豊かな地域福祉活動の充実をめ

ざし、地域の支え合いネットワークの構築を行い、住み慣れた地域で高齢者

が安心して暮らせる体制を整備しています。

区福祉会支援

（集いの場づくり）

※再掲

古賀市内の 福祉会が、主にひとり暮らしの高齢者や障がい者の閉じこも

り予防を目的として、見守り活動、サロン活動を行っています。本会では、

定例会及びサロン活動に参加し、活動内容の把握、情報の提供及び運営の支

援等を行っています。

高齢者、障がい児・者の活動

支援 ※再掲

仲間づくり、他団体、機関とのつながりづくりを目的に、井戸ばた座談会の

開催や団体の啓発活動、相談支援を行っています。

個人、団体ボランティアの

登録推進

社協に個人ボランティア・団体ボランティアとして登録をしてもらい、活動

紹介や活動への支援、助成金の交付等を行っています。

ボランティア活動の場の提供

地域派遣ボランティアとして地域に周知を行い、各所から依頼があった場合

にボランティアとの調整を行っています。個人ボランティアに関しても、地

域からニーズがあった場合に個人ボランティアや関係機関とマッチングを

行っています。

ボランティア団体

ヒアリング

ボランティア団体に対してヒアリングを行い、活動上の課題や希望を聞き取

りながら、活動を円滑に行うことができるように支援しています。

市民活動支援センター、

地域活動サポートセンター

等との連携

市民活動支援センターや地域活動サポートセンターをはじめとした、ボラン

ティアに関係する行政窓口（センター）等と定期的な情報交換を行い、各々

の事業の質の向上を図っています。

ボランティア交流会の開催

社協に登録しているボランティア関係者のみではなく、ボランティアに興味が

ある市民全員を対象に行い、情報交換やグループワークを通してボランティア

同士の連携の強化や新しい活動の場の提供等を目的とし、開催しています。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資　
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編



資料編

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 ２：包括的な相談支援体制の構築

具体的な取組①：多機関の協働による支援

【多機関の協働による支援に向けた主な取組】

事業名等 概要

区福祉会支援

※再掲

古賀市内の 福祉会が、主にひとり暮らしの高齢者や障がい者の閉じこも

り予防を目的として、見守り活動、サロン活動を行っています。本会では、

定例会及びサロン活動に参加し、活動内容の把握、情報の提供及び運営の支

援等を行っています。また、地域の活動団体や事業所等と連携していく準備

を整えています。

当事者団体活動支援

当事者団体の活動相談と活動助成を行っています。また、当事者団体間での

井戸ばた座談会を実施し、情報交換・交流や福祉会をはじめとした地域の他

団体との連携を検討しています。

ボランティアセンター事業

ボランティア個人・団体への活動支援（相談・調整・活動助成等）と福祉学

習（地域、学校、団体等）の推進を行っています。さらに、地域福祉推進の

ため、団体間のつながりづくりを進めていきます。

安心生活相談、安心

生活サポート事業

住民の生活課題をワンストップで対応できる総合相談窓口の機能充実を進

めています。また、利用者が持つ生活課題を解決するために、福祉会をはじ

めとした地域活動団体、医療機関や各種相談機関と連携し、支援を行ってい

ます。

介護、障がい福祉事業
福祉サービスを提供する中で、利用者を取り巻く地域住民、事業所等と連携

しています。

社会福祉法人連携
古賀市の社会福祉法人が連携し、古賀市の公益的取組として行っていくべき

ものについて、検討していきます。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。

資料編

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 １：地域住民等による相互の連携

具体的な取組①：連携体制の構築

【連携体制の構築に向けた主な取組】

事業名等 概要

地域支え合い

ネットワーク（協議体）の構

築※再掲

介護予防・日常生活支援総合事業において、豊かな地域福祉活動の充実をめ

ざし、地域の支え合いネットワークの構築を行い、住み慣れた地域で高齢者

が安心して暮らせる体制を整備しています。

区福祉会支援

（集いの場づくり）

※再掲

古賀市内の 福祉会が、主にひとり暮らしの高齢者や障がい者の閉じこも

り予防を目的として、見守り活動、サロン活動を行っています。本会では、

定例会及びサロン活動に参加し、活動内容の把握、情報の提供及び運営の支

援等を行っています。

高齢者、障がい児・者の活動

支援 ※再掲

仲間づくり、他団体、機関とのつながりづくりを目的に、井戸ばた座談会の

開催や団体の啓発活動、相談支援を行っています。

個人、団体ボランティアの

登録推進

社協に個人ボランティア・団体ボランティアとして登録をしてもらい、活動

紹介や活動への支援、助成金の交付等を行っています。

ボランティア活動の場の提供

地域派遣ボランティアとして地域に周知を行い、各所から依頼があった場合

にボランティアとの調整を行っています。個人ボランティアに関しても、地

域からニーズがあった場合に個人ボランティアや関係機関とマッチングを

行っています。

ボランティア団体

ヒアリング

ボランティア団体に対してヒアリングを行い、活動上の課題や希望を聞き取

りながら、活動を円滑に行うことができるように支援しています。

市民活動支援センター、

地域活動サポートセンター

等との連携

市民活動支援センターや地域活動サポートセンターをはじめとした、ボラン

ティアに関係する行政窓口（センター）等と定期的な情報交換を行い、各々

の事業の質の向上を図っています。

ボランティア交流会の開催

社協に登録しているボランティア関係者のみではなく、ボランティアに興味が

ある市民全員を対象に行い、情報交換やグループワークを通してボランティア

同士の連携の強化や新しい活動の場の提供等を目的とし、開催しています。

事業名 概要 

地域における公益的事業の推進 社会福祉事業又は公益事業を行うに当たり、日常生活

又は社会生活上、支援を要する者に対する無料又は低

額の料金で、福祉サービスを提供することを責務とし

て規定。 

 

【課題について】

現在（仮）古賀市社会福祉法人連絡協議会の立ち上げに向け準備中。

【今後の方向性について】

・社会福祉法人のネットワーク（仮：古賀市社会福祉法人連絡協議会）を構築し、顔の見える関係が

できることで、連携強化を図りたい。

・さまざまな生活課題を共有していく中で、各法人の強みを生かした支援の仕組みの構築を図ってい

きます。
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資料編

事業名等 概要

古賀市健康福祉まつり

（ 年度から

単独開催）

毎年 月、サンコスモ古賀において骨密度等の健康測定や講演会、各団体に

おけるステージ発表といった健康や福祉などに関するさまざまな催し物を行

い、健康や福祉などについて考えるきっかけの場として開催しています。

認知症サポーター

養成講座

周囲の理解と気遣いがあれば認知症になっても住み慣れた地域で少しでも

長く安心して暮らせることができます。「認知症サポーター養成講座」では、

認知症に関するさまざまな知識を習得でき、受講者は「認知症サポーター」

となります。一人でも多く「認知症サポーター」を増やし、認知症の方が安

心して生活できる地域をめざし、講座を開催しています。

基 本 目 標 Ⅰ：「啓発～意識づくり～」

基 本 方 針 １：地域福祉意識の向上

具体的な取組②：人権意識の高揚

【人権意識の高揚に向けた主な取組について】

事業名等 概要

いのち輝くまち☆こが

月 日～ 日までの一週間を「人権尊重週間」として、市内啓発を

年から実施し、市民が共に生き、共に支えあう人権が尊重されるいのち輝く

まちづくりをめざして、さまざまな啓発活動を行っています。

校区人権啓発研修会

「校区人権啓発研修会」は、各小学校区（ 小学校区）を対象に、実状にあ

ったテーマを選定し、啓発教材を活用したグループワークや講演会など、各

小学校区で年 回、合計 回を開催し、地域内・地域間における人権教育

の推進を実施しています。

古賀市同和問題を考える

市民のつどい

同和問題の解決を自分自身の課題としてとらえ、一人ひとりの人権意識の高

揚を図るため、 月を「同和問題啓発強調月間」と定め、街頭啓発や講演会

などさまざまな人権啓発活動を行ってます。

みんなの人権セミナー
古賀市人権施策基本指針が示す個別の人権問題から、それぞれの課題をテー

マに講演会やフィールドワークを行っています。

資料編

１０．これまでの古賀市の主な取組（２０１９年３月末時点）

基 本 目 標 Ⅰ：「啓発～意識づくり～」

基 本 方 針 １：地域福祉意識の向上

具体的な取組①：地域生活課題の共有

【地域福祉意識の向上に向けた主な研修・講座等について】

事業名等 概要

井戸ばた座談会

（重点的な取組）

井戸ばた座談会は、市民・社協・古賀市の三者が中心となって「地域、団体

の発展、改善に向けて、現状や課題について話し合う場」を実施しています。

まちづくり出前講座

（重点的な取組）

市政に関する講座を設け、市民の要望に応じて市職員等を講師として派遣し

ています。市職員等が地域の公民館等に出向き市民に直接説明することによ

り、市政に関する市民の理解を深めます。地域福祉に関することや健康、子

育てや障がい者福祉に関することなどさまざまな講座を実施しており、一部

の講座については、社協や介護事業所等が講師として参画しています。

介護予防サポーター

養成講座及び

フォローアップ研修

運動や音楽活動を通し、地域介護予防活動の推進を図ることを目的に、古賀

市が推進する「家トレ運動」「ニギニギ体操」「ボール運動」「介護予防鍵盤

ハーモニカ」「音楽レクリエーション」等の養成講座を実施しています。

ゲートキーパー研修

ゲートキーパー（自殺の危険性に気付き、適切な関係機関につなぐ）の役割

を担う人材を養成する研修です。 年度は、自殺対策計画を策定し、

年度からは、計画に基づいた自殺対策の推進に取り組んでいきます。

健康づくり等

関連サポーター

合同研修

健康づくり等関連サポーター（健康づくり推進員、食生活改善推進員、介護

予防運動サポーター、音楽ボランティア、子育て応援サポーター等）を対象

に合同研修会を開催することにより、各サポーター及び団体の活動の充実を

図るとともに、参加者の地域内での仲間づくりを推進しています。

高齢者ライフ

プランニング

養成講座

古賀市内に在住する概ね 歳以上の方を対象に、今後の人生における、「生

きがいづくり」「経済」「介護」「看取り」等の研修を行っています。受講

者と共に生活を振り返りながら、今後のプランニングを行い、社会参画を促

していきます。

子育て応援

サポーター定例会

地域と行政をつなぎ、一体となって子育て世帯を支援できるように、子育て

応援サポーター定例会において「子育て支援」等について継続して学ぶとと

もに、地域で実施されている子育て支援（子育てサロン等）について情報共

有を行い、子育て世帯に必要な情報を提供できるようにしています。
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資料編

事業名等 概要

古賀市健康福祉まつり

（ 年度から

単独開催）

毎年 月、サンコスモ古賀において骨密度等の健康測定や講演会、各団体に

おけるステージ発表といった健康や福祉などに関するさまざまな催し物を行

い、健康や福祉などについて考えるきっかけの場として開催しています。

認知症サポーター

養成講座

周囲の理解と気遣いがあれば認知症になっても住み慣れた地域で少しでも

長く安心して暮らせることができます。「認知症サポーター養成講座」では、

認知症に関するさまざまな知識を習得でき、受講者は「認知症サポーター」

となります。一人でも多く「認知症サポーター」を増やし、認知症の方が安

心して生活できる地域をめざし、講座を開催しています。

基 本 目 標 Ⅰ：「啓発～意識づくり～」

基 本 方 針 １：地域福祉意識の向上

具体的な取組②：人権意識の高揚

【人権意識の高揚に向けた主な取組について】

事業名等 概要

いのち輝くまち☆こが

月 日～ 日までの一週間を「人権尊重週間」として、市内啓発を

年から実施し、市民が共に生き、共に支えあう人権が尊重されるいのち輝く

まちづくりをめざして、さまざまな啓発活動を行っています。

校区人権啓発研修会

「校区人権啓発研修会」は、各小学校区（ 小学校区）を対象に、実状にあ

ったテーマを選定し、啓発教材を活用したグループワークや講演会など、各

小学校区で年 回、合計 回を開催し、地域内・地域間における人権教育

の推進を実施しています。

古賀市同和問題を考える

市民のつどい

同和問題の解決を自分自身の課題としてとらえ、一人ひとりの人権意識の高

揚を図るため、 月を「同和問題啓発強調月間」と定め、街頭啓発や講演会

などさまざまな人権啓発活動を行ってます。

みんなの人権セミナー
古賀市人権施策基本指針が示す個別の人権問題から、それぞれの課題をテー

マに講演会やフィールドワークを行っています。

資料編

１０．これまでの古賀市の主な取組（２０１９年３月末時点）

基 本 目 標 Ⅰ：「啓発～意識づくり～」

基 本 方 針 １：地域福祉意識の向上

具体的な取組①：地域生活課題の共有

【地域福祉意識の向上に向けた主な研修・講座等について】

事業名等 概要

井戸ばた座談会

（重点的な取組）

井戸ばた座談会は、市民・社協・古賀市の三者が中心となって「地域、団体

の発展、改善に向けて、現状や課題について話し合う場」を実施しています。

まちづくり出前講座

（重点的な取組）

市政に関する講座を設け、市民の要望に応じて市職員等を講師として派遣し

ています。市職員等が地域の公民館等に出向き市民に直接説明することによ

り、市政に関する市民の理解を深めます。地域福祉に関することや健康、子

育てや障がい者福祉に関することなどさまざまな講座を実施しており、一部

の講座については、社協や介護事業所等が講師として参画しています。

介護予防サポーター

養成講座及び

フォローアップ研修

運動や音楽活動を通し、地域介護予防活動の推進を図ることを目的に、古賀

市が推進する「家トレ運動」「ニギニギ体操」「ボール運動」「介護予防鍵盤

ハーモニカ」「音楽レクリエーション」等の養成講座を実施しています。

ゲートキーパー研修

ゲートキーパー（自殺の危険性に気付き、適切な関係機関につなぐ）の役割

を担う人材を養成する研修です。 年度は、自殺対策計画を策定し、

年度からは、計画に基づいた自殺対策の推進に取り組んでいきます。

健康づくり等

関連サポーター

合同研修

健康づくり等関連サポーター（健康づくり推進員、食生活改善推進員、介護

予防運動サポーター、音楽ボランティア、子育て応援サポーター等）を対象

に合同研修会を開催することにより、各サポーター及び団体の活動の充実を

図るとともに、参加者の地域内での仲間づくりを推進しています。

高齢者ライフ

プランニング

養成講座

古賀市内に在住する概ね 歳以上の方を対象に、今後の人生における、「生

きがいづくり」「経済」「介護」「看取り」等の研修を行っています。受講

者と共に生活を振り返りながら、今後のプランニングを行い、社会参画を促

していきます。

子育て応援

サポーター定例会

地域と行政をつなぎ、一体となって子育て世帯を支援できるように、子育て

応援サポーター定例会において「子育て支援」等について継続して学ぶとと

もに、地域で実施されている子育て支援（子育てサロン等）について情報共

有を行い、子育て世帯に必要な情報を提供できるようにしています。
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資料編

施設名 概要

市内児童館・児童センター

歳〜 歳までの子どもたちが、自由に遊んだり、また、自主的な活動を行

うための施設として市内 カ所（米多比・千鳥・鹿部）に設置しています。

乳幼児とその保護者を対象に、絵本をとおした活動、音楽をとおした活動、

物づくりをとおした活動を行う乳幼児事業や小中学生を対象に、制作活動や

ゲーム・運動、また児童センターで行われるまつり等の企画・運営など「豊

かな体験」と「異年齢交流」を目的とした事業を実施しています。

地域活動支援センター

「みどり」

精神障がい者の社会生活を支えるため、本人や家族からの不安や相談を、精

神保健福祉士などの専門家と一緒に考えることができるよう、福間病院（福

津市）敷地内に窓口を開設しています。また、センター内の憩いの場「ひろ

ば」では、精神障がい者が気軽に立ち寄り過ごせる場所を設け、行事活動も

実施し、居場所や社会との交流の機会を提供しています。

地域公民館

地域住民によって組織され、各種の事業を行い、住民の教養の向上、健康の

増進を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与し、住みよい地域づく

りをめざした住民の自治活動実践の場として利用されています。

つながりひろば

（市民活動支援センター）

ＮＰＯやボランティア活動など、さまざまな分野の市民活動を行っている団

体や、これから活動をはじめようと考えている人たちが、交流したり、活動

に関する情報の発信や収集をするための場所として、リーパスプラザこが中

央公民館 階に開設しています。社協のボランティアセンターと連携し、団

体活動への支援を行っています。

認知症カフェ

認知症の人やその介護者、地域住民、医療や介護の専門職が気軽に集い、交

流する場として開設しています。支援する人たちが参加して話し合い、相談

をしたり、情報を交換したりすることで、認知症の人やその介護者を地域全

体で支援することを目的としています。 年 月現在、サロンひばり苑

（中央区）とケアラーズカフェ菜の花（リーパスプラザこが交流館内）の

カ所開設しています。

リーパスプラザこが

古賀市生涯学習センター）

市民の生涯にわたる学習活動を総合的に支援し、豊かな生涯学習社会の実現

のため、生涯学習の拠点施設として開館しています。会議室等の貸出を行っ

ており、生涯学習の拠点施設にとどまらず地域福祉の拠点施設としても利用

されています。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 １：拠点施設の活用

具体的な取組①：拠点施設における地域福祉活動の推進

【主な拠点施設】

施設名 概要

古賀市介護予防支援センター

「ふれあいセンターりん」

高齢者等の健康の保持増進及び福祉の向上に資するため、生きがい活動等の

介護予防支援事業を実施しています。

古賀市高齢者生きがい

づくり支援センター

「えんがわ」

古賀市立古賀東小学校の旧用務員室を利用し、高齢者による高齢者の生きが

いづくり、介護予防、レクリエーション及び世代間交流並びに地域福祉の向

上に資する市民の活動を支援しています。 年 月から貸館として運営

しています。

千鳥苑

（古賀市社会福祉センター）

市民の社会福祉の充実、健康の保持増進及び教養の向上のため、市民の交流

及び活動の場を提供しています。また、高齢者等に対し、通所による介護予

防の支援や多世代間の交流促進といった生きがい活動【古賀市介護予防支援

事業（しゃんしゃん）】を実施しており、地域福祉の拠点施設として展開し

ています。

古賀市障害者

生活支援センター「咲」

障がい者の日常生活を支えるため、仕事や家族などの心配事や、障害者手帳・

障害福祉サービスなど制度に関する疑問を解消する身近な相談窓口として

開設しています。センター内には、日中一時支援事業所「さくらんぼキッズ」

や地域交流スペースを併設しています。また、センター内の相談室で定期的

にピアカウンセリングを実施し、障がい者やその家族が相談員となって、同

じ立場で分かり合える悩みや経験談を話し合うことができる場を設けてい

ます。

ひだまり館（隣保館）

地域住民のコミュニティーセンターとして社会福祉の増進を図るとともに、

人権・同和問題の速やかな解決を図るために設置された市の施設です。古賀

市民で、社会福祉の増進や、隣保事業に則ったあらゆる人権課題の解決を図

るための活動をしている団体やサークルと連携しています。

サンコスモ古賀

（古賀市保健福祉総合センター）

市民の健康増進及び福祉向上に関する総合的な施策を推進するとともに、市

民の自主的な健康、安心、生きがいづくりの支援に資するために設置してい

ます。 階研修室の貸出を行っており、地域福祉の拠点施設としても利用さ

れています。
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資料編

施設名 概要

市内児童館・児童センター

歳〜 歳までの子どもたちが、自由に遊んだり、また、自主的な活動を行

うための施設として市内 カ所（米多比・千鳥・鹿部）に設置しています。

乳幼児とその保護者を対象に、絵本をとおした活動、音楽をとおした活動、

物づくりをとおした活動を行う乳幼児事業や小中学生を対象に、制作活動や

ゲーム・運動、また児童センターで行われるまつり等の企画・運営など「豊

かな体験」と「異年齢交流」を目的とした事業を実施しています。

地域活動支援センター

「みどり」

精神障がい者の社会生活を支えるため、本人や家族からの不安や相談を、精

神保健福祉士などの専門家と一緒に考えることができるよう、福間病院（福

津市）敷地内に窓口を開設しています。また、センター内の憩いの場「ひろ

ば」では、精神障がい者が気軽に立ち寄り過ごせる場所を設け、行事活動も

実施し、居場所や社会との交流の機会を提供しています。

地域公民館

地域住民によって組織され、各種の事業を行い、住民の教養の向上、健康の

増進を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与し、住みよい地域づく

りをめざした住民の自治活動実践の場として利用されています。

つながりひろば

（市民活動支援センター）

ＮＰＯやボランティア活動など、さまざまな分野の市民活動を行っている団

体や、これから活動をはじめようと考えている人たちが、交流したり、活動

に関する情報の発信や収集をするための場所として、リーパスプラザこが中

央公民館 階に開設しています。社協のボランティアセンターと連携し、団

体活動への支援を行っています。

認知症カフェ

認知症の人やその介護者、地域住民、医療や介護の専門職が気軽に集い、交

流する場として開設しています。支援する人たちが参加して話し合い、相談

をしたり、情報を交換したりすることで、認知症の人やその介護者を地域全

体で支援することを目的としています。 年 月現在、サロンひばり苑

（中央区）とケアラーズカフェ菜の花（リーパスプラザこが交流館内）の

カ所開設しています。

リーパスプラザこが

古賀市生涯学習センター）

市民の生涯にわたる学習活動を総合的に支援し、豊かな生涯学習社会の実現

のため、生涯学習の拠点施設として開館しています。会議室等の貸出を行っ

ており、生涯学習の拠点施設にとどまらず地域福祉の拠点施設としても利用

されています。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 １：拠点施設の活用

具体的な取組①：拠点施設における地域福祉活動の推進

【主な拠点施設】

施設名 概要

古賀市介護予防支援センター

「ふれあいセンターりん」

高齢者等の健康の保持増進及び福祉の向上に資するため、生きがい活動等の

介護予防支援事業を実施しています。

古賀市高齢者生きがい

づくり支援センター

「えんがわ」

古賀市立古賀東小学校の旧用務員室を利用し、高齢者による高齢者の生きが

いづくり、介護予防、レクリエーション及び世代間交流並びに地域福祉の向

上に資する市民の活動を支援しています。 年 月から貸館として運営

しています。

千鳥苑

（古賀市社会福祉センター）

市民の社会福祉の充実、健康の保持増進及び教養の向上のため、市民の交流

及び活動の場を提供しています。また、高齢者等に対し、通所による介護予

防の支援や多世代間の交流促進といった生きがい活動【古賀市介護予防支援

事業（しゃんしゃん）】を実施しており、地域福祉の拠点施設として展開し

ています。

古賀市障害者

生活支援センター「咲」

障がい者の日常生活を支えるため、仕事や家族などの心配事や、障害者手帳・

障害福祉サービスなど制度に関する疑問を解消する身近な相談窓口として

開設しています。センター内には、日中一時支援事業所「さくらんぼキッズ」

や地域交流スペースを併設しています。また、センター内の相談室で定期的

にピアカウンセリングを実施し、障がい者やその家族が相談員となって、同

じ立場で分かり合える悩みや経験談を話し合うことができる場を設けてい

ます。

ひだまり館（隣保館）

地域住民のコミュニティーセンターとして社会福祉の増進を図るとともに、

人権・同和問題の速やかな解決を図るために設置された市の施設です。古賀

市民で、社会福祉の増進や、隣保事業に則ったあらゆる人権課題の解決を図

るための活動をしている団体やサークルと連携しています。

サンコスモ古賀

（古賀市保健福祉総合センター）

市民の健康増進及び福祉向上に関する総合的な施策を推進するとともに、市

民の自主的な健康、安心、生きがいづくりの支援に資するために設置してい

ます。 階研修室の貸出を行っており、地域福祉の拠点施設としても利用さ

れています。
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資料編

【居場所としての拠点施設の活用事例】

施設名 概要

古賀市地域活動

サポートセンター

「ゆい」

介護予防及び生活支援の地域活性化のための拠点として位置付け、地域の健康づ

くりや生きがいづくり等のサロン活動の推進や介護予防サポーターの登録、それ

にともなう人材育成、地域のニーズと人材も含むマッチングなどを行っています。

本センターに生活支援コーディネーターを配置し、地域支え合いネットワークの

拠点として、社協と連携し、地域の介護予防と生活支援の充実を図っています。

市内小学校の

旧用務員室

主に校区コミュニティや放課後子供教室（アンビシャス広場）の活動の場として

利用されています。

つどいの広場

『でんでんむし』

乳幼児とその保護者が開館中（利用時間中）に自由に利用できる施設です。スタッ

フによる子育て等に関する相談や支援をはじめ、子育て情報の提供、子育て親子

の交流を促進する等、子育て支援の拠点として、子育ての不安感や孤立感の軽減

を図っています。

ひかりマザーズ

ルーム

（花見光保育園２ ）

地域子育て支援拠点として、育児不安などについての相談指導、子育て情報の提

供等を実施することにより、地域の子育て家庭に対する育児支援を行っています。

保育所体験

「わくわく体験

くらぶ」

就学前の保育所や幼稚園に通っていない児童と保護者を対象に保育所 園 を開放

して、入所児童との交流を行い、子育てについて悩んでいる保護者に子育て相談・

支援を行っています。

まつぼっくり食堂

医療法人恵愛会がサンコスモ古賀内の厨房・食堂施設を活用してまつぼっくり食

堂を開設しています。まつぼっくり食堂では、障害福祉サービス就労継続支援Ｂ

型事業所として、就労支援の場であるとともに、地域住民が集う場としても機能

しています。

ミニつどいの広場

（青柳・古賀西・花見・

舞の里学童保育所内）

地域の身近な場所で乳幼児とその保護者が気軽に集えるため、近所の子育て仲間

と知り合える居場所となっています。また、地域の子育て支援者がスタッフとし

て携わっており、地域の中で子育てがしやすい環境づくりをしています。

資料編

【主な拠点施設における地域福祉活動支援事業】

事業名等 概要

古賀市公募型補助金

地域の課題の解決を支援し、市民生活の向上を図ることを目的に、市民活動

登録団体等から地域の課題に関する公益的事業を公募し、当該事業に要する

経費の一部につき公募型補助金を公募しています。

古賀市公民館類似施設

整備費補助金

古賀市における社会教育法第 条の公民館に類似する施設の整備を促進

し、社会教育を推進するため、補助金を交付しています。

古賀市高齢者生きがいづくり

支援活動補助金

古賀市高齢者生きがいづくり支援センターの使用を通じて、高齢者による高

齢者の生きがいづくり、介護予防、レクリエーション及び世代間交流並びに

地域福祉の向上に資する活動を行う団体に対し補助金を交付しています。

古賀市分館活動補助金 分館が行う地域活性化に向けた事業に対して補助金を交付しています。

古賀市分館教養学級活動補

助金
分館が教養学級として行う講座等の事業に対して補助金を交付しています。

生涯学習笑顔のつどい

古賀市のさまざまな人や活動が、住んでいる地域や活動分野の垣根を越えて

出会い交流すること、そして参加者が笑顔になれることをめざして、「生涯

学習笑顔のつどい」という名前の実践発表・報告会を開催しています。

ヘルス・ステーションの設置

地域住民を主体とした子どもから高齢者までの健康づくりを推進するため、

地域の人材と身近な公民館等の施設を有効に活用しながら、健康づくりに関

する取組や地域のあらゆる活動をつなぎ、仲間とともに健康意識を向上する

ヘルス・ステーション活動を推進しています。
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資料編

【居場所としての拠点施設の活用事例】

施設名 概要

古賀市地域活動

サポートセンター

「ゆい」

介護予防及び生活支援の地域活性化のための拠点として位置付け、地域の健康づ

くりや生きがいづくり等のサロン活動の推進や介護予防サポーターの登録、それ

にともなう人材育成、地域のニーズと人材も含むマッチングなどを行っています。

本センターに生活支援コーディネーターを配置し、地域支え合いネットワークの

拠点として、社協と連携し、地域の介護予防と生活支援の充実を図っています。

市内小学校の

旧用務員室

主に校区コミュニティや放課後子供教室（アンビシャス広場）の活動の場として

利用されています。

つどいの広場

『でんでんむし』

乳幼児とその保護者が開館中（利用時間中）に自由に利用できる施設です。スタッ

フによる子育て等に関する相談や支援をはじめ、子育て情報の提供、子育て親子

の交流を促進する等、子育て支援の拠点として、子育ての不安感や孤立感の軽減

を図っています。

ひかりマザーズ

ルーム

（花見光保育園２ ）

地域子育て支援拠点として、育児不安などについての相談指導、子育て情報の提

供等を実施することにより、地域の子育て家庭に対する育児支援を行っています。

保育所体験

「わくわく体験

くらぶ」

就学前の保育所や幼稚園に通っていない児童と保護者を対象に保育所 園 を開放

して、入所児童との交流を行い、子育てについて悩んでいる保護者に子育て相談・

支援を行っています。

まつぼっくり食堂

医療法人恵愛会がサンコスモ古賀内の厨房・食堂施設を活用してまつぼっくり食

堂を開設しています。まつぼっくり食堂では、障害福祉サービス就労継続支援Ｂ

型事業所として、就労支援の場であるとともに、地域住民が集う場としても機能

しています。

ミニつどいの広場

（青柳・古賀西・花見・

舞の里学童保育所内）

地域の身近な場所で乳幼児とその保護者が気軽に集えるため、近所の子育て仲間

と知り合える居場所となっています。また、地域の子育て支援者がスタッフとし

て携わっており、地域の中で子育てがしやすい環境づくりをしています。

資料編

【主な拠点施設における地域福祉活動支援事業】

事業名等 概要

古賀市公募型補助金

地域の課題の解決を支援し、市民生活の向上を図ることを目的に、市民活動

登録団体等から地域の課題に関する公益的事業を公募し、当該事業に要する

経費の一部につき公募型補助金を公募しています。

古賀市公民館類似施設

整備費補助金

古賀市における社会教育法第 条の公民館に類似する施設の整備を促進

し、社会教育を推進するため、補助金を交付しています。

古賀市高齢者生きがいづくり

支援活動補助金

古賀市高齢者生きがいづくり支援センターの使用を通じて、高齢者による高

齢者の生きがいづくり、介護予防、レクリエーション及び世代間交流並びに

地域福祉の向上に資する活動を行う団体に対し補助金を交付しています。

古賀市分館活動補助金 分館が行う地域活性化に向けた事業に対して補助金を交付しています。

古賀市分館教養学級活動補

助金
分館が教養学級として行う講座等の事業に対して補助金を交付しています。

生涯学習笑顔のつどい

古賀市のさまざまな人や活動が、住んでいる地域や活動分野の垣根を越えて

出会い交流すること、そして参加者が笑顔になれることをめざして、「生涯

学習笑顔のつどい」という名前の実践発表・報告会を開催しています。

ヘルス・ステーションの設置

地域住民を主体とした子どもから高齢者までの健康づくりを推進するため、

地域の人材と身近な公民館等の施設を有効に活用しながら、健康づくりに関

する取組や地域のあらゆる活動をつなぎ、仲間とともに健康意識を向上する

ヘルス・ステーション活動を推進しています。
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資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組②：災害に備えた地域づくり

【災害に備えた地域づくりにおける主な取組】

事業名等 概要

安心安全キットの配布
災害時に一人ひとりの支援内容を記載した個別計画書の作成依頼と、その計

画を保管する安心安全キットを配布しています。

緊急避難場所・避難所の協

定の締結

緊急避難場所・避難所の協定を締結し、災害時における避難場所の確保に努

めています。

「古賀市地域防災計画」の

策定

災害対策基本法に基づき、市民の生命・身体・財産を守るための市における

災害予防・災害応急対策・災害復旧などを定めた計画を策定しています。

「古賀市避難行動要支援者

避難支援プラン（全体計

画）」の策定

避難行動要支援者が、安全かつ確実に避難できるよう、地域において情報伝

達、避難誘導等の避難支援を受けられる体制を整備することを目的に策定し

ています。

自主防災組織との連携
自主防災組織への避難行動要支援者制度の説明、有事の際の台帳の活用等に

ついて啓発しています。

総合防災マップの配布

日頃の備えや、災害別の避難所一覧（指定緊急避難場所、指定避難場所、福

祉避難所）、ハザードマップなどを掲載した総合防災マップを配布し、市民

に災害避難や防災に関する啓発を行い、災害時の円滑かつ安全な避難体制の

向上をめざしています。

日本赤十字社福岡県支部と

の連携

日本赤十字社福岡県支部と連携し、災害発生時の救援物資の配布をはじめと

したさまざまな取組を行っています。

備蓄倉庫の設置 市内８カ所に備蓄倉庫を設置し、災害に備えています。

避難行動要支援者実態調査

の実施

民生委員児童委員協議会による避難行動要支援者実態調査を実施していま

す。

まちづくり出前講座の実施 地域の防災力を高めるためのまちづくり出前講座を実施しています。

要支援者台帳の作成
避難行動要支援者の把握と支援者への情報提供を目的に要支援者台帳を作

成し、自主防災組織に提供しています。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組①：権利擁護体制の構築

【各福祉分野における権利擁護体制の構築に向けた取組】

分野 取組内容

障がい福祉

古賀市障害福祉サービス事業所連携会議において、社協と連携して成年

後見制度の研修を実施しています。

本人が申立てできず申立をする親族もいない場合、市長による成年後見

申立を行い、本人の経済状況により申立費用と後見人等に対する報酬の

助成を行っています。

障害者生活支援センター「咲」に、障害者虐待防止センター業務を委託

（ 年度～）し、休日や夜間も受付できる相談体制を整えています。

高齢者福祉

法人後見事業を行う社協と連携し、成年後見制度の支援体制の充実を図っ

ています。

本人が申立てできず申立てをする親族もいない場合、市長による成年後

見申立を行い、本人の経済状況により申立費用と後見人等に対する報酬

の助成を行っています。

虐待対応マニュアル等を活用し、虐待の背景を探りながら、本人の安全

確保や家族等へ

の支援を含め、対応や専門機関の支援へつないでいます。

虐待を早期に発見できるよう、関係機関や地域との連携、相談窓口の周

知や虐待防止に向けた啓発活動を行っています。

児童福祉

児童相談所と連携し、子どもの虐待対応及び支援を行っています。

要保護児童対策地域協議会を設置し、児童虐待防止に関する啓発に努め

るとともに、関係機関との連携を強化し、要保護児童、要支援児童の早

期発見やこれらの児童や特定妊婦等に対し、適切な保護・支援を行って

います。
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資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組②：災害に備えた地域づくり

【災害に備えた地域づくりにおける主な取組】

事業名等 概要

安心安全キットの配布
災害時に一人ひとりの支援内容を記載した個別計画書の作成依頼と、その計

画を保管する安心安全キットを配布しています。

緊急避難場所・避難所の協

定の締結

緊急避難場所・避難所の協定を締結し、災害時における避難場所の確保に努

めています。

「古賀市地域防災計画」の

策定

災害対策基本法に基づき、市民の生命・身体・財産を守るための市における

災害予防・災害応急対策・災害復旧などを定めた計画を策定しています。

「古賀市避難行動要支援者

避難支援プラン（全体計

画）」の策定

避難行動要支援者が、安全かつ確実に避難できるよう、地域において情報伝

達、避難誘導等の避難支援を受けられる体制を整備することを目的に策定し

ています。

自主防災組織との連携
自主防災組織への避難行動要支援者制度の説明、有事の際の台帳の活用等に

ついて啓発しています。

総合防災マップの配布

日頃の備えや、災害別の避難所一覧（指定緊急避難場所、指定避難場所、福

祉避難所）、ハザードマップなどを掲載した総合防災マップを配布し、市民

に災害避難や防災に関する啓発を行い、災害時の円滑かつ安全な避難体制の

向上をめざしています。

日本赤十字社福岡県支部と

の連携

日本赤十字社福岡県支部と連携し、災害発生時の救援物資の配布をはじめと

したさまざまな取組を行っています。

備蓄倉庫の設置 市内８カ所に備蓄倉庫を設置し、災害に備えています。

避難行動要支援者実態調査

の実施

民生委員児童委員協議会による避難行動要支援者実態調査を実施していま

す。

まちづくり出前講座の実施 地域の防災力を高めるためのまちづくり出前講座を実施しています。

要支援者台帳の作成
避難行動要支援者の把握と支援者への情報提供を目的に要支援者台帳を作

成し、自主防災組織に提供しています。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組①：権利擁護体制の構築

【各福祉分野における権利擁護体制の構築に向けた取組】

分野 取組内容

障がい福祉

古賀市障害福祉サービス事業所連携会議において、社協と連携して成年

後見制度の研修を実施しています。

本人が申立てできず申立をする親族もいない場合、市長による成年後見

申立を行い、本人の経済状況により申立費用と後見人等に対する報酬の

助成を行っています。

障害者生活支援センター「咲」に、障害者虐待防止センター業務を委託

（ 年度～）し、休日や夜間も受付できる相談体制を整えています。

高齢者福祉

法人後見事業を行う社協と連携し、成年後見制度の支援体制の充実を図っ

ています。

本人が申立てできず申立てをする親族もいない場合、市長による成年後

見申立を行い、本人の経済状況により申立費用と後見人等に対する報酬

の助成を行っています。

虐待対応マニュアル等を活用し、虐待の背景を探りながら、本人の安全

確保や家族等へ

の支援を含め、対応や専門機関の支援へつないでいます。

虐待を早期に発見できるよう、関係機関や地域との連携、相談窓口の周

知や虐待防止に向けた啓発活動を行っています。

児童福祉

児童相談所と連携し、子どもの虐待対応及び支援を行っています。

要保護児童対策地域協議会を設置し、児童虐待防止に関する啓発に努め

るとともに、関係機関との連携を強化し、要保護児童、要支援児童の早

期発見やこれらの児童や特定妊婦等に対し、適切な保護・支援を行って

います。
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資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組①：福祉サービスの利用促進

【福祉各分野における福祉サービスの利用促進に向けた主な取組】

分野 取組内容

障がい福祉

毎年「障害福祉のハンドブック」を作成し、はじめて手帳を取得された

方にはハンドブックをお渡しすると同時に福祉サービスの利用につい

て説明を行っています。

年長児をもつ保護者に対し、放課後等デイサービスなど障害児通所支援

事業について説明を行い、保護者の不安や疑問が解消できるよう就学前

勉強会を実施しています。

障がい者やその家族からの相談を受ける機会が多い、古賀市障害者生活

支援センター「咲」や地域活動支援センター「みどり」、障害者就業・生

活支援センター「ちどり」や古賀市無料職業紹介所との連携を図り、障が

い福祉制度の周知を行っています。

毎年、特別支援学校に通う保護者や教諭への制度説明会を実施しています。

高齢者福祉

介護保険制度の改正時に合わせて３年ごとに「介護保険べんり帳」を作

成しており、介護保険の仕組みや介護・介護予防サービスの利用につい

て、窓口や出前講座の際に周知を行っています。

高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センター「寄って館」の職

員が、積極的に地域に出向き、相談支援を行っています。相談内容に

応じて、介護・福祉サービスの情報提供や関係機関への連携を図って

います。

児童福祉

子育て支援の最新情報を提供するため、毎年子育てＢＯＯＫを作成

し、子育て世帯に子育て情報が行き届くよう、乳児全戸訪問等を通じ

て子育てＢＯＯＫを配布しています。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組③：見守り活動の充実

【見守り活動に関連した事業】

事業名等 概要

安否確認緊急対応

コール事業

歳以上の一人暮らしの人を対象に、不安時並びに急病や災害などの緊急時

に、機器を用いて緊急通報センターに連絡することで、相談先の確保と予め

組織された地域協力体制により、対象者の不安の緩和と救助を行っています。

古賀市地域移動

サポート事業補助金

歩行が困難な者、自動車を運転することが困難な者その他自動車中心社会に

おいて移動を制約される者 以下「交通弱者」という。 の日常生活に必要な

行動の補完をするため、地域の交通弱者の輸送を実施する校区コミュニテ

ィ、自治会（行政区）又は組合等の運営主体 以下「運営主体」という。 に

対して補助金を交付しています。

認知症高齢者等徘徊ＳＯＳ

ネットワーク事業

「徘徊高齢者探してメール」

認知症高齢者等やその介護者が安心して生活できる環境を整えるために、

年度から、徘徊のおそれがある人の事前登録と、登録した人が行方不明

になった際に捜索協力のメール配信を行う事業を、警察署と連携して広域

（福岡市、糟屋地区、宗像地区の自治体）で行っています。

配食サービス事業 栄養バランスのとれた食事を配達すると共に、安否確認を行っています。

ひとり暮らし高齢者等見守

り活動

市と市内・外にある新聞配達、電気、ガス、生協、郵便局、ゴミ収集、宅配

弁当屋など配達等の事業者と協定を結び、日常の配達業務などでひとり暮ら

し高齢者等の異変を察知した時に市へ通報する活動を行っています。
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資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組①：福祉サービスの利用促進

【福祉各分野における福祉サービスの利用促進に向けた主な取組】

分野 取組内容

障がい福祉

毎年「障害福祉のハンドブック」を作成し、はじめて手帳を取得された

方にはハンドブックをお渡しすると同時に福祉サービスの利用につい

て説明を行っています。

年長児をもつ保護者に対し、放課後等デイサービスなど障害児通所支援

事業について説明を行い、保護者の不安や疑問が解消できるよう就学前

勉強会を実施しています。

障がい者やその家族からの相談を受ける機会が多い、古賀市障害者生活

支援センター「咲」や地域活動支援センター「みどり」、障害者就業・生

活支援センター「ちどり」や古賀市無料職業紹介所との連携を図り、障が

い福祉制度の周知を行っています。

毎年、特別支援学校に通う保護者や教諭への制度説明会を実施しています。

高齢者福祉

介護保険制度の改正時に合わせて３年ごとに「介護保険べんり帳」を作

成しており、介護保険の仕組みや介護・介護予防サービスの利用につい

て、窓口や出前講座の際に周知を行っています。

高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センター「寄って館」の職

員が、積極的に地域に出向き、相談支援を行っています。相談内容に

応じて、介護・福祉サービスの情報提供や関係機関への連携を図って

います。

児童福祉

子育て支援の最新情報を提供するため、毎年子育てＢＯＯＫを作成

し、子育て世帯に子育て情報が行き届くよう、乳児全戸訪問等を通じ

て子育てＢＯＯＫを配布しています。

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ２：安心・安全な体制づくりの構築

具体的な取組③：見守り活動の充実

【見守り活動に関連した事業】

事業名等 概要

安否確認緊急対応

コール事業

歳以上の一人暮らしの人を対象に、不安時並びに急病や災害などの緊急時

に、機器を用いて緊急通報センターに連絡することで、相談先の確保と予め

組織された地域協力体制により、対象者の不安の緩和と救助を行っています。

古賀市地域移動

サポート事業補助金

歩行が困難な者、自動車を運転することが困難な者その他自動車中心社会に

おいて移動を制約される者 以下「交通弱者」という。 の日常生活に必要な

行動の補完をするため、地域の交通弱者の輸送を実施する校区コミュニテ

ィ、自治会（行政区）又は組合等の運営主体 以下「運営主体」という。 に

対して補助金を交付しています。

認知症高齢者等徘徊ＳＯＳ

ネットワーク事業

「徘徊高齢者探してメール」

認知症高齢者等やその介護者が安心して生活できる環境を整えるために、

年度から、徘徊のおそれがある人の事前登録と、登録した人が行方不明

になった際に捜索協力のメール配信を行う事業を、警察署と連携して広域

（福岡市、糟屋地区、宗像地区の自治体）で行っています。

配食サービス事業 栄養バランスのとれた食事を配達すると共に、安否確認を行っています。

ひとり暮らし高齢者等見守

り活動

市と市内・外にある新聞配達、電気、ガス、生協、郵便局、ゴミ収集、宅配

弁当屋など配達等の事業者と協定を結び、日常の配達業務などでひとり暮ら

し高齢者等の異変を察知した時に市へ通報する活動を行っています。
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資料編

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 ２：包括的な相談支援体制の構築

具体的な取組①：多機関の協働による支援

【生活再生支援担当における主な取組】

事業名等 概要

求職活動中の住居確保の支援
求職活動を支えるために、家賃相当額の住居確保給付金を一定期間支給して

います。

求職活動の支援
市役所庁舎内の無料職業紹介所やハローワークと連携し、求職活動を支援し

ています。

家計見直し・債務整理の支援
家計収支の見直しや債務整理について、家計相談支援員が継続的に支援して

います。

相談窓口の案内
困りごとを解決するための相談窓口について情報提供し、市役所内外の機関

と連携して支援しています。

（生活再生支援担当周知のチラシ）

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組②：地域における公益的な取組の推進

【地域における公益的な取組の推進における主な取組】

事業名等 概要

社会福祉法人への情報提供
国や県をはじめとした関係機関からの地域における公益的な取組に関する

情報を古賀市所管の社会福祉法人に情報提供しています。

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 １：地域住民等による相互の連携

具体的な取組①：連携体制の構築

【相互の連携に向けた主な取組】

事業名等 概要

古賀市校区まちづくり

活動事業交付金

公益的な市民活動を行う校区コミュニティの活動を支援することを目的と

して交付金を交付しています。

生活支援

コーディネーターの配置

地域に入りこみながら地域状況を把握し、地域の支え合いが育つような地域

活動や人間関係を掘り起こし、それぞれの活動の継続や拡大・改善に向け相

談を受け、社会資源のマッチングを行います。また、技術的な支援や、必要

に応じて、財政的な支援を行うことで、地域資源として組織化していくよう

取り組んでいます。

地域支え合いネットワーク

地域で介護予防・生活支援の充実を図るため、協議の場となる地域支え合い

ネットワーク（協議体）を構築しています。地域の中から出てくる支援ニー

ズを基礎として地域のあらゆる資源等を探り、地域では解決できない課題

は、行政・法人等の多様な主体が支援する中で解決の方法を見出します。

古賀市地域力アップ事業補

助金

身近な課題を解決するため、地域の特性を生かした自発的な取組みを行う校

区コミュニティに対して補助金を交付しています。

つながりひろば

（市民活動支援センター）

※再掲

ＮＰＯやボランティア活動など、さまざまな分野の市民活動を行っている団

体や、これから活動をはじめようと考えている人たちが、交流したり、活動

に関する情報の発信や収集をするための場所として開設しています。社協の

ボランティアセンターと連携し、団体活動への支援を行っています。
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基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 ２：包括的な相談支援体制の構築

具体的な取組①：多機関の協働による支援

【生活再生支援担当における主な取組】

事業名等 概要

求職活動中の住居確保の支援
求職活動を支えるために、家賃相当額の住居確保給付金を一定期間支給して

います。

求職活動の支援
市役所庁舎内の無料職業紹介所やハローワークと連携し、求職活動を支援し

ています。

家計見直し・債務整理の支援
家計収支の見直しや債務整理について、家計相談支援員が継続的に支援して

います。

相談窓口の案内
困りごとを解決するための相談窓口について情報提供し、市役所内外の機関

と連携して支援しています。

（生活再生支援担当周知のチラシ）

資料編

基 本 目 標 Ⅱ：「環境～居場所づくり～」

基 本 方 針 ３：福祉サービスの充実

具体的な取組②：地域における公益的な取組の推進

【地域における公益的な取組の推進における主な取組】

事業名等 概要

社会福祉法人への情報提供
国や県をはじめとした関係機関からの地域における公益的な取組に関する

情報を古賀市所管の社会福祉法人に情報提供しています。

基 本 目 標 Ⅲ：「連携～つながりづくり～」

基 本 方 針 １：地域住民等による相互の連携

具体的な取組①：連携体制の構築

【相互の連携に向けた主な取組】

事業名等 概要

古賀市校区まちづくり

活動事業交付金

公益的な市民活動を行う校区コミュニティの活動を支援することを目的と

して交付金を交付しています。

生活支援

コーディネーターの配置

地域に入りこみながら地域状況を把握し、地域の支え合いが育つような地域

活動や人間関係を掘り起こし、それぞれの活動の継続や拡大・改善に向け相

談を受け、社会資源のマッチングを行います。また、技術的な支援や、必要

に応じて、財政的な支援を行うことで、地域資源として組織化していくよう

取り組んでいます。

地域支え合いネットワーク

地域で介護予防・生活支援の充実を図るため、協議の場となる地域支え合い

ネットワーク（協議体）を構築しています。地域の中から出てくる支援ニー

ズを基礎として地域のあらゆる資源等を探り、地域では解決できない課題

は、行政・法人等の多様な主体が支援する中で解決の方法を見出します。

古賀市地域力アップ事業補

助金

身近な課題を解決するため、地域の特性を生かした自発的な取組みを行う校

区コミュニティに対して補助金を交付しています。

つながりひろば

（市民活動支援センター）

※再掲

ＮＰＯやボランティア活動など、さまざまな分野の市民活動を行っている団

体や、これから活動をはじめようと考えている人たちが、交流したり、活動

に関する情報の発信や収集をするための場所として開設しています。社協の

ボランティアセンターと連携し、団体活動への支援を行っています。
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資料編

１１．２０１７年度古賀市まちづくり出前講座実施状況

内容 担当課
実施

件数

市長と語るまちづくり 経営企画課

古賀市の財政事情 財政課

選挙のしくみ 総務課

個人情報保護制度について 総務課

人権ひろば（考えようみんなの人権） 人権センター

みんなで語ろう・学ぼう地域のこと 福祉課

国土調査 地籍調査 について 建設課

下水道のしくみ 下水道課

水道のしくみ 水道課

古賀市のし尿処理施設（海津木苑）について 海津木苑

らく得！雑かみ分別講座 環境課

エコアクション！家庭でできる省エネ・節電対策 環境課

まちをきれいに！簡易除却団体になりませんか 都市計画課

賢く学ぼう！こどもの健康と生活習慣 予防健診課

「どならない子育て講座」 子育て支援課

子育て支援について 子育て支援課

地域で子どもを守ろう！ 子育て支援課

育てよう地域・社会で青少年 青少年育成課

し尿処理施設海津木苑「排育について」 海津木苑

子どもお話し会 文化課

バスの乗り方・使い方～市内公共交通について～ 経営企画課

税のしくみについて 市税課

悪徳商法から自分を守るコツ 商工政策課

防犯について 総務課

男女で防災を考えよう！！ コミュニティ推進課

防火防災講話 粕屋北部消防本部予防課

防火教室 粕屋北部消防本部予防課

救急講習 粕屋北部消防本部警防課

予防救急講習会（高齢者対象・乳幼児対象） 粕屋北部消防本部警防課

防災力アップだ！～総合防災マップを見て考えよう～ 総務課・福祉課

資料編

【各福祉分野における関係機関による協議会等】

協議会名等 概要

地域活動サポートセンター

「ゆい」運営委員会

地域における介護予防と生活支援活動の活性化を目的とした施設として、適

切な運営が行われているかについて、定期的に確認し、より充実した活動を

行うために、協議を行っています。

地域ケア会議

高齢者個人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備（地域づく

り）を同時に図ることを目的に、地域の支援者を含めた多職種（行政職員、

地域包括支援センター職員、介護支援専門員、介護サービス事業所職員、保

健医療関係者等）で構成される「地域ケア会議」を開催しています。「地域

ケア会議」は、個別ケースの検討や地域での課題の把握を行う「地域ケア個

別会議」（月 回）と、市全体の政策形成を行う「地域ケア推進会議」（年

回）で構成されています。地域ケア推進会議では、集約された課題からよ

りよい地域づくりつなげていくための検討を行っています。

古賀市在宅医療・介護連携

協議会

「コスモスネット」

年問題に向けた地域包括ケアシステムの構築のため、地域における医

療・介護の連携を促進するため、市内の在宅医療・介護・福祉等の関係者に

よる評議会で、情報の共有や地域住民への普及啓発をはじめとした、さまざ

まな活動を行っています。

古賀市障害福祉サービス

事業所 連携会議

古賀市内や近隣の障害福祉サービス事業者等の関係機関が定期的に集まり、

事業所紹介や事例報告、見学会・研修会を行うことで、情報を共有し、福祉

サービスの質の向上を図っています。

古賀市障害福祉サービス

事業所 連携会議就労部会

障がい者が、生きがいをもって生活が出来るように、働きたいというニーズ

を実現でき、安心して働き続けられる環境整備の推進を目的として、古賀市

近隣の障害福祉サービス事業所からなる古賀市障害福祉サービス事業所連

携会議就労部会を設立しています。就労部会において、職場体験の場の確保

やセミナー・ツアーを企画・実施し、障がい者の社会参加や就労を促進して

います。

古賀市要保護児童

対策地域協議会

児童虐待防止のため、関係機関とのネットワークを構築するとともに、一人

ひとりの実情にあった保護や支援を行い、成長の過程で途切れることのない

支援体制を構築しています。
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資料編

１１．２０１７年度古賀市まちづくり出前講座実施状況

内容 担当課
実施

件数

市長と語るまちづくり 経営企画課

古賀市の財政事情 財政課

選挙のしくみ 総務課

個人情報保護制度について 総務課

人権ひろば（考えようみんなの人権） 人権センター

みんなで語ろう・学ぼう地域のこと 福祉課

国土調査 地籍調査 について 建設課

下水道のしくみ 下水道課

水道のしくみ 水道課

古賀市のし尿処理施設（海津木苑）について 海津木苑

らく得！雑かみ分別講座 環境課

エコアクション！家庭でできる省エネ・節電対策 環境課

まちをきれいに！簡易除却団体になりませんか 都市計画課

賢く学ぼう！こどもの健康と生活習慣 予防健診課

「どならない子育て講座」 子育て支援課

子育て支援について 子育て支援課

地域で子どもを守ろう！ 子育て支援課

育てよう地域・社会で青少年 青少年育成課

し尿処理施設海津木苑「排育について」 海津木苑

子どもお話し会 文化課

バスの乗り方・使い方～市内公共交通について～ 経営企画課

税のしくみについて 市税課

悪徳商法から自分を守るコツ 商工政策課

防犯について 総務課

男女で防災を考えよう！！ コミュニティ推進課

防火防災講話 粕屋北部消防本部予防課

防火教室 粕屋北部消防本部予防課

救急講習 粕屋北部消防本部警防課

予防救急講習会（高齢者対象・乳幼児対象） 粕屋北部消防本部警防課

防災力アップだ！～総合防災マップを見て考えよう～ 総務課・福祉課

資料編

【各福祉分野における関係機関による協議会等】

協議会名等 概要

地域活動サポートセンター

「ゆい」運営委員会

地域における介護予防と生活支援活動の活性化を目的とした施設として、適

切な運営が行われているかについて、定期的に確認し、より充実した活動を

行うために、協議を行っています。

地域ケア会議

高齢者個人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備（地域づく

り）を同時に図ることを目的に、地域の支援者を含めた多職種（行政職員、

地域包括支援センター職員、介護支援専門員、介護サービス事業所職員、保

健医療関係者等）で構成される「地域ケア会議」を開催しています。「地域

ケア会議」は、個別ケースの検討や地域での課題の把握を行う「地域ケア個

別会議」（月 回）と、市全体の政策形成を行う「地域ケア推進会議」（年

回）で構成されています。地域ケア推進会議では、集約された課題からよ

りよい地域づくりつなげていくための検討を行っています。

古賀市在宅医療・介護連携

協議会

「コスモスネット」

年問題に向けた地域包括ケアシステムの構築のため、地域における医

療・介護の連携を促進するため、市内の在宅医療・介護・福祉等の関係者に

よる評議会で、情報の共有や地域住民への普及啓発をはじめとした、さまざ

まな活動を行っています。

古賀市障害福祉サービス

事業所 連携会議

古賀市内や近隣の障害福祉サービス事業者等の関係機関が定期的に集まり、

事業所紹介や事例報告、見学会・研修会を行うことで、情報を共有し、福祉

サービスの質の向上を図っています。

古賀市障害福祉サービス

事業所 連携会議就労部会

障がい者が、生きがいをもって生活が出来るように、働きたいというニーズ

を実現でき、安心して働き続けられる環境整備の推進を目的として、古賀市

近隣の障害福祉サービス事業所からなる古賀市障害福祉サービス事業所連

携会議就労部会を設立しています。就労部会において、職場体験の場の確保

やセミナー・ツアーを企画・実施し、障がい者の社会参加や就労を促進して

います。

古賀市要保護児童

対策地域協議会

児童虐待防止のため、関係機関とのネットワークを構築するとともに、一人

ひとりの実情にあった保護や支援を行い、成長の過程で途切れることのない

支援体制を構築しています。
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資料編

１２．社協ボランティアセンター登録団体

 

団体名 主な活動

古賀手話の会

聴覚に障がいがある人とコミュニケーションを図るため、手話の技術

学習はもとより、福祉に関する学習、聴覚障がい者との交流・啓発な

ど、幅広く活動しています。

古賀市音訳ボランティア

「カナリヤ」

視覚障がい者等の方々に、古賀市広報誌・定期刊行物・ＰＨＰ誌の音

訳ＣＤを制作し、郵送しています。他に視覚障がい者の依頼に基づき

希望の出版物の音訳をし、ＣＤにして届けています。これらの活動を

通して利用者さんとの交流も行っています。

ひまわりの会

○お楽しみ会、安否確認

・月１回、手料理を持ち寄り、ひとり暮らしの高齢者（登録会員）を

対象に、千鳥苑でお食事会（お楽しみ会）を開催しています。お楽

しみ会では、踊りやコーラス等の披露の場提供や健康体操の指導等

を、しゃんしゃんと合同で行っています。

・月１回、登録会員に電話で安否を確認しています。

・年３回、バスハイクで親睦を深めています。

○月１回千鳥苑しゃんしゃんご利用者の食事づくり

点訳奉仕 ルイの会
文章や書籍などを点字に直すのが主な活動で、勉強会や点字指導も行

い点訳カレンダーの作成、配付をしています。

高齢者・障がい者支援

ボランティア「みつば会」

ハンディを持った方々の社会参加への喜びや楽しい時間を共有する

ことを目的に、デイサービス利用者や障がいのある方とのふれあい活

動を行っています。

布おもちゃ「とまと」

おもちゃの絵本を、布のもつあたたかさ、安全さ、色彩の鮮やかさを

利用して、作成しています。作成した布おもちゃは子育てサロン、託

児グループ、障がい者、高齢者に関わる施設や団体へ貸出をしていま

す。また、布おもちゃづくり講習なども行っています。

太陽の会

発達遅滞のある子どもたちに対し、歌遊びや軍手体操、粗大体操、個

別指導を行っています。また、雇用やレクリエーションにも取り組ん

でいます。

文の会

ひとり暮らしの高齢者に「お元気ですか？」という気持ちをハガキに

込めて、季節のお便りを送り、ひとときの心のやすらぎを感じていた

だけたらいいなとの思いで活動しています。
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内容 担当課
実施

件数

みんなでつくろう！自助・共助の地域づくり 総務課・福祉課

国民健康保険・医療制度講座 市民国保課

住民票等の本人通知制度について 市民国保課

障がい者福祉について 福祉課

生活保護制度について 福祉課

生活困窮者自立支援制度について 福祉課

介護保険制度のしくみとサービスの利用について 介護支援課

成年後見制度について～あなたの財産や権利を守ります～ 介護支援課

認知症サポーター養成講座 介護支援課

地域包括支援センター「寄って館」について 介護支援課

① 古賀歴史探訪ボランティアガイド 文化課

② 古賀歴史探訪ボランティアガイド 文化課

世紀の発見「船原古墳」謎とロマンの古代史講座 文化課

お口の健康づくり 予防健診課

見てすぐわかる！からだのしくみと生活習慣 予防健診課

糖尿病予防の食事 予防健診課

減塩のはなし 予防健診課

子どもの成長と食事 予防健診課

「たばこ・アルコール」について 予防健診課

今から始める介護予防 介護支援課

認知症を予防しよう 介護支援課

介護予防運動教室体験講座 介護支援課

ボールゲーム体験講座 介護支援課

始めよう！すき間時間で家トレ！ 介護支援課

鍵盤ハーモニカ体験会 介護支援課

地域でウォーキング 生涯学習推進課

スポーツチャレンジ教室 生涯学習推進課

知って実践！しっかり学べる健康アップ講座 予防健診課

合 計資　
料　
編



資料編

１２．社協ボランティアセンター登録団体

 

団体名 主な活動

古賀手話の会

聴覚に障がいがある人とコミュニケーションを図るため、手話の技術

学習はもとより、福祉に関する学習、聴覚障がい者との交流・啓発な

ど、幅広く活動しています。

古賀市音訳ボランティア

「カナリヤ」

視覚障がい者等の方々に、古賀市広報誌・定期刊行物・ＰＨＰ誌の音

訳ＣＤを制作し、郵送しています。他に視覚障がい者の依頼に基づき

希望の出版物の音訳をし、ＣＤにして届けています。これらの活動を

通して利用者さんとの交流も行っています。

ひまわりの会

○お楽しみ会、安否確認

・月１回、手料理を持ち寄り、ひとり暮らしの高齢者（登録会員）を

対象に、千鳥苑でお食事会（お楽しみ会）を開催しています。お楽

しみ会では、踊りやコーラス等の披露の場提供や健康体操の指導等

を、しゃんしゃんと合同で行っています。

・月１回、登録会員に電話で安否を確認しています。

・年３回、バスハイクで親睦を深めています。

○月１回千鳥苑しゃんしゃんご利用者の食事づくり

点訳奉仕 ルイの会
文章や書籍などを点字に直すのが主な活動で、勉強会や点字指導も行

い点訳カレンダーの作成、配付をしています。

高齢者・障がい者支援

ボランティア「みつば会」

ハンディを持った方々の社会参加への喜びや楽しい時間を共有する

ことを目的に、デイサービス利用者や障がいのある方とのふれあい活

動を行っています。

布おもちゃ「とまと」

おもちゃの絵本を、布のもつあたたかさ、安全さ、色彩の鮮やかさを

利用して、作成しています。作成した布おもちゃは子育てサロン、託

児グループ、障がい者、高齢者に関わる施設や団体へ貸出をしていま

す。また、布おもちゃづくり講習なども行っています。

太陽の会

発達遅滞のある子どもたちに対し、歌遊びや軍手体操、粗大体操、個

別指導を行っています。また、雇用やレクリエーションにも取り組ん

でいます。

文の会

ひとり暮らしの高齢者に「お元気ですか？」という気持ちをハガキに

込めて、季節のお便りを送り、ひとときの心のやすらぎを感じていた

だけたらいいなとの思いで活動しています。

 

 

資料編

内容 担当課
実施

件数

みんなでつくろう！自助・共助の地域づくり 総務課・福祉課

国民健康保険・医療制度講座 市民国保課

住民票等の本人通知制度について 市民国保課

障がい者福祉について 福祉課

生活保護制度について 福祉課

生活困窮者自立支援制度について 福祉課

介護保険制度のしくみとサービスの利用について 介護支援課

成年後見制度について～あなたの財産や権利を守ります～ 介護支援課

認知症サポーター養成講座 介護支援課

地域包括支援センター「寄って館」について 介護支援課

① 古賀歴史探訪ボランティアガイド 文化課

② 古賀歴史探訪ボランティアガイド 文化課

世紀の発見「船原古墳」謎とロマンの古代史講座 文化課

お口の健康づくり 予防健診課

見てすぐわかる！からだのしくみと生活習慣 予防健診課

糖尿病予防の食事 予防健診課

減塩のはなし 予防健診課

子どもの成長と食事 予防健診課

「たばこ・アルコール」について 予防健診課

今から始める介護予防 介護支援課

認知症を予防しよう 介護支援課

介護予防運動教室体験講座 介護支援課

ボールゲーム体験講座 介護支援課

始めよう！すき間時間で家トレ！ 介護支援課

鍵盤ハーモニカ体験会 介護支援課

地域でウォーキング 生涯学習推進課

スポーツチャレンジ教室 生涯学習推進課

知って実践！しっかり学べる健康アップ講座 予防健診課

合 計 資　
料　
編



資料編

 

団体名 主な活動

ふきのとう 古賀市内のデイサービスにて手作り料理の提供を行っています。

ハーモニカクラブ

“こすもす”

ハーモニカ演奏を生きがいの一つとし、自らの社会参加と社会貢献を

めざし、ハーモニカの持つ“癒しの音色”で、懐かしい童謡・唱歌・

歌謡曲・演歌（艶歌）を、福祉施設や各地区の福祉会のサロン活動等

で演奏しています。

古賀レクの会

子どもから高齢者まで、多人数が集合する場所に赴き希望のレクリエー

ションを実施することにより、皆様に笑顔と元気を届け、ひいては地域

の良好な関係を醸成することをめざして活動しています。

古賀紙芝居サークル

「カチカチ会」

紙芝居の自主制作と上演を通し、会員相互の理解と連携を深め、地域高

齢者福祉・児童教育・文化活動等に貢献するボランティア活動を行って

います。

古賀ＢＧバンド
デイサービス関連施設を中心としたボランティア演奏活動や、地域行

事等に貢献できる演奏活動を行っています。

古賀すたいる
地域ｗｅｂサイト「古賀すたいる」の運営や、「古賀すたいる」と連動

した紙媒体の発行、イベントを実施しています。

（基準日：２０１８年１０月３１日現在）
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団体名 主な活動

朱鷺の会

か月に 回、なのみの里で大型絵本や紙芝居をしています。入居し

ている仲間の人たちも紙芝居を読んだり、一緒に歌を歌ったりしてい

ます。時にはお琴とのコラボをしています。依頼を受けて、公民館に

紙芝居を持って行ったり、百人一首の講座などにも取り組んでいま

す。

リンパトリートメント

アソシエイツボラボラ

リンパの会

有資格者によるリンパ、ハンドトリートメントの技術、また癒しの時

間を提供することで、高齢者・障がい者・疾病のある方等のメンタル

ケアの一助になればと思っています。

あろぼら

アロマテラピーとはどういうものなのか、幅広く多くの方に知ってい

ただくため、産婦人科関連施設や社協を通じてのご依頼による地域活

動への参加を、アロマトリートメントや講座というかたちで実施し、

癒しの時間を提供しています。

古賀要約筆記の会

うさぎ

中途失聴・難聴者の方の社会参加を目的に、日本語の話し言葉を日本

語で通訳するための勉強会を行っています。また、聞こえの不自由な

方々の耳代わりとなるための勉強会や交流・支援も行っています。

古賀市緑の

まちづくりの会

古賀市の「緑を守り育てることで豊かで住みやすいまちづくり」を目

的としています。園芸福祉を行うことで、市民、施設利用者、子ども

たちに「いやし」「思いやり」「命の大切さ」を感じてもらえるよう活

動しています。古賀グリーンパークの森づくりも続けています。

古賀子どもの本の交流会

絵本やストーリーテリングなどを通して、子どもの心の成長や大人の

読書環境づくりを愉しめるように、企画事業や子どもの読書普及活動

を行っています。子育て中の母親を対象としたサロンも展開中です。

アンダンテ
リコーダーの優しい音色を多くの人に知っていただき、楽しんで聴い

ていただきたいです。

古賀市民オーケストラ

毎年、年 回大きな演奏会を実施しています。その他にも病院、学校、

高齢者施設や福祉会、自治会（敬老会、成人学級等）等への訪問演奏

をしています。

傾聴ボランティア

「ひだまり」

月に１回の勉強会を通して、コミュニケーションの基本である「傾聴」

について理論や技法を学び、傾聴ボランティアや日々のコミュニケー

ションに活かしています。また、ヘルスカウンセリング学会の有資格

者による、メンタルケアの無料相談も行っています。

舞の里おやじバンド
古賀市及び周辺地域の福祉施設や各種イベントにて演奏活動を行っ

ています。

 

資　
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編
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団体名 主な活動

ふきのとう 古賀市内のデイサービスにて手作り料理の提供を行っています。

ハーモニカクラブ

“こすもす”

ハーモニカ演奏を生きがいの一つとし、自らの社会参加と社会貢献を

めざし、ハーモニカの持つ“癒しの音色”で、懐かしい童謡・唱歌・

歌謡曲・演歌（艶歌）を、福祉施設や各地区の福祉会のサロン活動等

で演奏しています。

古賀レクの会

子どもから高齢者まで、多人数が集合する場所に赴き希望のレクリエー

ションを実施することにより、皆様に笑顔と元気を届け、ひいては地域

の良好な関係を醸成することをめざして活動しています。

古賀紙芝居サークル

「カチカチ会」

紙芝居の自主制作と上演を通し、会員相互の理解と連携を深め、地域高

齢者福祉・児童教育・文化活動等に貢献するボランティア活動を行って

います。

古賀ＢＧバンド
デイサービス関連施設を中心としたボランティア演奏活動や、地域行

事等に貢献できる演奏活動を行っています。

古賀すたいる
地域ｗｅｂサイト「古賀すたいる」の運営や、「古賀すたいる」と連動

した紙媒体の発行、イベントを実施しています。

（基準日：２０１８年１０月３１日現在）
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団体名 主な活動

朱鷺の会

か月に 回、なのみの里で大型絵本や紙芝居をしています。入居し

ている仲間の人たちも紙芝居を読んだり、一緒に歌を歌ったりしてい

ます。時にはお琴とのコラボをしています。依頼を受けて、公民館に

紙芝居を持って行ったり、百人一首の講座などにも取り組んでいま

す。

リンパトリートメント

アソシエイツボラボラ

リンパの会

有資格者によるリンパ、ハンドトリートメントの技術、また癒しの時

間を提供することで、高齢者・障がい者・疾病のある方等のメンタル

ケアの一助になればと思っています。

あろぼら

アロマテラピーとはどういうものなのか、幅広く多くの方に知ってい

ただくため、産婦人科関連施設や社協を通じてのご依頼による地域活

動への参加を、アロマトリートメントや講座というかたちで実施し、

癒しの時間を提供しています。

古賀要約筆記の会

うさぎ

中途失聴・難聴者の方の社会参加を目的に、日本語の話し言葉を日本

語で通訳するための勉強会を行っています。また、聞こえの不自由な

方々の耳代わりとなるための勉強会や交流・支援も行っています。

古賀市緑の

まちづくりの会

古賀市の「緑を守り育てることで豊かで住みやすいまちづくり」を目

的としています。園芸福祉を行うことで、市民、施設利用者、子ども

たちに「いやし」「思いやり」「命の大切さ」を感じてもらえるよう活

動しています。古賀グリーンパークの森づくりも続けています。

古賀子どもの本の交流会

絵本やストーリーテリングなどを通して、子どもの心の成長や大人の

読書環境づくりを愉しめるように、企画事業や子どもの読書普及活動

を行っています。子育て中の母親を対象としたサロンも展開中です。

アンダンテ
リコーダーの優しい音色を多くの人に知っていただき、楽しんで聴い

ていただきたいです。

古賀市民オーケストラ

毎年、年 回大きな演奏会を実施しています。その他にも病院、学校、

高齢者施設や福祉会、自治会（敬老会、成人学級等）等への訪問演奏

をしています。

傾聴ボランティア

「ひだまり」

月に１回の勉強会を通して、コミュニケーションの基本である「傾聴」

について理論や技法を学び、傾聴ボランティアや日々のコミュニケー

ションに活かしています。また、ヘルスカウンセリング学会の有資格

者による、メンタルケアの無料相談も行っています。

舞の里おやじバンド
古賀市及び周辺地域の福祉施設や各種イベントにて演奏活動を行っ

ています。
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１４．つながりひろば（市民活動支援センター）市民活動登録団体【抜粋】

【保健、医療又は福祉の増進を図る活動】

団体名 主な活動内容

古賀手話の会 手話をとおして、ろう者との交流と社会参加を支援

古賀市音訳ボランティア

「カナリヤ」
広報物や出版物の音訳、視覚障がい者との交流

特定非営利活動法人

スペシャルオリンピックス

日本・福岡

知的障がいのある方たちへの継続的なスポーツトレーニングと競

技会の提供。自立と社会参加の促進

古賀要約筆記の会

「うさぎ」
聞こえに不自由されている方の社会参加支援

傾聴ボランティア

「ひだまり」
傾聴力を高め、傾聴ボランティアを推進

特定非営利活動法人

コスモキャンパス

障がい児（者）や不登校児を対象とした共同作業所の活動をとお

して、さまざまな福祉活動の推進

特定非営利活動法人

市民後見センター

ふくおか

成年後見制度の周知啓発、シニアライフ悩み相談

点訳奉仕「ルイの会」 文書や資料の点訳、小学校での点字の指導

歩きんしゃい会 まち歩きで仲間づくり、健康づくり

リンパトリートメント

アソシエイツ

ボラボラリンパの会

リンパトリートメントによる癒しと地域の方との交流

こが がん検診の普及啓発と受診率向上に向けた活動

古賀市登山協会 登山を通じた市民の健康づくり

発達支援の会ふんわりこ 発達障害の児童 才～大人までの支援及び保護者の支援

障がいがある子の

学校生活を考える親の会

障がいがある子ども達が心豊かな学校生活を送るための支援活

動と会員相互の情報交換

古賀市「コッコの会」 障がい者の方との交流、イベント参加

（基準日：２０１８年５月３１日現在）

資料編

 

１３．当事者団体紹介 

（基準日：２０１８年１０月３１日現在）

団体名 主な活動

古賀市シニアクラブ連合会

メインテーマ：「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

少子高齢化が進む今日、高齢者の健康長寿への取組を重点に、若い

世代と手を携え絆社会の創造をめざします。そして、「健康」「友

愛」「奉仕」の三大運動のいっそうの推進を図っています。

古賀市身体障害者福祉協会

近年の障がいの多種複雑化に対し、市民・行政からのご指導・ご協

力・ご配慮をいただきながら、地域共生社会を目標に、誰もが安心

で安全なまちをめざし一歩ずつ進んでいきます。

古賀市障がい児・者 親の会

知的・発達障がい等のある人や子どもの暮らしを支え、人として認

められるべき権利（基本的権利）を守り、幸せな生活ができるため

の活動を行っています。

ぼちぼちクラブ

～あたしんち～

障がい児・者とその家族が、ボランティアとともに気楽に集まるこ

とができる居場所をつくり、会員それぞれの障がいを理解し、とも

に活動することにより、子どもの自立、成長を喜び、保護者・ボラ

ンティアのさまざまな情報交換の場とします。

古賀市視覚障がい者の会

「ネットワークこだま」

会員の自主的団結により視覚障がい者福祉の増進を図り、生活の安

定、資質の向上、相互の親睦により明朗な社会生活の実現に努めて

います。

古賀市「コッコの会」

障がい種別をこえた交流を通じて、互いを理解し、共通の課題に取り

組むとともに、地域での支援及びボランティア、サポーター等との交

流を深め、完全な社会参加と自立につながる行動を行っています。

あじさい園

精神疾患当事者及び家族等が、励まし合い、支え合い、学び合うこ

とを通じて、精神保健福祉知識の普及、精神疾患当事者に対する地

域社会の理解の促進をめざします。また、会員間の親睦を図ってい

ます。

古賀市在宅介護者の会

「菜の花会」

・介護の悩みやぐちを自由に話せる場を作ります。

・心や体をほぐす軽い運動、音楽を楽しみます。

資　
料　
編



資料編

１４．つながりひろば（市民活動支援センター）市民活動登録団体【抜粋】

【保健、医療又は福祉の増進を図る活動】

団体名 主な活動内容

古賀手話の会 手話をとおして、ろう者との交流と社会参加を支援

古賀市音訳ボランティア

「カナリヤ」
広報物や出版物の音訳、視覚障がい者との交流

特定非営利活動法人

スペシャルオリンピックス

日本・福岡

知的障がいのある方たちへの継続的なスポーツトレーニングと競

技会の提供。自立と社会参加の促進

古賀要約筆記の会

「うさぎ」
聞こえに不自由されている方の社会参加支援

傾聴ボランティア

「ひだまり」
傾聴力を高め、傾聴ボランティアを推進

特定非営利活動法人

コスモキャンパス

障がい児（者）や不登校児を対象とした共同作業所の活動をとお

して、さまざまな福祉活動の推進

特定非営利活動法人

市民後見センター

ふくおか

成年後見制度の周知啓発、シニアライフ悩み相談

点訳奉仕「ルイの会」 文書や資料の点訳、小学校での点字の指導

歩きんしゃい会 まち歩きで仲間づくり、健康づくり

リンパトリートメント

アソシエイツ

ボラボラリンパの会

リンパトリートメントによる癒しと地域の方との交流

こが がん検診の普及啓発と受診率向上に向けた活動

古賀市登山協会 登山を通じた市民の健康づくり

発達支援の会ふんわりこ 発達障害の児童 才～大人までの支援及び保護者の支援

障がいがある子の

学校生活を考える親の会

障がいがある子ども達が心豊かな学校生活を送るための支援活

動と会員相互の情報交換

古賀市「コッコの会」 障がい者の方との交流、イベント参加

（基準日：２０１８年５月３１日現在）

資料編

 

１３．当事者団体紹介 

（基準日：２０１８年１０月３１日現在）

団体名 主な活動

古賀市シニアクラブ連合会

メインテーマ：「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

少子高齢化が進む今日、高齢者の健康長寿への取組を重点に、若い

世代と手を携え絆社会の創造をめざします。そして、「健康」「友

愛」「奉仕」の三大運動のいっそうの推進を図っています。

古賀市身体障害者福祉協会

近年の障がいの多種複雑化に対し、市民・行政からのご指導・ご協

力・ご配慮をいただきながら、地域共生社会を目標に、誰もが安心

で安全なまちをめざし一歩ずつ進んでいきます。

古賀市障がい児・者 親の会

知的・発達障がい等のある人や子どもの暮らしを支え、人として認

められるべき権利（基本的権利）を守り、幸せな生活ができるため

の活動を行っています。

ぼちぼちクラブ

～あたしんち～

障がい児・者とその家族が、ボランティアとともに気楽に集まるこ

とができる居場所をつくり、会員それぞれの障がいを理解し、とも

に活動することにより、子どもの自立、成長を喜び、保護者・ボラ

ンティアのさまざまな情報交換の場とします。

古賀市視覚障がい者の会

「ネットワークこだま」

会員の自主的団結により視覚障がい者福祉の増進を図り、生活の安

定、資質の向上、相互の親睦により明朗な社会生活の実現に努めて

います。

古賀市「コッコの会」

障がい種別をこえた交流を通じて、互いを理解し、共通の課題に取り

組むとともに、地域での支援及びボランティア、サポーター等との交

流を深め、完全な社会参加と自立につながる行動を行っています。

あじさい園

精神疾患当事者及び家族等が、励まし合い、支え合い、学び合うこ

とを通じて、精神保健福祉知識の普及、精神疾患当事者に対する地

域社会の理解の促進をめざします。また、会員間の親睦を図ってい

ます。

古賀市在宅介護者の会

「菜の花会」

・介護の悩みやぐちを自由に話せる場を作ります。

・心や体をほぐす軽い運動、音楽を楽しみます。
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資料編

１５．用語集

用語名 説明
主な掲載

ページ

あ
行 井戸ばた座談会

地域住民等を対象として地域で暮らしていく上での課題をみ

んなで共有し、解決方法を考えていく座談会。

ＮＰＯ

の略。「民間非営利組織」と訳さ

れる。医療・福祉や環境保全、災害復興、地域おこしなど、さ

まざまな分野における営利を目的としない住民の自発的意思

による活動団体。

か
行 介護支援専門員

（ケアマネジャー）

介護サービス提供の全過程において、常に適切なサービスが

提供されるよう管理する人。要介護者や家族等からの相談に

応じ、市町村やサービス事業者などとの連絡・調整を行う。

介護予防・生活支援

サービス

要支援者等の多様な生活支援のニーズに対応するため、介護

予防訪問介護等のサービスに加え、住民主体の支援等も含め、

多様なサービスを行う事業。「訪問型サービス」、「通所型サ

ービス」、「その他の生活支援サービス」及び「介護予防ケア

マネジメント」から構成される。

介護予防サポーター

身近な地域で、健康づくりや介護予防活動の活性化をめざし、

運動活動（玄米にぎにぎ体操等）や音楽活動（音楽レクリエー

ション等）などの支援を行うサポーター。

核家族 ひと組の夫婦とその未婚の子どもからなる家族。

虐待

自分の保護下にある者（ヒト、動物など）に対し、長期間にわ

たって暴力をふるったり、日常的にいやがらせや無視をする

などの行為を行うこと。

健康づくり推進員

地域の健康づくり教室や出前講座、市主催の行事において、骨

密度測定など各種健康測定機器の測定や結果の説明を通し

て、子どもから高齢者まで幅広い世代の市民の健康づくりの

お手伝いをする人。

権利擁護
自己の権利や援助のニーズを表明することが困難な人の代理

としてその権利の行使やニーズの保護を行うこと。

校区コミュニティ
良好な地域社会をつくるため、市内の小学校区内の市民、自治

会及びその他の団体等によって主体的に組織された団体。

資料編

【子どもの健全育成を図る活動】

団体名 主な活動内容

古賀アートフレンズ 子どもたちの生きる力・豊かな情操を育む絵画展示活動

古賀海洋少年団 海洋訓練・集団活動をとおした青少年健全育成

古賀子どもの本の交流会
子どもたちの読書環境づくり（読み聞かせ、だじゃれ大会、科学実験

教室）

たけのこ文庫 子どもの読書環境づくり（読み聞かせ、本の貸出、読書クイズ）

ガールスカウト

福岡県第 団
さまざまな体験活動をとおした青少年の健全育成

布おもちゃ「とまと」 幼児のための布おもちゃ、布絵本の製作とその有効活用

太陽の会 発達遅滞のある子ども達への早期教育（発達補助）

特定非営利活動法人

古賀新宮子ども劇場

子どもが豊かに育つ地域づくり（子どもへの舞台芸術提供、子育て支

援、子どもの諸活動に関する事業）

おはなし会昔っコ 昔話を語り伝え、聞き手と共に楽しむお話会の実施

古賀市少年の船の会 青少年の健全育成活動を通じて、青年と子どもの交流

すまいるファミリー 地域の子育て支援、集団託児の活動、親子読書活動の推進

（基準日：２０１８年５月３１日現在）

資　
料　
編



資料編

１５．用語集

用語名 説明
主な掲載

ページ

あ
行 井戸ばた座談会

地域住民等を対象として地域で暮らしていく上での課題をみ

んなで共有し、解決方法を考えていく座談会。

ＮＰＯ

の略。「民間非営利組織」と訳さ

れる。医療・福祉や環境保全、災害復興、地域おこしなど、さ

まざまな分野における営利を目的としない住民の自発的意思

による活動団体。

か
行 介護支援専門員

（ケアマネジャー）

介護サービス提供の全過程において、常に適切なサービスが

提供されるよう管理する人。要介護者や家族等からの相談に

応じ、市町村やサービス事業者などとの連絡・調整を行う。

介護予防・生活支援

サービス

要支援者等の多様な生活支援のニーズに対応するため、介護

予防訪問介護等のサービスに加え、住民主体の支援等も含め、

多様なサービスを行う事業。「訪問型サービス」、「通所型サ

ービス」、「その他の生活支援サービス」及び「介護予防ケア

マネジメント」から構成される。

介護予防サポーター

身近な地域で、健康づくりや介護予防活動の活性化をめざし、

運動活動（玄米にぎにぎ体操等）や音楽活動（音楽レクリエー

ション等）などの支援を行うサポーター。

核家族 ひと組の夫婦とその未婚の子どもからなる家族。

虐待

自分の保護下にある者（ヒト、動物など）に対し、長期間にわ

たって暴力をふるったり、日常的にいやがらせや無視をする

などの行為を行うこと。

健康づくり推進員

地域の健康づくり教室や出前講座、市主催の行事において、骨

密度測定など各種健康測定機器の測定や結果の説明を通し

て、子どもから高齢者まで幅広い世代の市民の健康づくりの

お手伝いをする人。

権利擁護
自己の権利や援助のニーズを表明することが困難な人の代理

としてその権利の行使やニーズの保護を行うこと。

校区コミュニティ
良好な地域社会をつくるため、市内の小学校区内の市民、自治

会及びその他の団体等によって主体的に組織された団体。

資料編

【子どもの健全育成を図る活動】

団体名 主な活動内容

古賀アートフレンズ 子どもたちの生きる力・豊かな情操を育む絵画展示活動

古賀海洋少年団 海洋訓練・集団活動をとおした青少年健全育成

古賀子どもの本の交流会
子どもたちの読書環境づくり（読み聞かせ、だじゃれ大会、科学実験

教室）

たけのこ文庫 子どもの読書環境づくり（読み聞かせ、本の貸出、読書クイズ）

ガールスカウト

福岡県第 団
さまざまな体験活動をとおした青少年の健全育成

布おもちゃ「とまと」 幼児のための布おもちゃ、布絵本の製作とその有効活用

太陽の会 発達遅滞のある子ども達への早期教育（発達補助）

特定非営利活動法人

古賀新宮子ども劇場

子どもが豊かに育つ地域づくり（子どもへの舞台芸術提供、子育て支

援、子どもの諸活動に関する事業）

おはなし会昔っコ 昔話を語り伝え、聞き手と共に楽しむお話会の実施

古賀市少年の船の会 青少年の健全育成活動を通じて、青年と子どもの交流

すまいるファミリー 地域の子育て支援、集団託児の活動、親子読書活動の推進

（基準日：２０１８年５月３１日現在）
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資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

さ
行

市民後見人 一般市民による成年後見人。

社会福祉法

社会福祉を目的とする事業の全分野における共通的基本事項

を定め、福祉サービスの利用者の利益の保護及び地域におけ

る社会福祉の推進を図るとともに、社会福祉事業の公明かつ

適正な実施の確保及び社会福祉を目的とする事業の健全な発

達を図り、社会福祉の増進に資することを目的とした法律。

社会福祉法人

社会福祉事業を行うことを目的として、社会福祉法の定める

ところにより設立された法人。社会福祉事業の公共性から、

その設立・運営に厳格な規定が定められている。

就労移行支援事業所

障害者総合支援法における就労系障害福祉サービス。通常の

事業所に就労を希望し雇用されることが可能と見込まれる障

がい者に対して、生産活動や職場体験の機会の提供、その他

就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職

活動に関する支援を行う事業所。

就労継続支援

Ｂ型事業所

障害者総合支援法における就労系障害福祉サービス。通常の

事業所に雇用されることが困難である障がい者に対して、生

産活動の機会の提供、その他就労に必要な知識及び能力の向

上のために必要な訓練や支援を行う事業所。

小規模保育施設
～ 歳未満児を対象とした、定員が 人以上 人以下の少

人数で行う保育施設。

自立相談支援機関

就労その他の自立に関する相談支援、事業利用のためのプラ

ン作成等の生活困窮者自立支援法における自立相談支援事業

を実施する機関。

親族 親等内の血族、配偶者、 親等内の姻族。

身体障害者手帳
身体障がい者に都道府県知事（政令指定都市にあってはその

長）が発行する障害者手帳。

生活困窮者

就労の状況、心身の状況、地域社会との関係性その他の事情

により、現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持するこ

とができなくなるおそれのある人。

資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

か
行

コーホート要因法

「自然増減」（出生と死亡）及び「純移動」（転出入）という

つの「人口変動要因」それぞれについて将来値を仮定し、そ

れに基づいて将来人口を推計する方法。

子育て応援

サポーター

市内の妊産婦や乳幼児及びその保護者に対し、健康や子育て

に関する情報提供や乳幼児健診の案内、未受診者への受診勧

奨、保護者の（悩み・相談等）の傾聴などを行い、子育て中の

家を支援するサポーター。

古賀市人権尊重推進

委員会

市民が共に生き・共に支え合う人権を尊重するまちをめざし

て、様々な人権問題に関する啓発等の事業を行い、「いのち

輝くまち☆こがづくり」に寄与することを目的とし、行政と

市内４９の関係機関・団体で構成された委員会。

子ども会育成会

連合会

関係機関・団体と相互連絡協調を密にして子ども会及びジュ

ニア・リーダークラブの育成に力を尽くし、青少年の健全な

発達及び福祉の増進に寄与するとともに、子ども会・ジュニ

ア・リーダークラブ指導者の養成、指導を行い、会員の親睦

と資質の向上を図ることを目的とした組織。

孤立死
一人暮らしの人が誰にも看取られること無く、当人の住居内

などで生活中の突発的な疾病などによって死亡すること。

さ
行

自主防災組織

地域住民による任意の防災組織で、主に自治会（行政区）等

が母体となって地域住民が自主的に連帯して防災活動を行う

任意団体。

自治会（行政区）
良好な地域社会をつくるため、市内の一定区域内の市民によっ

て主体的に組織された団体。「行政区」とも呼ばれている。

児童扶養手当

父又は母と生計を共にできない児童が養育されている家庭の

生活の安定と自立を助けるために、児童の母又は父や、父母

に代わってその児童を養育している人に支給される手当。

シニアクラブ連合会

地域の高齢者がお互いに親睦を深め、地域のボランティア活

動等の自主活動を積極的に行い、健康増進・社会貢献・生き

がいづくり等を行う団体。資　
料　
編



資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

さ
行

市民後見人 一般市民による成年後見人。

社会福祉法

社会福祉を目的とする事業の全分野における共通的基本事項

を定め、福祉サービスの利用者の利益の保護及び地域におけ

る社会福祉の推進を図るとともに、社会福祉事業の公明かつ

適正な実施の確保及び社会福祉を目的とする事業の健全な発

達を図り、社会福祉の増進に資することを目的とした法律。

社会福祉法人

社会福祉事業を行うことを目的として、社会福祉法の定める

ところにより設立された法人。社会福祉事業の公共性から、

その設立・運営に厳格な規定が定められている。

就労移行支援事業所

障害者総合支援法における就労系障害福祉サービス。通常の

事業所に就労を希望し雇用されることが可能と見込まれる障

がい者に対して、生産活動や職場体験の機会の提供、その他

就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職

活動に関する支援を行う事業所。

就労継続支援

Ｂ型事業所

障害者総合支援法における就労系障害福祉サービス。通常の

事業所に雇用されることが困難である障がい者に対して、生

産活動の機会の提供、その他就労に必要な知識及び能力の向

上のために必要な訓練や支援を行う事業所。

小規模保育施設
～ 歳未満児を対象とした、定員が 人以上 人以下の少

人数で行う保育施設。

自立相談支援機関

就労その他の自立に関する相談支援、事業利用のためのプラ

ン作成等の生活困窮者自立支援法における自立相談支援事業

を実施する機関。

親族 親等内の血族、配偶者、 親等内の姻族。

身体障害者手帳
身体障がい者に都道府県知事（政令指定都市にあってはその

長）が発行する障害者手帳。

生活困窮者

就労の状況、心身の状況、地域社会との関係性その他の事情

により、現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持するこ

とができなくなるおそれのある人。

資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

か
行

コーホート要因法

「自然増減」（出生と死亡）及び「純移動」（転出入）という

つの「人口変動要因」それぞれについて将来値を仮定し、そ

れに基づいて将来人口を推計する方法。

子育て応援

サポーター

市内の妊産婦や乳幼児及びその保護者に対し、健康や子育て

に関する情報提供や乳幼児健診の案内、未受診者への受診勧

奨、保護者の（悩み・相談等）の傾聴などを行い、子育て中の

家を支援するサポーター。

古賀市人権尊重推進

委員会

市民が共に生き・共に支え合う人権を尊重するまちをめざし

て、様々な人権問題に関する啓発等の事業を行い、「いのち

輝くまち☆こがづくり」に寄与することを目的とし、行政と

市内４９の関係機関・団体で構成された委員会。

子ども会育成会

連合会

関係機関・団体と相互連絡協調を密にして子ども会及びジュ

ニア・リーダークラブの育成に力を尽くし、青少年の健全な

発達及び福祉の増進に寄与するとともに、子ども会・ジュニ

ア・リーダークラブ指導者の養成、指導を行い、会員の親睦

と資質の向上を図ることを目的とした組織。

孤立死
一人暮らしの人が誰にも看取られること無く、当人の住居内

などで生活中の突発的な疾病などによって死亡すること。

さ
行

自主防災組織

地域住民による任意の防災組織で、主に自治会（行政区）等

が母体となって地域住民が自主的に連帯して防災活動を行う

任意団体。

自治会（行政区）
良好な地域社会をつくるため、市内の一定区域内の市民によっ

て主体的に組織された団体。「行政区」とも呼ばれている。

児童扶養手当

父又は母と生計を共にできない児童が養育されている家庭の

生活の安定と自立を助けるために、児童の母又は父や、父母

に代わってその児童を養育している人に支給される手当。

シニアクラブ連合会

地域の高齢者がお互いに親睦を深め、地域のボランティア活

動等の自主活動を積極的に行い、健康増進・社会貢献・生き

がいづくり等を行う団体。 資　
料　
編



資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

た
行

対人支援を行う専門

資格に共通の基礎課

程創設の検討

複数の資格に共通する基礎課程を創設し、資格ごとの専門課

程との 階建ての養成課程へ再編し、資格所持による履修期

間の短縮、単位認定の拡大が図られる取組の検討のこと。

ダブルケア
家族や親族等、親密な関係における複数のケア関係、そこにお

ける複合的課題。

地域共生社会

「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の

多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世

代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとり

の暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会。

地域住民等

地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者、及び社会

福祉に関する活動を行う者。社会福祉法第４条第１項におい

て、地域福祉の推進に努めなければならないとされている。

地域生活課題

福祉サービスを必要とする地域住民及びその世帯が抱える福

祉、介護、介護予防（要介護状態若しくは要支援状態となるこ

との予防又は要介護状態若しくは要支援状態の軽減若しくは

悪化の防止をいう。）、保健医療、住まい、就労及び教育に関

する課題、福祉サービスを必要とする地域住民の地域社会か

らの孤立その他の福祉サービスを必要とする地域住民が日常

生活を営み、あらゆる分野の活動に参加する機会が確保され

る上での各般の課題。

地域における

公益的な取組

以下の①～③の 要件をすべて満たす福祉サービスのこと。

①社会福祉事業又は公益事業を行うにあたって提供される福

祉サービスであること。

②対象者が日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者で

あること。

③無料又は低額な料金で提供されること。

地域ニーズ 地域住民が抱える多様な福祉ニーズのこと。

地域福祉

誰もが住み慣れた地域で助けあい、支えあいながらいきいき

と暮らせるよう、地域におけるさまざまな福祉の問題に地域

住民や福祉関係者などが協力して取り組むこと。社会福祉法

第 条では地域における社会福祉と定義されている。

資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

さ
行

生活困窮者

自立支援制度

失業、多重債務、ニート、引きこもり、病気や障がいなどさま

ざまな要因により経済的に困窮し、また離職により住居を失

う、又はその恐れのある方を対象に、住居や就労の機会の確

保や家計支援等を行うことで、生活の見通しがもてるよう相

談支援を行う制度。

生活福祉資金

低所得者、障がい者又は高齢者に対し、資金の貸付けと必要

な相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活意欲

の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定

した生活を送れるようにすることを目的とする貸付制度。

生活保護

資産や能力などすべてを活用してもなお生活に困窮する人（世

帯）に対し、困窮の程度に応じて必要な保護を行い、健康で文

化的な最低限度の生活を保障し、その自立を助長する制度。

生活支援

コーディネーター

高齢者における介護予防や日常生活の充実を図ることを目的と

して、地域支え合いネットワーク（協議体）と連携し、地域ニー

ズの把握、サービス提供者の確保及びマッチング等を行う者。

精神障害者

保健福祉手帳

精神障がい者に都道府県知事（政令指定都市にあってはその

長）が発行する障害者手帳。

制度の狭間の課題
既存の制度に明確に位置付けられていないが、何らかの支援

が必要である課題。

成年後見制度

認知症、知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断す

る能力が十分でない人について、家庭裁判所が選任した成年

後見人などの援助者が財産管理などを行うことにより本人を

法律的に支援する制度。

ソーシャルワーカー

生活する上で困っている人々や、生活に不安を抱えている

人々、社会的に疎外されている人々に対して、関係を構築し、

問題解決のための援助を提供する専門職の総称。

相談支援事業所

都道府県の指定をうけて、障害福祉サービスを利用するため

の、サービス利用計画を作成、利用の調整、定期的なモニタリ

ング（計画の見直し）を行う機関。
資　
料　
編



資料編

用語名 説明
主な掲載

ページ

た
行

対人支援を行う専門

資格に共通の基礎課

程創設の検討

複数の資格に共通する基礎課程を創設し、資格ごとの専門課

程との 階建ての養成課程へ再編し、資格所持による履修期

間の短縮、単位認定の拡大が図られる取組の検討のこと。

ダブルケア
家族や親族等、親密な関係における複数のケア関係、そこにお

ける複合的課題。

地域共生社会

「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の

多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世

代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとり

の暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会。

地域住民等

地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者、及び社会

福祉に関する活動を行う者。社会福祉法第４条第１項におい

て、地域福祉の推進に努めなければならないとされている。

地域生活課題

福祉サービスを必要とする地域住民及びその世帯が抱える福

祉、介護、介護予防（要介護状態若しくは要支援状態となるこ

との予防又は要介護状態若しくは要支援状態の軽減若しくは

悪化の防止をいう。）、保健医療、住まい、就労及び教育に関

する課題、福祉サービスを必要とする地域住民の地域社会か

らの孤立その他の福祉サービスを必要とする地域住民が日常

生活を営み、あらゆる分野の活動に参加する機会が確保され

る上での各般の課題。

地域における

公益的な取組

以下の①～③の 要件をすべて満たす福祉サービスのこと。

①社会福祉事業又は公益事業を行うにあたって提供される福

祉サービスであること。

②対象者が日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者で

あること。

③無料又は低額な料金で提供されること。

地域ニーズ 地域住民が抱える多様な福祉ニーズのこと。

地域福祉

誰もが住み慣れた地域で助けあい、支えあいながらいきいき

と暮らせるよう、地域におけるさまざまな福祉の問題に地域

住民や福祉関係者などが協力して取り組むこと。社会福祉法

第 条では地域における社会福祉と定義されている。
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主な掲載
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さ
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生活困窮者

自立支援制度

失業、多重債務、ニート、引きこもり、病気や障がいなどさま

ざまな要因により経済的に困窮し、また離職により住居を失

う、又はその恐れのある方を対象に、住居や就労の機会の確

保や家計支援等を行うことで、生活の見通しがもてるよう相

談支援を行う制度。

生活福祉資金

低所得者、障がい者又は高齢者に対し、資金の貸付けと必要

な相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活意欲

の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定

した生活を送れるようにすることを目的とする貸付制度。

生活保護

資産や能力などすべてを活用してもなお生活に困窮する人（世

帯）に対し、困窮の程度に応じて必要な保護を行い、健康で文

化的な最低限度の生活を保障し、その自立を助長する制度。

生活支援

コーディネーター

高齢者における介護予防や日常生活の充実を図ることを目的と

して、地域支え合いネットワーク（協議体）と連携し、地域ニー

ズの把握、サービス提供者の確保及びマッチング等を行う者。

精神障害者

保健福祉手帳

精神障がい者に都道府県知事（政令指定都市にあってはその

長）が発行する障害者手帳。

制度の狭間の課題
既存の制度に明確に位置付けられていないが、何らかの支援

が必要である課題。

成年後見制度

認知症、知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断す

る能力が十分でない人について、家庭裁判所が選任した成年

後見人などの援助者が財産管理などを行うことにより本人を

法律的に支援する制度。

ソーシャルワーカー

生活する上で困っている人々や、生活に不安を抱えている

人々、社会的に疎外されている人々に対して、関係を構築し、

問題解決のための援助を提供する専門職の総称。

相談支援事業所

都道府県の指定をうけて、障害福祉サービスを利用するため

の、サービス利用計画を作成、利用の調整、定期的なモニタリ

ング（計画の見直し）を行う機関。
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用語名 説明
主な掲載

ページ

は
行

避難行動要支援者

高齢者、障がいのある人、乳幼児など、特に配慮を要する人（要

配慮者）のうち、災害が発生し、又は発生するおそれがある場

合に、自ら避難することが困難で、その円滑かつ迅速な避難の

確保を図るため特に支援を要する人。

複合的な課題
介護と育児に同時に直面する世帯や認知症の親と障がいを抱

えた子どもが同居している世帯といった つ以上の課題。

福祉会

住民相互の支え合い、住民による福祉問題の解決をめざして、

主として、ひとり暮らしの高齢者や子育て世代、障がい者の閉

じこもり予防を目的として、見守り活動、誰でも集える場（サ

ロン活動）の推進を行っている団体。

福祉サービス

何らかの社会的支援を必要とする者に対するサービスのこと。

社会福祉法第 条では、「福祉サービスは個人の尊厳の保持を

旨とし、その内容は、福祉サービスの利用者が心身ともに健や

かに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活を

営むことができるように支援するものとして、良質かつ適切な

ものでなければならない」とされている。

放課後子供教室

（アンビシャス広場）

一緒に遊んだり話をしたり、学習したり、さまざまなふれあい

の場として地域の大人たちが見守る子どもたちの居場所。

法人後見 後見人が法人である場合。

ま
行 丸ごと

分野をまたぐ複数の課題をそれぞれの分野でなく一括して相

談を受けたり包括的に受け止めたりすること。

民生委員・児童委員

「民生委員」は厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域に

おいて、住民の生活状態を必要に応じ適切に把握し、住民の立

場に立って相談に応じ、必要な援助を行う非常勤の地方公務

員。また、民生委員は「児童委員」も兼ね、地域の子どもたち

を見守るとともに、妊娠中の心配ごとや子育ての不安に関す

るさまざまな相談に応じ支援を行う。

や
行 要介護認定

介護（予防）サービスを受けようとする被保険者が要件を満た

しているかどうかを確認するために行われる認定のこと。

ら
行 療育手帳

知的障がい者に都道府県知事（政令指定都市にあってはその

長）が発行する障害者手帳。
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用語名 説明
主な掲載

ページ

た
行

地域包括

ケアシステム

高齢者が住み慣れた地域でできる限り継続して生活を送れる

ように、個々の高齢者の状況やその変化に応じて、介護サー

ビスを中核に、医療サービスをはじめとするさまざまな支援

を、継続的かつ包括的に提供する仕組み。

地域包括

支援センター

高齢者のさまざまな相談に対応する総合相談窓口としての機

能をもち、地域住民の心身の健康維持や生活の安定、保健・福

祉・医療の向上、財産管理、虐待防止等さまざまな課題に対し

て、地域における総合的なマネジメントを担い、課題解決に

向けた取組を実践していくことを主な業務とする機関。

中核機関

地域の権利擁護支援・成年後見制度利用促進機能の強化に向け

て、全体構想の設計とその実現に向けた進捗管理・コーディネー

ト等を行う「司令塔機能」、地域における「協議会」を運営する

「事務局機能」、地域において「 つの検討・専門的判断」を担

保する「進行管理機能」役割を担う機関。

閉じこもり
外出の頻度が週に 回未満で、生活の範囲が家の中である状

態のこと。

な
行

ニッポン一億

総活躍プラン

我が国の構造的な問題である少子高齢化に真正面から挑み、

「希望を生み出す強い経済」、「夢をつむぐ子育て支援」、

「安心につながる社会保障」の「新三本の矢」の実現を目的と

する「一億総活躍社会」に向けたプラン。

認知症

一度正常に達した認知機能が後天的な脳の障がいによって持

続的に低下し、日常生活や社会生活に支障をきたすようになっ

た状態。

認定こども園

幼稚園および保育所等における小学校就学前の子どもに対す

る保育および教育並びに保護者に対する子育て支援の総合的

な提供を行う施設。

は
行 ＰＴＣＡ

ＰＴＡ（ ）に地域 コミュニティ

の頭文字：Ｃを入れた が加わった組織。

引きこもり

厚生労働省では、仕事や学校に行けず家に籠り、家族以外と

ほとんど交流がない人の状況が か月以上続いた場合を引き

こもりと定義している。
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用語名 説明
主な掲載

ページ

は
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一緒に遊んだり話をしたり、学習したり、さまざまなふれあい

の場として地域の大人たちが見守る子どもたちの居場所。

法人後見 後見人が法人である場合。

ま
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ら
行 療育手帳
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用語名 説明
主な掲載
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た状態。
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厚生労働省では、仕事や学校に行けず家に籠り、家族以外と
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